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ものみダイからのケイザイガク

エイゾウ

　

　

　

　

　

はじめに

　

　わたしは、これまでにななサツホンをだした。ロクサツはズイヒツで、イッサツは、ブ

ツリガクっぽい（わたしは、ガッカイトウにショゾクしていないので。）ホンである。こ

のイッサツは、ロクサツからバッスイしてコウセイした。ホンチョは、これがケイザイ

ガクでもできないかとおもい、やはりロクサツからバッスイしてコウセイした（やはり、

ガッカイトウにはゾクしていない。）。

　キホンテキに、インヨウはしていない。カッテリュウのケイザイガクである（それを

なのっていいのかというモンダイはある。）シャカイシュギケイザイはシッパイしただろ

うが、シホンシュギケイザイもセイコウしたというわけではない。ただ、イッポウより

ながいだけだ。「デフレ」のモンダイは、シホンシュギケイザイにつきまとっている。そ

れを「キンユウカンワ」でのりきろうとするのが、いまフウであるが、ショミンのセイ

カツがくるしくなる。このホンで、このこたえはだしていないが、ひとつのシュダイで

ある。そのうちでもこたえがみえればいいとおもう。

　

　

　

　

　

　

イチ『アルクカラ カンガエル（イカ、『ア』）』ゴジュウヨン

　

フンをうみにながせば、うみにシゲンというかがたまる。ハイセツブツ　といったって、

こしたあとのショクブツ、ドウブツセイブンだから。ま、それをうみにながしていると。

ま、すくなくともかわには ながしている。だからうみに も みたいなのがハッセイした

りするんだろう。

むかしみたいに はたけにまけば、わりとちかいところで ジュンカンする。でもスイセン

ベンジョは やめにくいんだろう。ショクブツだけなら　はたけとジブンとで ジュンカン

するだけだ。ムダがないからヒリョウも　そんなにいらないだろう。
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ニ『ア』ロクジュウゴ

　

マルクスはなにをのこしたか。キョウサンシュギコクとだれかがいうかもしれないが、

わたしにとってはそうでない。いや、それもあるけどだ。ケッキョク、シホンカがつよ

いのはしょうがない。ロウドウシャは はたらいてかねをてにする。だったら、ウンドウ

するジカンをけずって かねをてにしたほうがよいのではないかと。つまり、はやいもの

がちだと。だから、すぐにやらなければならない。

たしかに ウンドウをして タショウチンギンはあがるかもしれないが、そのためについ

やすジカンは、そのジカンはたらいていたら どのくらい　かせげたかをかんがえるとど

うなのかと。ケッキョクシホンカがはらったりするんだろうけど そのキギョウはシキン

テキによわる。それはロウドウシャにとってどうなのか。ソレンのようにセイコウした、

する、かもしれないが、キョウソウではうまくなかった。いいコウエキができないとな

れば、その、シホンカ、キギョウはよわっていく。それだったら、すぐにしごとをしろ

と。そういう、マルクスのキョウクンはいかしたい。

キョクロンすると、ハンセイするまもないのだ。だから、コンサルタントなんだ。コンサ

ルタントになりたきゃケンキュウするといい。でも、ゲンバがダイジじゃないかと。そ

れに、そのしごとのセンクシャもいる。レキシのケンキュウをしているようじゃニリュ

ウだと。シュウエキを　あげられるんならいいですが。

　

サン『ア』ハチジュウ

　

エイキョウリョクのあるひとが、やすくて いいものをたべていたら、まねとかして その

やすくて いいショクリョウはタイリョウにショウヒされるかもしれない。

だから、たべものを ショウカイするテレビばんぐみでは、ジュウヨウなショクリョウで

なく、チュウカメン とかパン とかを シュザイするんだろうとおもってしまう。ヨウす

るに、チュウカメンとか パンはしなぎれしてもいいと、シュザイするひとはかんがえて

いるが、タブン、やきニクは しなぎれしては まずいとおもっているのでは。

そういえば、ナナジュウネンイジョウまえのセンソウは、ニホンジンが　ギュウニクを

たべはじめたからタイヘンだったという「すきやきセンソウ」ともいえるかもしれない。

カチクをきりくずすっていうのは ショミンにとってのセンソウである。さかなくって

りゃいいのにとおもってしまう。そういうセンソウがおこってはたまらない。だからと

いって まったくニクをたべないのはむずかしい。でも、そういう、ううしい とか、うま

い はモンダイだと。うしはノウギョウとか、うまはイドウにとかにやくにたつ。だから、

「ぎょい（しい）」がいいか。

　

よん『ア』ヒャクニジュウハチ
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センシンコクビョウ（●『ア』サン）とはセンシンコクにおける、トウルイ（さとうな

ど）のケツボウである。どうしてもみなみにむきがちだ（トウルイがとれるから）。さら

に、ネンリョウももとめたりする。そういうシゲンをめぐって　あらそったり。うまく

セツヤクしながらやっていけばいいが。

　

ゴ『ア』ヒャクゴジュウサン

　

マルクスはシホンカによる「サクシュ」があるといったらしい。その「サクシュ」をふ

せぐためにレンタイするのは、タブン ソレンのがんばりからもたしかなんだろう。しか

し、ロウドウシャがすぐにでもシホンカに　なれるかといったらむずかしい。それはそ

ういう、かねをウンヨウするドリョク とかについて シホンカのホウがはやくとりくみ

はじめたからだ。だから、シホンカがロウドウシャになるのもむずかしい。それは、ロ

ウドウするドリョクはすでにロウドウしている ロウドウシャのホウがはやくとりくんで

いるからだ。ケッキョク、マルクスとそのエイキョウがあったひとたちは なにをしめし

たかというと、「はやくドリョクしたひと」が　ほかのそうでないひとよりもユウリであ

る。ということではないだろうか（●ニ『ア』ロクジュウゴ、『ア』キュウジュウ）。わた

しは それをマルクスのキョウクンとよんでいる。

　

ロク『ア』ヒャクゴジュウロク

　

「ショウヒシャ」ということばがあるが、「ロウドウシャ」とか「シツギョウシャ」のし

たに「ショウヒドレイ」カイキュウがあるようにおもう。わかりやすいレイでいえばア

ルチュウとか。さけのショウヒを やめられず、また、ドをこしてさけをかってシャッキ

ンつくるとか。ほかのものでもそうだ。そういう「ショウヒドレイ」カイキュウにはな

らないようにしたい。シツギョウシャは さらにシツギョウしないが、そういうカイキュ

ウにおちるかもしれない。

　

なな『ア』ヒャクロクジュウイチ

　

しゃべるはやさがはやいホウがしごとがはかどっているといえないか。セツメイなんか

も、しゃべるはやさがニバイなら、ニブンのイチのジカンですみ、ほかのしごとができ

る。ながいといわれるカイギもサンバイのはやさのしゃべりなら、サンブンのイチのジ

カンでおわる。それなのになぜ ガッコウに、ニバイソクコースとかサンバイソクコース

がないか。おしえられるひとが いないのかもしれない。

　

ハチ『ア』ヒャクキュウジュウゴ
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ニホンジンは「チョウジュ」といわれているが、ショクリョウのジキュウリツは ヨン

ジュッパーセント。カンサンするとハチジュウネンいきたひとの ヨンジュウハッサイブ

ンは、ユニュウということになる。だから、なんかのリユウで ショクリョウユニュウが

テイシされると、ニホンジンのジュミョウはサンジュウニサイにちかづいていく。それ

なら ユニュウにたよらずになんだがあまりうまくいっていないようだ。キカイものを

うって、「ジュミョウ」をてにいれるなんてまるで レンキンジュツだ。

　

キュウ『ア』ニヒャクジュウニ

　

わたしは、「シホンシュギ」というのは、それぞれのオーナーが、「わるいやつ」からザイ

サンを まもるために いろいろなクフウをしていこうとするかんがえとおもっているが、

そのひとつのレイとしてき（くだものがなる）のケイタイがある。「わるいやつ」は、「は

しご」をもっていないので、「くだもの」をとれない というソウテイである。くだものは

たかいところになり、みきのしたのホウはえだがない。そういうケイタイが　おおいと

おもう（●『ア』ニジュウキュウ）。きがさきか、シホンシュギがさきかはわからない。

それをわたしは「シホンシュギのケイタイ」とよぶ。そのシホンシュギの ケイタイに ニ

ホンの ネンレイベツジンコウコウセイズが にている。いってみれば、ショウシコウレイ

カはシホンシュギだからしかたない、といえる（しかしあるカンサツでは、したのホウ

が さかえることもカノウなようだ。ただ、ニンゲンが あたらしい「シホンシュギ」の

ケイタイになれるヒツヨウが ありそうだが。）。つまり うえのホウがさかえているのだ。

ま、わかいひとのカンシンは、「み」がおちてくるかというところだろうか。

　

ジュウ『ア』ニヒャクニジュウゴ

　

　けさ、ジーディーピーをカンサツしたら、あまりうごいていなかった。ヨジごろよりも

ゴジごろのホウがうごいているとおもう（イゼンのカンサツより）。やっぱりニッチュウ

がおおいのか、いや、ヤカンのホウがコウソクにうごけるし、つまらずにうごけるから

シンヤによくジーディーピーはうごいているのではないだろうか。しかし、ショウケン

などは ニッチュウにうごくから そういうのはニッチュウだ。

　

ジュウイチ『ア』ニヒャクサンジュウイチ

　

ドウロがあったほうがジーディーピーは はやくうごける（●ジュウ『ア』ニヒャクニ

ジュウゴ）。だから ニホンも やたらドウロをつくったんだろう。でも トシコッカなら は

こぶキョリが みじかいからジーディーピーも はやくジョウショウする。だから　もっと

もひとりあたりジーディーピーがたかいのはかねもちのカテイとか、よくあるフウにい
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えば トシコッカなんだろう。だからトシコッカとくらべて ひくいとか あまりきにする

ことはないとおもうが。なんなら メンセキヒをくわえてサイケイサンするといい。

　

ジュウニ『むしのツゴウ ニンゲンのツゴウ（イカ、『む』）』ヨンジュウ　

　

「あたらしいシホンシュギ」というのもあるのだろう（ジツはふるい「シホンシュギ」か

もしれない）。ある「（みどりのはっぱをもつ）き」がおしえてくれた。しかし、ニンゲン

が（わたしが）そのあたらしいシホンシュギになれないために、むかしながらの（イッ

パンテキな）シホンシュギにあうようにチョウセイしようとしたりする（●キュウ『ア』

ニヒャクジュウニ、『ア』ニジュウキュウ）。

「あたらしい シホンシュギ」とはなんだろう。としよりが かねをもつというのはかわら

ないが、ちいさいこどももゲンキというかんじのものだ。としをとると ネンキンがもら

えてさらにゆたかになる というのは セイドをかえないかぎりかわらないが、ちいさいこ

どもが こづかいをもらってかそれなりにハンエイするというものだ。たしかに「こども

てあて」というのはある。そういうのをつかって、こどもがジブンのポケットマネーで

ガクヒをはらったり、ショクヒをはらったりということもそうかもしれない。ただ、ニ

ホンジンのばあい、あまりこどもをダイジにしないブンカがあるらしいから、むずかし

いだろう。

　

ジュウサン『む』ヨンジュウサン

　

コウジョウなんかではニジュウヨジカンソウギョウをしている。なぜはじめたかはセイ

カクにはわからないが、コキャクに はやくセイヒンをとどけたいからとかキカイをレン

ゾクで つかいつづけたいからとかなんだろう。そうするとシンヤにはたらく ニンゲンも

ヒツヨウになる。そういうひとがいないとニジュウヨジカンソウギョウはなりたたない。

ショウテンもニジュウヨジカンエイギョウをしていたりする。いつでも かいにいけるの

でベンリだ。しかし、なぜニジュウヨジカンガッコウがないのか。ニジュウヨジカンソ

ウギョウやニジュウヨジカンエイギョウのキギョウで はたらくロウドウシャがいるはず

なのに。かんがえてみれば、シンヤにあつまるショウニンズウをあいてにジュギョウを

やるのはヒコウリツである。だからそういうジュヨウは、オンライン（ツウシン）がみ

たすのであろう。

　

ジュウよん『む』ヨンジュウキュウ

　

キュウジュウネンダイ、レイネンダイに「セルフサーブ」のみせがふえてきた。ちょっ

としたショクドウにはいるといくらかで のみものを「セルフサーブ」することができる

というメニューをえらべることがおおくなった。「セルフサーブ」によりテンインのロウ
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リョクがへり、カカクもやすくおさえられるのだろう。そのメニューがはじまるまえよ

りイッパイのカカクはやすくなったとおもう。ただ、テンインにもってきてもらいたい

ときもあるので、センタクできるといいとおもう。

カテイでだすごみのブンベツも「セルフサーブ」になった。ゴミショリヒがやすくなっ

たというはなしはきかないが、そのブンやすくなっているのだろう。（ロウゴの）ネンキ

ンなんかも「セルフサーブ」にしたらうけとるブンがふえるか、ギョウセイのヒヨウが

へるかもしれない（カクテイキョシュツガタのネンキンがあるが）。イリョウホケンもそ

うだ。ただ、ロウドウリョクかおかねをださなきゃならないが。

　

ジュウゴ『む』ロクジュウシチ

　

たしざんっていうのはカンタンなようにおもえるが、それは、どこかで ひきざんがなり

たっていないと フカノウだ。たとえば、ニヒャクエンのさかなをキャクにうる となる

と、「さかな」イッピキが ひきざんされて かわりにニヒャクエンをうけとるわけだ。さ

かなは ムゲンにあるようだが、やっぱりエサとか シゲンに かずがサユウされる。ジブ

ンのこづかいをひきざんするというのは つらいが、ベツのものを たしざんするためにし

かたなかったりする。

　

ジュウロク『む』ナナジュウヨン

　

なぜガッシュウコクのひとたちが「ショウヒ」のケンインヤクとされるのか。それはタ

ブン ガッシュウコクのひとのいえがおおきいからである（ここではブツリテキにおおき

いといっている。）。だから、ガッシュウコクのひととくらべてニホンジンのショウヒが

すくない（ショウヒがのびなやんでいる）というのはやむをえないことだろうとおもう。

ニホンジンのいえは「ちいさい」といわれるし、いえのおおきさのハンイでしかものは

シュウノウできないからだ。そういうわけだから、「ものがうれない」というのをなげく

のだったら、「おおきな」いえをたてることにキョウリョクしたホウがいい。

　

ジュウなな『む』ヒャクニ

　

「フケイキ」といわれるようになると、「ケイキタイサク」なんていわれはじめる。それ

でグタイテキになにをするかは よくわからないが、なにかにかねをつかうのだろうとお

もう。セイジカの「トッケン」である「キセイカンワ」をしたというはなしはきかない

からだ。ただ、それはケッカをもとめる（られる）ので コウカテキにつかわれるのだと

おもう。

その「コウカ」をはかるのはなにかというと、カクシュトウケイのスウジや、「ケイキ」

というブンガクテキともおもわれるカンネンのチョウサででるスウジだろう。ただ、「ケ
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イキタイサク」というと、やっぱり、「ケイキ」のチョウサででるスウジがダイジになっ

てくるのだろう。だから、そのチョウサに カイトウするダンタイや コジンにかねをばら

まけば、「ケイキ」はうわむくだろう。そういうチョウサをでたらめにえらんだ ダンタイ

や コジンにやっているなら、ホントの「ケイキ」がハンエイされたものにちかくなるの

だろうが、チョウサするダンタイや コジンがコテイしているとすると、「ケイキ」がよ

くなったというケッカをしめすためには、そこにかねをつぎこむしかない。そうすれば、

「［ケイキ]はうわむいた」とカイトウされるからである。それをヒハンテキなひとは「リ

ケン」とよぶであろうが。

　

ジュウハチ『む』ヒャクハチ

　

このまえドウロコウジをしているのをみかけた。タブン、ギョウセイがフタンするのであ

ろう。たしかにジーディピーをあげるためにはドウロはヒツヨウだ（●ジュウイチ『ア』

ニヒャクサンジュウイチ、ジュウ『ア』ニヒャクニジュウゴ）。ドウロを いいジョウタイ

にしておけば、ジーディピーは あがりやすい（なぜならショウヒンがはやくとどき、と

りひきがカソクされるからだ。）。でも、デンシツウシンにゼイキンをトウニュウしたと

はきかないから、ギョウセイはゲンブツシュギなのだろう。やっぱりいまではとりひき

に デンシツウシンをつかうから、それをエンカツにおこなえるようにすれば、ゲンブツ

のうごきはともかくジーディピーはあがる。まぁ、ゲンブツがダイジだからいいが。

　

ジュウキュウ『む』ヒャクジュウイチ

　

きょうもジーディピーがうごく（●ジュウハチ『む』ヒャクハチ、ジュウイチ『ア』ニ

ヒャクサンジュウイチ、ジュウ『ア』ニヒャクニジュウゴ）。なんでもジーディピーをニ

ワリゾウカさせようというのがセイフのモクヒョウらしい。ということは、いままでよ

りもニジュッパーセント うごかすソクドをあげて、あいたジカンで やっぱりやりとりす

れば ジーディピーはあがる。ただ、ヨユウができても、やりとりするとはかぎらない。

チョチクするというセンタクシがあるからだ。

じゃ、ジーディピーは あがらないのか。ひとつホウホウがある。ツウカにショウヒキゲ

ンをつけてしまうのである。そうするとつかうしかないので、ジーディピーはあがると

おもわれる。ただ、そうすると、ショウヒキゲンがないツウカにかえてつかいはじめる

だろうからコウカはゲンテイテキだ。やっぱり、ニジュッパーセントおおくはたらかな

ければなのだろうか。

　

ニジュウ『む』ヒャクジュウサン

　

ニホンはみずのモンダイを かかえているといえる。みずブソクだからそういうかという
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と たしかにそれもあるのだが、いわゆる みずブソクはヘンドウする。そういうことでな

くて、コウゾウテキなみずブソクである。それは、ショクリョウのユニュウにあらわれ

ている。

ショクリョウジキュウリツがちいさくなったといってたびたびはなしになる（●『ア』

ヒャクロク）。ジキュウリツをおおきくするにはノウギョウをするようだ。しかし、みず

ブソクであればノウギョウはできない。だから ゲンジョウでは そうカンタンにジキュ

ウリツはカイゼンしない。つまり、すでにショクリョウをユニュウしなければならない

ほどの コウゾウテキなみずブソクなのである（みずをユニュウしているとかんがえてよ

い。）。だから、みずの ジョウズなリヨウをしないと ジキュウリツがあがらないし、ショ

クリョウのセイサンがガイコクだのみになる。だから、みずをジョウズにつかうのはダ

イジなのだ。

　

ニジュウイチ『む』ヒャクニジュウイチ

　

ジユウボウエキジョウヤク（サイキンはエフティエーということがおおいようだが［フ

リートレード トリーティである］）などにノウカはギモンをもっているのだろう。たし

かにカンゼイがなければ、そのしなものがやすくてにはいる。しかしながら、カイガイ

からはいってくるやすいノウサンブツにおされて ノウカが ダゲキをうけていいのかと

もいえる。カイガイから ノウサンブツをユニュウして、コクナイでつくったコウギョウ

セイヒンを ユシュツしていればいいというかんがえかたもある（ショウヒンサクモツを

タリョウにつくって、ショクヨウのサクモツをすこししかつくらないのはよくないと わ

たしがちいさいころにおそわったことがある。）。なんかのリユウで ユニュウができなく

なったらうえじにである。

むかし、あぶらをもとめて ニホングンは トウナンアジアにシンコウした。セキユがサン

シュツされるからだ。セキユがないとふねがうごかない。コウクウキもうごかない。だ

からセンソウをするときめたら、ただちに セキユをもとめて ナンシンした。なぜナン

シンせざるを えなかったか。それは オウベイが ニホンへのユシュツキンシソチをとっ

たからだ。それとおなじように、ショクリョウのユニュウがとまれば、ニホンジンは ま

たセキユのとときとドウヨウに、にしなり みなみなりにシンシュツするようになりかね

ない。

まえのセンソウでは、オウベイジンや シンシュツサキのヘイシが たまをうってニホンジ

ンをコウタイさせようとした。しかし、ショクリョウがフソクのばあいはニホンジンを

たおすには「たま」はいらない。ただ くにやジンチをかたくまもっていれば、そのうち

ニホンジンはうえてたおれていくのだ。ギャクに せめこまれても うえがあってはまもり

きれない。ショクリョウジキュウリツ（●ニジュウ『む』ヒャクジュウサン、『ア』ヒャ

クロク）がヨンわりといわれている。だからゲンジョウでは、そういうジョウキョウに

なってもヨンわりは いきのこる。それでも、コクナイセイサンをギセイにしてユニュウ

しろというのか。むかしは まかなえていたはずである。
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ニジュウニ『む』ヒャクニジュウニ

　

ケイザイのことをかたるとき、とめるものから まずしいものにと「とみ」がこぼれる と

いうことをいう。それは なくはないとおもうがむずかしいとおもう。ゲームセンターに

コインをいれて、そのコインのアツリョクで ほかのコインをおとしよりおおくのコイン

をカクトクするというゲームをゴゾンジだろうか。なかにはジョウズな（トウシガクよ

りもカクトクガクのホウがおおい）ひともいらっしゃるだろう。だが、タイテイのひと

は、トウシガクのホウが、カクトクガクよりもおおきくなってしまう。

ジッサイのゲームでそうなんだから、「とみ」がこぼれることをキタイしても、「とみ」

のイチブがとどくまえに おおかたの「とみ」はだれかにぬかれてしまうのだろう。あの

ゲームは ニンゲンシャカイのホンシツを おしえてくれたとおもう。ほかにケイヒンを

つりあげるゲームもあった。やっぱり これも「とみ」がぬかれるようだ。だから「さか

なつり」のホウがいいかといえば、「ギョギョウケン」がどうのとやっぱりぬかれるので

ある。

　

ニジュウサン『む』ヒャクサンジュウイチ

　

ゴリンチュウだから、ニホンジンセンシュがとったメダルのかずをホウコクしていたり

する。くにベツでみると、やはりアメリカガッシュウコクが もっとも とったメダルのか

ずがおおい。これはわかるようなきがする。タイコクだから。そしてチュウゴクもおお

い。これもタイコクになってきたからわかる。ジーディピーでいうと このニコクのつぎ

はニホンがあらわれるはずである。しかし、メダルのかずではエイコクがあらわれ、さ

らに ほかのくにがニ、サンあらわれる。ジーディピーは つまるところニンゲンのロウド

ウだから（サイキンはキカイや コンピューターがふえているだろうが）、ジーディピー

が たかいほどいいしごとをしているはずである。だから、ゴリンでも ニホンのセンシュ

はカツヤクしそうなものだ。でも、なぜゴリンでとったメダルのかずがゴイイカなのか。

それは、ニホンのホントウのジーディピーがホウコクされているスウジよりすくないか

らではないか。くわしくいうと、ニホンのホントウのジーディピーはホウコクされてい

るハンブンのスウジテイドで、あとのハンブンは、おかねをひだりからみぎにながして

ムリヤリスウジをあげているのではないかと。そんなだから、ケイキタイサクをしない

とスウジがひどくおちてしまうので それをやめられないのではないか。たてものやドウ

ロをつくるのではなく、ジツはおかねをひだりから みぎにまわすことが ジーディピーを

あげるためカンゲイされているのかもしれない。かりに エイコクのジーディピーがコウ

ヒョウされたスウジよりおおきいとしても、エイコクジンはよくはたらき、ニホンジン

は エイコクジンよりは はたらかないか タンにニホンジンのウンドウノウリョクが ひく

いといえそうだ。
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ニジュウよん『む』ヒャクサンジュウロク

　

「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないから「ビンボウ」なのか、「ビ

ンボウ」だから「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないのかわからな

い。イッパンテキには「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないこと

と「ビンボウ」なのはカンレン（ヒレイ）するだろう。しかし、これらのどちらがさきに

ハッセイするのかは あまりセツメイされない。

あるひとは「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないから「ビンボウ」

というだろうし、あるひとは、「ビンボウ」は つぎのセダイにケイショウされる（つまり

「ビンボウニン」は「ビンボウ」のままだ）という。だから、「ビンボウ」をカイケツす

るために、「キュウリョウ」をあげようというはなしはよくきく。そうすると、「キュウ

リョウ」があがったから「ビンボウ」ではないというロジックだ。しかし、「ビンボウ」

だから「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくない といういいかたはあ

まりしないし、「キュウリョウ」をあげずに「ビンボウ」をカイケツするようなはなしは

あまりきかない。

わたしがおもうのは、「ビンボウ」なひとは ショクセイカツがまずしくながいロウドウ

ジカンに タイオウできずにいて、したがってキュウリョウがすくなくなってしまう と

いうジョウキョウが ハッセイしているのではないかということ。それをカイケツするの

は ショクセイセイカツをカイゼンするのがいいが、「キュウリョウ」がすくないと、ほか

のセイカツヒもあるから、なかなかカイゼンしにくい。だから、「ビンボウ」と「キュウ

リョウ」がすくないというアクジュンカンがハッセイしてしまう。そこに「キュウリョ

ウ」をあげるようなジョウキョウをつくると、「ビンボウ」なひとの ショクセイカツがカ

イゼンされるカノウセイがでてくる。しかし、そのあがったブンをテレビコウニュウに

つかってしまうと、ショクセイカツはカイゼンされない。だからまた「ロウドウジカン」

がすくないままになる。そうすると、そのひとをコヨウしているキギョウの フタンだけ

がふえる。それがわるいようにつづけば、キギョウのギョウセキがアッカして、サイアク

のばあい トウサンしたり、ジンインサクゲンにふみきって、そのひとは カイコされるか

もしれない。それではその「ビンボウ」なひとはさらに「ビンボウ」になってしまう。だ

から、キュウリョウがあがったブンをそのひとの ショクセイカツのカイゼンにつかわれ

るのなら（ショクセイカツのカイゼン、ロウドウジカンのエンチョウ、キュウリョウの

ジョウショウと）「ビンボウ」なひとの「ビンボウ」のカイゼンにやくだつが、ほかのな

にかに つかってしまうようだとキギョウのフタンばかりがふえる。だから、ひとのリョ

ウシンやリョウシキをしんじないのだったら、タンジュンに「キュウリョウ」をあげる

のは さけるべきだろう。

「ビンボウ」なひとは「ビンボウ」なままだといういいかたもあるが、ニホンジンは セ

ンソウにまけて あまりゆたかでないジョウキョウからセンゴシュッパツした。かならず

しも「ユウフク」になったとはいえないだろうが、それなりにセイチョウしたといわれ

る。チュウゴクも「ゆたか」になってきているという。だから、「ビンボウ」をカイゼン

するのは、やりかたをまちがえなければ カノウだとおもう。
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ニジュウゴ『む』ヒャクサンジュウキュウ

　

なぜサバクがあるか。ネンリョウなどに きを きりだしてつかい、それがテッテイテキ

におこなわれ、サバクカしたともいわれる。サバクになってしまったら、そこにすむこ

とはコンナンだ。いってしまえばカイシャのトウサンみたいなものだ。そのトウサンし

たカイシャをたてなおすのは むずかしい。そのカイシャを てばなして ベツのところに

うつりすんだりするだろう。しかし、そんなことばかり やっていたらトウサンしたカイ

シャばかりになってしまう。だから、みどりがたもてるようにセイカツするのがただし

いだろう。また、みどりをサイセイできるならしたホウがいい。

ケイザイが コウチョウかどうかをみるとき、ジーディピーやシツギョウリツばかりをみ

るではなく、そうしたメンをみるのもダイジだろう。いってみれば、イチジテキなセイ

サンリョクをみるのでなく、チョウキテキなケイザイリョクをみるわけだ。サバクカが

シンコウしているとあれば、もうそのくにはもたないだろうなどと。

　

ニジュウロク『む』ヒャクヨンジュウヨン

　

ジンルイシのショキには「アイ」はなかったようにもおもう。「アイ」がなかったという

よりも、「アイ」というコンセプトがなかったんだろう。「アイ」があればセンソウはお

きないかもしれないが、レキシをみると たびたびセンソウがおこっている。トクに、ニ

ジュッセイキのセンソウはおおきかった。だから セカイタイセンなどとよばれる。じゃ

あニジュッセイキの ひとは「アイ」がすくなかったのか。ヘイワなジダイにくらべて「ア

イ」が すくなかったかもしれない。なぜニジュッセイキのひとは「アイ」がすくなかっ

たのか。ジンルイやジンルイの「アイ」は シンポしてもよさそうである。

ひとついえそうなことは、「アイ」を「かね」にかえるようになったのではないかという

こと。いってみればシホンシュギのヘンカである。ウェーバー（ドイツのシャカイガク

シャ）さんはキンヨクテキにはたらく キリストキョウのカイカクハが シホンシュギを

ハッタツさせたといったが、そのケッカは たしかにシホンシュギをハッタツさせたかも

れないが、そのひとたちが くらすくにはショクミンチをもつようになった（ていた）。そ

こからゴウインなサクシュもしただろう。それなら、キンヨクテキなひとのはたらきと

いうよりも、カクトクした ショクミンチのとみが シホンシュギをゆたかなものにした

んだろう。サクシュがあるようなケイザイタイセイは（そのタイセイをシジするひとは）

「アイ」があるとはいわない。

なぜ ショクミンチで サクシュしなければならなかったか。ひとつはロウドウケイザイの

ヘンカだとおもう。つまり コヨウされるひとの「アイ」、わかりやすくいうと、ジカンを

コヨウシャにあずけ、かわりにかねをうけとるという「アイ」を「かね」にかえるロウド

ウがタスウをしめるようになり、また、そのキギョウタイは、ほかのキョウソウアイテ

ときそうようになっていたのだろう（コジンケイエイのショクもあっただろうが、すく

なくなっていったのではないか。）。そうすると、われさきにとほかのチホウでサンシュ
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ツされるケンエキをカクトクするようになるだろう。イッポウ、コジンショウ（ジエイ

ギョウシャ）は「アイ」をたもてていたともおもえる。ロウドウシャをコヨウするキギョ

ウタイのショユウシャはあつめた「アイ」で ゆたかなセイカツをおくったかもしれない

が（だだし、かねは でていった）、ヒコヨウシャは「かね」をうけとるかわりに「アイ」

がすくなくなる。つまりあれるのである。ダイタイ、キギョウのショユウシャよりヒコ

ヨウシャのホウがおおいから、かずのモンダイでシャカイはあれていく。キョウカイも

ちからをうしなっていた ときく。

ニジュッセイキには ミンシュシュギを とるくにがおおかったからそれはセイジにハン

エイされる。だから、センソウがおきたのだろう。ハンセイとして、「アイ」はあれるテ

イドに「かね」にかえないようにとか、いくらシャカイが あれてもセンソウをしないよ

うにとか あれたシャカイを なだめるしくみをつくるようにとかが いえるとおもう。

　

ニジュウシチ『む』ヒャクヨンジュウゴ

　

ちょっとまえまでは からになった のみもののビンをみせにもっていって、ヘンキン（ビ

ンダイ）をうけとったものだ。しかし、サイキンは（ケースでかうビールビンなどは まだ

それをやっているかもしれないが）カンだとか、ペットボトルにのみものをつめてうっ

ている。たしかに それなら ユソウチュウにわれたりもしないし、かるいのだろう。それ

らは ごみとしてリサイクルコウジョウにおくられるらしい。だが、そうしてしまうと、

ごみがふえる。またモンダイなのが、ジュウタクなども イッカイばらしてあたらしいの

をつくろうとなる。それは カンや ペットボトルでそうしているのだから すんなり うけ

いれられるのであろう。むしろ、それしかかんがえつかないかもしれない。

しかし、ヨーロッパの いしづくりのたてものなどは ジュウミンとカグをいれかえれば

ほぼいつまでもつかえるだろうし、モクゾウのジュウタクもながくつかうらしい。そう

たびたび ばらして あたらしくするんじゃヒヨウもかかるから おかねもたまらない。そ

ういう すててあたらしくかうというには きをつけよう。コーヒーや シャンプーなどは

つめかえシキのものがあるから そうしている。ペットボトルがうれれば、ドケンやが も

うかる では しょうがなさそうなのである。

　

ニジュウハチ『む』ヒャクロクジュウイチ

　

しごとをする。おかねをかせぐ。ここまではいい。フツウのロウドウシャのすがたであ

る。そのおかねをチョキンにまわすと どうなるか。むかしはともかく、いまはテイキン

リなので、イッパーセントもリシがつかない。トウシにまわすとどうなるか。ゴパーセ

ントでまわしたジュッパーセントでまわしただと、ジュウネンでガンキンがニバイにな

る。なんのことはない、そういうことなのだ。

ジブンの しごとをこなして キュウリョウをもらうだけではイチバイのしごとである。し

かし、おかねにもかせいでもらえば、もっとセイカツがゆたかになる。だから、いまの
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ジダイはチョキンではだめなのだろう。そのおかねのウンヨウのしかたで セイカツにさ

がでるのだ。

　

ニジュウキュウ『よろこぶゲンシジン（イカ、『よ』）』ヨン

　

いつからだか、「スパゲッティ」や「ピザ」がはやりだしたようなきがする。また「ラー

メン」とか「パン」もなにかとうれているようなきがする。しかし、ひるごはんに、スパ

ゲッティをたべたロウドウシャがテッコツをもちあげられるきがしないし、ひるめしに

ラーメンをたべたカイシャインがモクザイをタクサンはこべるとはおもえない。

ジツはそうやって、ニホンケイザイは、ちからしごとがゲンショウして、デスクワーク

のわりあいがふえたのかもしれない。「ショク」のヘンカがさきか、「ショクギョウ」のヘ

ンカがさきかはわからないが、すくなくともタイリョクをつかわないしごとがふえてい

るんだろう。このケイコウはバブルのあたりから（パンとラーメンはまえからよくあっ

た。）つよくなり、いまもつづいているようだ。きつくいえば、ニホンジンのヒンジャク

カがすすんでいると。

そのころから（ケイザイの）テイセイチョウがはじまった。そういうショクリョウをこ

のみつづけるとしたら、（ケイザイ）セイチョウはむずかしいとおもう（やはりタイリョ

クショウブであろう）。むかしのセンソウは「ショク」にこまったらしいが、そのケッカ

だろう、たたかいつづけられなかった。いまはたべるものがあるとはいえ、エイヨウカ

のひくいものでは、たたかいつづけるのはむずかしいであろう。

　

サンジュウ『よ』ハチ

　

ニホンジンにとって、このふゆはさむいものになりそうである。それはあぶらのねだん

があがるだろうからである。そうするとデンキリョウキンもあがる。くにのタンイでみ

れば、ユニュウガクがふえてボウエキあかじがでかねない。それはつまりおおきくみた

コジンのカテイがあかじになるということである。これはヘイキンテキないいかたなの

で、そんなにくらしむきがかわらないカテイもあるだろうが、あまりおかねをもってい

ないカテイにとってはシカツモンダイとなる。ヘンサチでいうとゴジュウイカのカテイ

があかじになるということだ。つまり、ニホンのゼンカテイのハンブンが「あかじ」に

なるわけだ。だからネンリョウをダイジにつかわなければならない。それができなけれ

ばあかじだ。

わたしはあまりさむいときは、コートをきてねることにしている。チャンチャンコなら

ワフウだが、あまりうっているのをみかけない。これがあったかいので、ねるときにダ

ンボウはヒツヨウない。ニッチュウにつかってもよい。ダンボウダイがセツヤクできる。

とはいえ、こたつをつかっている。ヘヤゼンタイをあたためるとねつがムダになる。テ

ンジョウまであったかくするヒツヨウはないからだ。ブブンテキにあったかければよい。

あとエネルギーをつかうのがフロだ。シャワーならつかったブンだけであるが、ゆぶね

13



目次

をつかうとヒャクリットルイジョウをわかすことになる。だからわたしはキョクリョク

ゆぶねにははいらない。みずあびですませるのである。

こうしたクフウで、さむいふゆをすごせばあかじはへっていく。ドリョクすればいいの

である。くにのボウエキがあかじということは、コクナイのいえやキギョウのソウワが

あかじということだ。なかにはくろじのいえやキギョウもあるだろう。しかし、ゴジュッ

パーセントイジョウのカテイやキギョウがあかじだと、もはや「チュウリュウ」とはい

わない。

いまのところシサンがあるだろうからモンダイにはならないが、あかじがつづけばやが

てそれもつきる。たとえばイッチョウエンのボウエキあかじだとしたら、ダイタイひと

りあたりイチマンエンのあかじだということになる。キュウリョウがサンジュウマンエ

ンあれば、たいしたガクでないようだが、まみずのイチマンエンなので（ボウエキはコ

クサイトリヒキだからシンヨウのあるツウカでおこなわれる。キュウリョウはかならず

しもそうではない。）おおきいとおもう。キュウリョウをはらってくれるだれかもイチマ

ンエンのあかじだから、さきざきキュウリョウはへるだろう。

もしそれでも「チュウリュウ」なんてことばをつかうとしたらそれは「ビンボウ」のこと

だ。ネンリョウのセツヤクもそうだがほかのムダもはぶいていかなければならない。わ

たしはみずのセツヤクもしているが（●『む』ヒャクニジュウロク）、もっとムダをはぶ

いていかなければならないとおもう。いまは「フケイキ」ではなくて「ビンボウ」なの

だとニンシキをあらたにしなければならない。

　

サンジュウイチ『よ』ニジュウキュウ

　

ニジュッセイキはアメリカガッシュウコクがコウギョウセイサンのメンでつよかったと

いわれる。ニジュッセイキコウハンになって、ニホンがそれにつづくようなハッテンを

した。ニジュウイッセイキにはいるとチュウゴクである。ニホンでもチュウゴクセイヒ

ンがあふれることになっている。しかし、チュウゴクのコウギョウハッテンは、これイ

ジョウカノウなのだろうか。わたしはむずかしいとおもう。

ニホンのジンコウはイチオクニセンマンテイドで、かりにコクミンすべてがコウギョウ

セイサンをしてもななジュウオクのチキュウのジンコウすべてにセイヒンをうってもひ

とりロクジュッコつくってうることができる。しかし、チュウゴクでそれをやると、ジ

ンコウがジュウサンオクだからゴコしかつくらなくてよい。つくりすぎてもかいてがい

ないし、カカクもさがる。それではさすがにたべていくのにクロウするだろう。だから、

チュウゴクでもサービスギョウのヒリツがあがるのではないだろうか。

　

サンジュウニ『よ』サンジュウ

　

あるときから、シジョウにチュウゴクセイヒンがでまわるようになった。チュウゴクセ

イフが「カイホウ」ケイザイをうちだして、キュウジュウネンダイに、センシンコクの
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キギョウが、チュウゴクホンドにコウジョウをつくったことによる。ジンケンヒがやす

いからチュウゴクにコウジョウをつくるが、ジッサイにつくるのはニンゲンでなくキカ

イをいれてやっているとオヤジからきいたことがある。たしかにそれならどこでつくっ

てもヒヨウはそうかわらないだろう。むしろチュウゴクのケイザイがうわむいたときの

シジョウをキギョウはねらっていたのだろうといまではおもう。

レイネンダイから、ニホンのシジョウにでまわるチュウゴクセイヒンがふえてきた。そ

れまでガッシュウコクセイやトウナンアジアセイだったヨウフクが、チュウゴクセイだ

らけになった。ジュウネンダイになると、やすくうられているものはみんなチュウゴク

セイだというニンシキができるようになった。デンキセイヒンもそうだ。ダイタイやす

くうられているものはチュウゴクセイだ。ザッカもそう。

ニホンセイフはブッカをあげたいとおもっているようだが、やすいチュウゴクセイがは

いってきては、そうカンタンにあがるわけはない。ツウカキョウキュウリョウをふやせ

ばブッカはあがるというのは、とじられたケイザイユニットのなかでというジョウケン

つきだろう。しかし、いまはエンやすがすすんでいるから、ユニュウヒンがたかくなった

といえなくもない。だが、チュウゴクゲンとのヒカクでエンがさげなければ、やっぱり

ブッカはあがらないだろう。チュウゴクがケイザイハッテンして、ジンケンヒがあがっ

たからキギョウはほかのくににコウジョウをうつしそうなものだが、やっぱりチュウゴ

クシジョウがねらいだったのだろう。あまりニホンシジョウでのチュウゴクセイヒンが

へっていないのがゲンジョウだ。

　

サンジュウサン『よ』サンジュウハチ

　

セカイのとみのハンブンを なんパーセント（ひとけた）のかねもちがにぎっているとい

われることがある。それにタイしてけしからんということはできるが、それだけそのかね

もちがいいしごとをしたのだからしょうがないともいえる。なにもしないでおかねをか

せげるわけではないのである。そういうジョウキョウがあるから、そういうとみをショ

ミンにこぼしあたえるみたいなはなしをしたりする。でも、やっぱりゲームセンターの

コインゲームのように（●ニジュウニ『む』ヒャクニジュウニ）そうカンタンにはこぼれ

おちるわけではない。どうすればこぼれおちるだろう。どこかにおかねをおとせば、ナ

ンニンかがひろっておわりである。それなら、こぜにをタクサンおとせば、ケッコウな

かずのひとがひろえるかもしれない。しかし、そのばにいるひとしかひろえない。

あるキセイをカンワすれば、そのカンワされたギョウシュにひとびとがサンニュウする。

それでセイコウすれば、それにカンレンするギョウシュもうるおうのである。これはあ

らたなかねもちのつくりかただが、そういうチャンスをあたえるのもいいかもしれない。

ビョウドウにケッカをあたえると、あまりはたらかないひとが、はばをきかせて、やる

きのあるひともやるきをなくしてしまう。かねもちのやるきをうばえば、とみはいきわ

たるかもしれないが、それはどうなのか。ゴルフのハンディキャップのようなものをあ

たえたとしても、やっぱりまたおかねをかせいでしまうようにもおもえるのである。し

かし、ゼイのルイシンカゼイとはそういうことある。
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サンジュウよん『よ』ヨンジュウ

　

シャカイシュギはシッパイといったり、サイキンではきかないが、シャカイシュギはい

いといったりする。だがホントウにシャカイシュギはシッパイなのだろうか。シャカイ

シュギはシホンシュギとヒカクされたりするが、コンカイは、シホンシュギはダイサン

のかんがえかたとしておく。

センシンコクではイッパンテキにシジョウケイザイである。シジョウにはキホンテキに

ジユウにたちいれる。そしてジユウにバイバイできる。それはニンゲンがものをヒツヨ

ウとするからそのジュヨウをみたすためである。ものがなかったらニンゲンのセイカツ

がなりたたない。シャカイシュギのばあい、ハイキュウなどがあったりする。そうする

とセイカツができるわけだ。ただハイキュウにあるイガイのものはてにはいらない。そ

もそもつくっていないかもしれない。ハイキュウするシュタイが、なにかをユシュツし

て、ハイキュウしてほしいとキボウのあったものをユニュウできれば、ハイキュウをう

けるようなやりかたでもゆたかにくらせるだろう。しかし、そういうことをつづけたタ

イコクは、ハイキュウセイドをやめたときく。そしてシジョウケイザイをドウニュウし

たのだ。そのタイコクがシャカイシュギのキシュであったため、そのタイコクがやめて

しまうと、ほかのちいさいくにもそれにつづくだろう。そういうわけでシャカイシュギ

をとるくにはすくなくなったはずだ。

そういうジョウキョウからシャカイシュギはシッパイといえるか。そうではない。ジユウ

シジョウシュギはモチロンつよいが、シャカイシュギもまたつよいのである。そのシャ

カイシュギとはなにか。カイシャである。カイシャのジュウギョウインは、しごとをし

てキュウリョウをうけとる。それはハイキュウをうけとるシャカイシュギのセイドにに

ている。にているというのは、ハイキュウをうけるリョウがまちまちであるからだ。

さてそのシャカイシュギにちかいカイシャはかわるだろうか。チンギンなどがかわった

（ノウリョクキュウ）カイシャもできたが、そうはかわっていないかもしれない。また、

ヒセイキコヨウなどロウドウシャのありかたもかわったメンもある。しかしながら、カ

イシャがジユウシュギにかわったというはなしはきかない。

ロウドウシャのジユウシュギはふえたかもしれないが、ホウシュウをうけとるのにクロ

ウするブン、シャカイシュギをもとめるひともあろう。だからジユウシュギとシャカイ

シュギはタイリツするかはともかく、まだまだジュウヨウなロンテンであろう。シホン

シュギというかシホンは、それぞれのセイサンカツドウのおおきさであろうか。

　

サンジュウゴ『よ』ヨンジュウゴ

　

ひとりあたりジーディーピーはトシコッカのホウがたかくでる（●ジュウイチ『ア』ニ

ヒャクサンジュウイチ）とシテキした。ジンコウがミッシュウしているし、とりひきの

キョリがみじかければヒンドもあがるだろうからだ。だからフツウのくにのスウジとく
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らべるのはテキしていないかもしれない。そこでジーディーピーをヒカクするために、

ミツドわりジーディーピーをかんがえた。

これはくにのなかのヘイキンテキなひとりあたりリョウイキ（トシでもノウチでもない）

（ジンコウわるメンセキ）でひとりあたりどれだけセイサンされているかをしめす。いい

かえれば、くにのひろさをイチヘイホウキロメートルとしたときに、そのひろさのなか

でのひとりあたりどのくらいセイサンするかのシヒョウだ。つぎのスウシキでケイサン

する。

ひとりあたりジーディーピーわるジンコウミツドだ。これでトチをふくめてひとりがど

のテイドセイサンしているかがわかる。このあたいがひくいばあいのひとつのリユウは

トシカがすすんでいることであろう。このあたいがたかいとヒコウリツかもしれないが、

それもゆたかさではある。かならずしもひとはトシにすみたいとはかぎらないのである。

　

サンジュウロク『よ』ロクジュウロク

　

「やすい」ものはミリョクテキである。そういうものをかえば、おなじシキンでもより

たのしめる。おおきなやすうりテンにまけたから、ジエイギョウのちいさなショウテン

がつぶれたともいわれる。たしかにジエイギョウのそういうみせは、おおきなみせほど

やすくない。おなじようなショウヒンをあつかっているなら、おおきなやすうりテンに

いってかおうとする。それはわかる。

しかしながら「やすい」ことはそんなにトクなのか。「やすものがいのぜにうしない」と

もいう。ひとつのみせでショウヒンがやすくなると、ほかのみせもやすくしようとする

かもしれない。そうしないとうれなくなるからだ。そうすると、そのショウヒンジタイ

のねだんもやすくなる。やすうりテンがやすくしたブンのフリエキをかかえれば、それ

はそのみせだけのモンダイだが、ほかのみせもやすくして、そのショウヒンをうろうと

すれば、メーカーからのしいれねをやすくしようとするだろう。そうするとメーカーも

ねびきしてフリエキをこうむることになる。それがテイドをこえると、メーカーやショ

ウテンはあかじのブン、ジンインサクゲンしたり、ジュウギョウインのキュウリョウを

さげたりすることになる。

それはショウヒンをかうホウにはカンケイないだろというかもしれないが、メーカーも

ショウヒンのヒンシツをさげるかもしれない。そうしないとたちいかないからだ。そう

すると、やすいショウヒンをかおうとしていたひとも、ヒンシツがさがったとおもうだ

ろう。この「ショウヒン」がショクリョウヒンだとしたら、やすくかおうとすると「め

し」がまずくなるというケッカになる。だから、うまいめしをたべたきゃ、やすいもの

をさがさないホウがいいとなる。

　

サンジュウなな『よ』ロクジュウシチ

　

やすうりアツリョクがシャカイゼンタイにかかっていると、ヒサンなジタイになる。そ
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れを「レッカシャカイ」とよぼう。「デフレ」がとまらないとかいうが、そういうジョウ

タイのことである。さきにのべたように、ショクリョウがそういうジョウタイになると

ヒサンだ。マイニチ「まずい」めしをたべなければならないからだ。コウギョウセイヒ

ンならタショウヒンシツがわるくても（ジコがおこるのはロンガイだが。）、それほどこ

まらないが、ショクリョウだとこたえる。そうすると、「まずい」めしはいやだからと、

ショクリョウヒンのねだんだけはあがるかもしれない。

ことわざには「やすかろうわるかろう。」ともある。シャカイゼンタイが「レッカ」する

のでなく、「やすい」ものも「たかい」ものもかえるセンタクのジユウをのこしてほしい

とおもう。あるひとは「まずい」ものばっかりたべるかもしれないが、それはそれぞれ

のジユウだといえるようにすればとおもう。

　

サンジュウハチ『よ』ハチジュウキュウ

　

わたしはオンガクをつくったりする。もうガッキやサッキョクをはじめてニジュウゴネ

ンイジョウになる。バンドブームにショクハツされてはじめた。ただそれでセイコウす

ることはむずかしいこともわかっていた。だからほどほどにやっていたカンがある。

ただ、いいキョクをつくればうれるのだろうともおもっていた。だからプロのシィディ

のハンブンのねだんで、いいキョクをテイキョウすれば、あるテイドうれるんだろうと

おもっていた。ただそれはあまいかんがえだときづいた。それはシィディのジッセイカ

カク（テイカではない。）をケイサンしたからわかった。

イチニチにイッカイきくシィディがあるとする。それはネンカンでサンビャクロクジュ

ウゴカイきかれるケイサンになる。イッポウ、イチネンでイッカイきかれるシィディもあ

るだろう（ゴネンにイッカイきくようなシィディはケイサンからはぶく。）。それはネン

カンでイッカイきかれる。そのイチニチイッカイきかれるシィディをジュウマイもって

いたとする。そうするとイチマイでサンビャクロクジュウゴカイきくから、ジュウマイ

でサンゼンロッピャクゴジュッカイきくことになる。イッポウイッカイきくシィディを

ヒャクヨンジュウマイもっていたら、イチかけるヒャクヨンジュウでヒャクヨンジュッ

カイきくことになる。

ここでシィディのねだんをイチマイサンゼンエンとカテイする。イチニチにイッカイき

くシィディはネンカンサンビャクロクジュウゴカイで、これをサンゼンエンとすると、

それがジュウマイあるからサンマンエンとなる。イッポウイチネンでイッカイきくシィ

ディはヒャクヨンジュウマイあつめてもサンビャクロクジュウゴカイにタッしない。そ

れをイチマイブンケイサンするとサンビャクロクジュウゴがサンゼンだから、イチマイ

はハッテンニイチエンになる。これがヒャクヨンジュウマイだからセンヒャクヨンジュ

ウキュウエン。

これをヘイキンすると、サンマンたすセンヒャクヨンジュウキュウわるヒャクゴジュウ

でイチマイあたりニヒャクナナテンロクロクエンとなる。つまり、シィディのあるソウ

テイでのジッセイカカクはヘイキンテキなものでイチマイニヒャクジュウエンとなる。

だから、プロのハンガク（センゴヒャクエン）にカカクをセッテイすればうれるかという
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とそういうわけではないということがわかる。なにしろプロ（シィディをだしているの

がプロばかりとして）のヘイキンテキなシィディのねだんがニヒャクジュウエンなのだ。

だからまぁまぁのかんじだとニヒャクジュウエンでうりだすのがただしいだろう。その

ニヒャクジュウエンでシィディをうってリエキをだせるのが「プロ」ということになる。

フツウそうはできないだろう。でもそれができないのだったら、シュミでオンガクをや

るにとどめておいたホウがいい。そういうことだ。

　

サンジュウキュウ『よ』ヒャクジュウヨン

　

ものをもつとへやのなかにそれがたまっていく。ものをかいすぎるとうごけるハンイが

せまくなる。イチジわたしはホンをためていたが、よんだものはショブンするようにし

た。やはりかたづかないとこまるのである。どうすればいいか。リソウテキなのは、つか

うときだけホンがあることである。つかわないときはなくていい。どこかでかりられれ

ばいいが、トショカンにおいていないホンもある。テレビなんかもそうだ。みたいバン

グミだけみられればいい。テレビジュゾウキもいらないかもしれない。そういう「パー

ユーゼージ（つかうブンだけ）」にすれば、むだなものがふえないし、ベンリだとおもう。

　

よんジュウ『よ』ヒャクニジュウゴ

　

サンジュウネンほどまえ、わたしは、はねだクウコウをリヨウしていた。いま、おもい

だしてみると、ニホンはシャカイシュギだったのではないかとおもう。なぜなら、「コウ

キュウヒン」があのクウコウにはなかったようなきがするからだ。サンゼンエンのコウ

キュウベントウもなかったし、ブランドもののなにかがうられていたともおぼえていな

い。そのかわりに、ショミンのたべもの「やきそば」やニホンジンがクフウしてちいさ

くなったブングなどがうられていた（あるときは、カードがたのボールペンがあった。）。

コクナイセンがおもとはいえ、かねもちもリヨウしそうだが、そんなかんじだったとお

もう。もっとも、いまはたてものがかわってしまったが、タショウコウキュウヒンをあ

つかうようになったのだろうか。「カクサ」とかいっているからあつかうようになったの

だろう。そうでなきゃ、まだ「シャカイシュギ」のままだ。もっとも「シャカイシュギ」

のいごこちのよさはあるだろう。ステーキをたべているひとのよこで、すうどんをたべ

なくてもよいのだ。そういうこともかんがえるから、「コセイ（●『よ』ヒャクジュウな

な）」というタンゴでごまかすかもしれない。シホンシュギだったらそういうしかない。

　

よんジュウイチ『よ』ヒャクサンジュウイチ

　

なにかのしくみを「かねもち」や「ビンボウニン」にあわせるとどうなるか。あるものご

とのブンプはセイキブンプではかれることがある。カズをジョウゲにとったベルがたの
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グラフである（ヘイキンがもっともおおい。）。ニホンだと、ガッコウのセイセキをその

リクツをつかってはかる。ヘンサチというやつである。ベンキョウができるひとは、で

きるほどかずがすくなく、またできないホウも、できないほどかずがすくない。ヘイキ

ンからキョリをはかるとヘンサチである。

それなら「かねもち」や「ビンボウニン」にセイサクをあわせると、そのギャクのひと

たちからのキョリがおおきく、またヘイキンからのキョリもあるから、ソウタイとして

は「ムダ」がおおそうである。じゃあどうすればいいかというと、「ヘイキンテキなひと」

にあわせるとムダがすくなくなる。それでいいかはともかく、それならムダはすくない

のである。ニホンではルイシンカゼイといって、ビンボウなひとからはすくなく、かね

もちからはおおくゼイキンをとっているが、ヘイキンテキなゼイリツにすることもでき

るだろう。

セイヒンもヘイキンテキなねだんにすることもできる。しかし、ヒャクエンでショウヒ

ンをかえるみせがはやっているから、ヘイキンテキなねだんではだめなのかもしれない。

セイヒンも「ヘイキンテキ」なものをイッコタイリョウにつくるよりも、「ビンボウニン

むけ」と「ヘイキンテキなひとむけ」、「かねもちむけ」とつくるホウが、コウリツがよ

さそうだ。ベツにイチリツにするヒツヨウはない。しかし、「テイカカク」なものがうれ

るようなきがする。そういうのをシュクショウがたケイザイというのだろう。ジッサイ

のとりひきがそうであるかはともかく、だれかや、だれからのシンリには、そのコウゾ

ウがあるのである（●『よ』イチ）。カイキュウセイにしてしまえば、みっつのセイヒン

をつくればいいが、ニホンではなかなかなじまないのだろうか。

　

よんジュウニ『よ』ヒャクヨンジュウサン

　

シャカイシュギシャカイをおわらせたかったら、そのシャカイシュギシャカイのひとに

うまいものをくわせればいい。そのひとがそのうまいもののはなしをはじめると、その

シャカイでうわさになって、そういうものをたべたいというはなしになる。そういうも

のは、たかかったりするから、それをたべたひととたべていないひとのカクサができて

くる。それをカイショウしようとして、そのショクリョウをやすくしようとするかもし

れないが、それはザイセイテキなフタンになる。それがつづくと、セイフフサイがふく

らみ、やがてセイフはハタンする。そうするとモンダイのたべものをヨウゴするひとと、

シジしないひとにわかれて、シャカイシュギシャカイはホウカイする。

キョウソウをドウニュウしようとか、しないでよいといいはじめる。ニホンのシャカイ

もハチジュウネンダイおわりの「ギュウニク」で、シャカイシュギがおわったのだろう。

だから、ジショウシャカイシュギシャがシンヨウできるかをみやぶるには、どんなもの

をたべているかをきくといい。タブンなまぐさじゃつとまらないはずだ。

　

よんジュウサン『よ』ヒャクゴジュウロク
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コウカンをフクザツにしていくとムダがしょうじる。しかし、そのムダがベツのしごと

をうむ。わかりやすくいえば、しごとのあいだ、こどもをあずかってほしいとか、すぐ

にたべられるショクドウがほしいとかである。ショウニンはコウカンのサイのムダでた

べるためのおかねをかせぐ。そうこうしていると、じゃあ、こどもをあずかるとか、い

そいでごはんをつくりますというひとがでてくる。それをムダといって、おこるような

ひとはあまりいない。そういうムダでたべるひともいるのである。そういうムダのおお

いチイキをトシとよんだりする。そこにはそういうムダがあるからしごとがある。だか

らひとがあつまる。ニホンだったらトウキョウがサイたるものだ。とにかくひとがあつ

まっている。ムダはムダだが、それはひとをたすけるから、いいムダだとゲンダイジン

はいうのではないか。

ベツのムダもある。「ゼイキン」というやつである。これは、くにやカクジチタイにあつ

められ、そのジュウミンのためにつかわれる。でも、ダイジなのは、さきのシジョウに

おけるムダとドウヨウに、ひとにしごとをあたえることではないかとおもう。つまり、

チョクセツのコウムインではなくても、しごとがえられ、たべられるようなひとをふや

すというコウカがある。ふるくからはオウがそうやってコヨウをイジして、おさめるく

にをヘイワにしていたのだろう。センソウをしているオウのはなしばかりをきいている

と、なにをしてもいいひとみたいにおもってしまうが、ジッサイはそういうやくめをし

ているのだろう。

しかし、ムダをはぶいてしまえというひともいる。とりひきのチュウカンにはいってい

ただれかをはぶいてしまって、よりリエキをえたり、ショウヒンをやすくしたりという

やりかたである。それだとムダははぶかれて、トクテイのひとはリエキ、シュウエキや

ねだんのやすさをえられるが、あいだにはいっていたひとは、しごとがへるかうしなっ

てしまう。それでいいのかというモンダイがある。

シャカイのアンテイをまもろうとしたら、ほどほどにしたホウがいいかもしれない。か

ねをふやすことをモクヒョウにしているひとがいるから、そういうムダをはぶいたりす

ることがショウレイされたりもする。ニホンでは「はげたか」とよばれ、あまりヒョウ

バンはよくなかったが、そういうひともいる。なにはともあれ、そういうムダもやくに

たっているわけだ。

　

よんジュウよん『よ』ヒャクゴジュウなな

　

イッカゲツのショクヒがジュウマンエンのひとと、イチマンエンのひとがいるとする。

いまのニホンではジュウマンエンだせば、ケッコウいいショクジができるだろう。しか

しイチマンエンではジュウブンなエイヨウはとりづらい。ひとは、そのひとを「ビンボ

ウ」とよぶかもしれない。そういう「カクサ」がたまにモンダイになる。カクサがあっ

てもいいというひともいるし、へらしたホウがいいというひともいる。へらすとしたら、

どうすればへるか。

ショクヒがつきにイチマンエンのひとが、ジュウマンエンのひとのショクジをつくれば

いいだろう。ショクヒがつきにジュウマンエンのひとなら、ショクヒにジュウマンエン
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かけられるわけだから、イチマンエンのひとはジュウマンエンうけとって、ゴマンエン

ブンなり、ハチマンエンブンなりザイリョウをかい、ショクヒがジュウマンエンのひと

にショクジをだせばいい。うまくいけば、ショクヒがジュウマンエンのひとはマンゾク

だし、もともとショクヒがイチマンエンのひとは、ゴマンエンなり、ニマンエンなりを

かせげる。すると、もとはイチマンエンのショクヒのひとはロクマンエンなりサンマン

エンなりをショクヒにかけられることになる。そうするとカクサもへるし、シャカイも

ゆたかになるのではないか。

それをジッセンしていたりするのが、イミンなどのリョウリやである。チュウカリョウ

リはニンキがあるらしい。そういうチュウゴクジンのチエはただしいとおもう。「チュウ

ゴクジンのチエ」としたが、かならずしもチュウゴクジンだけのものではないとおもう。

タンジュンにいえばそのくにのショクタクをみれば、そのくにのケイザリョクがわかる

のである。ニホンはななジュウニネンまえのハイセンから「フッコウ」したというが、ホ

ントウにショクタクがフッコウしているかといえばうたがわしい。オウベイフウのショ

クリョウなどで、あなうめされているようなきがするからだ（それはかならずしもわる

いことではないが。）。デントウテキなニホンショクがあまりみられないきがする。それ

もセンギョウシュフがカツヤクしていたジダイには（ダンカイのセダイくらいまでだろ

うか。）、デントウテキなショクがまもられていただろうが（それもさきのかんがえかた

とおなじである。）、そのあとのセダイのともばたらきカによって、ショクブンカがヘン

ヨウしているとおもわれる。フッコウは、ダンカイのセダイくらいまではセイコウして

いたが、いまはザセツしているようなきがする。いいものをとりいれたといえばきこえ

はいいが、ほんもののニホンショクがみられなくなるのはちょっとかなしい。

　

よんジュウゴ『よ』ヒャクロクジュウなな

　

「コスト」をへらす。というとコウテイテキにとらえるひとがおおいのではないか。たと

えば、ネンピのよいくるまをかって、ガソリンイチリッターあたりジュッキロはしると

ころを、ニジュッキロはしるようになり、ネンリョウコストをニブンのイチ、ジュッキロ

あたりヒャクニジュウエンへらしましたと。カイシャでもコテイヒをへらして、ネンカ

ンナンゼンマンエンヒヨウをへらしたとかいう。でも、それにイをとなえるひとはあま

りいない。タイテイ、それをきいたひとはよかったですねとか、うちもみならわなきゃ

だろう。

しかし、そのコストは、ホントウにへるものなのか。さきのくるまでいうと、サクゲン

されたイチリッターあたりヒャクニジュウエンのもと「コスト」はどこへいくのか。そ

れはくるまホンタイのねだんにいくというのがひとつのこたえだろう。つまり、ショウ

エネブヒンをつかっているために、まえにのっていたくるまよりハチジュウマンエンた

かいとか。カップラーメンがテイカニヒャクエンのところ、ヒャクエンでうっていたら、

かうほうのコストはヒャクエンへるがそのもとコストはどこへいくのか。メーカーがフ

タンしているかもしれないし、こうりテンがフタンしているかもしれない。

つまり、ひとつのカンテンからは「コスト」はへらせるのだが、そのもと「コスト」ジ
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タイはなくなるものではないということだ。だから、だれかがコストカットしたという

ときには、ほかのだれかにコストがイテンしたということだ。キュウジュウネンダイの

ギンコウのフリョウサイケンモンダイでいえば、ギンコウの「あかじ」というコストは、

イチジテキにせよ、すべてゼイキンでまかなわれた。つまりコストがノウゼイシャのホ

ウにイテンしたのである。あとでかえされたらしいが、そうやってコストをすててしま

え、コストカットしたもとコストをそとにやってしまえというかんがえかただと、むか

しのヨーロッパのデンセンビョウのはなしににているだろう。トシのジュウミンはフン

ニョウをジブンのへやのそとへほうりだした。みながそうするから、とうとうデンセン

ビョウがハッセイしたというわけだ。だからコストのもっていきさきにはきをつけなけ

ればならない。

　

よんジュウロク『よ』ヒャクななジュウロク

　

キュウジュウネンダイに、ドヨウビをやすみにするというセイサクがおこなわれた。「セ

イショ」のキジュツにあるように、かみさまがシュウにムイカはたらいたのに、なんでニ

ンゲンはイツカしかはたらかなくていいのかとおもう（●『よ』ヨンジュウなな）。ニホ

ンジンは、はたらきすぎだとシテキをうけたともきいた。でも、そういいかえせなかっ

たのだろうか。そうするとつとめにんは、そのひとのジカンができる。そのジカンをど

うすごすか。あそびにいったりすれば、かねをつかう。それを「ショウヒ」とよぶので

はないか。つまり、ニホンジンにショウヒをしてもらうというコンタンだったかもしれ

ない。はたらいていれば、かねをつかわないし、むしろ、キュウリョウをもらえる。し

かし、ジブンのジカンがあると、あそんだりで「ショウヒ」したりしてしまう。

そのころから、「ジブンさがし（●『よ』ヒャクナナジュウヨン）」などいわれはじめた

かもしれない。つまり、「ジブン」のジカンがふえたからだ。どうせ「ショウヒ」するだ

けかもしれない。いってみれば、ジブンのジカンができて、「ショウヒ」をハッケンする

のだ。しかし、ショウヒをするのが「ジブン」だとはかんがえにくい。まるでやくたた

ずみたいだからだ。だからナンコウする。「ニホンはナイジュをふやせ。」といわれてい

たようだから、まぁ、それでナイジュはふえたのだろう。しかし、そのころをキテンに

「ソウシツされたいくとし（●『よ』ヒャクヨンジュウニ）」のようにいわれるのではな

いか。キンムジカンがタショウ「ソウシツされた」のだ。わたしはいまになって、それ

がわかった。

しかし、ほかのセンシンコクでは、「ショウヒ」ばかりをしているのだろうか。そうでは

ないとおもう。かしこく「ウンヨウ」しているのではないかとおもう。シュウキュウふつ

かになってから、「シサンウンヨウ」のはなしをきいた。もっとも、ニホンジンは「バブ

ル」でこりていたかもしれないが、コンピュータのハッタツにより、ジタクでやりとり

できるようにもなってきた。そういう「あそび」のホウがいいのかもしれない。ネンキン

をジブンでウンヨウするガッシュウコクのひとは、そういうジカンをとっているのでは

ないか。はたらきすぎると、おこられるジダイである。かしこく「あそび」たいものだ。
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よんジュウシチ『よ』ヒャクななジュウキュウ

　

リエキのあるところにひとはちかよっていくだろう。シュウショクさきをきめるときな

どそうだろう。あかじがおおいカイシャには、うりあげのすくないカイシャには、あま

りちかよっていかないだろう。しごとをしてジブンもリエキをえられにくいからだ。そ

れがあたりまえと「リエキ」をツイキュウする。それだけでただしいのか。

ヨーロッパのレキシをみると、ローマジダイからシュウキョウによるシハイがつよまっ

た。おうはシュウキョウとむすびついていたとおもわれる。つまりおうはシンコウして

キョウカイとつきあっていた。しかし、ジュウジグンやシュウキョウカイカクをへて、

キョウカイのちからはよわまった。それからはヨーロッパナイのセンソウがおこるよう

になる。また、コクガイにショクミンチをもとめるうごきもカソクした。ショクミンチ

は、シハイコクにとみをもたらすからだ。そうして「リエキ」によるシハイにイコウして

いった。センソウといっても、ヘイにカネをはらってするものだから、おうのちからはシ

ダイによわまっていった。ニホンもショクミンチをもつくにとたたかったし、ショクミ

ンチをもとうとした。そのたたかいのケッカ、ショクミンチはジリツするようにもどっ

た。そうして、リエキによるシハイをささえたひとつのホウホウがとりづらくなった。

しかし、おおきなたたかいのハンセイというのもある。もっとも、カクヘイキのハイビ

がセンソウや「リエキ」によるシハイをおわらせたともいえる。それをつかって、センソ

ウやリエキのツイキュウをすると、すべてのチキュウジョウのブンメイがおわってしま

うからだ。そうしたことから、いやいやかもしれないが、コッカにおける「リエキ」の

シハイはおわった。かわりになにによってシハイされているのか。「リョウシン」によっ

てシハイされつつあるようにもおもう。だから、キギョウが「リエキ」だけでうごくと

したら、ふるいレジームでケイエイしているということだ。「リエキ」がでるということ

は、どこかに「フリエキ」がでるということだ。トクにショウケンそうばなどはそうだ

ろう。そういうキジュンでやっていれば、かちまけができるから、トクベツいいとはい

えなそうなのである。

　

よんジュウハチ『よ』ヒャクキュウジュウ

　

わたしはステーキがすきだが、なかなかのねだんがするところが、たべるハンダンをヨ

ウイにさせないテンである。やすくても（セットで）センエンくらいだが、ゴヒャクエン

というところがあった。このジョウホウがしれわたると、そこにキャクがサットウする

というシンパイがあるが、ジツはカイガイなのでタブンモンダイはない。それもセット

でである。ニホンはブッカがさがっているから、むしろブッカをあげようというが、そ

れはこのようなゲキやすステーキをタッセイしてからにしてもらいたい。

ニホンはブッカがたかいですよとサイキンきかなくなった。かわりに「ブッカ」をあげ

るである。たしかにブッカをあげると、ロウドウシャはうるおうが、しごとでつくった

ショウヒンがうれなくなったらそうとはかぎらない。サンビャクゴジュウミリリットル
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のジュースにしたって、ニホンではヒャクサンジュウエンするところをカイガイではハ

チジュウエンでうっていたりする。だからまだまだなのだ。それでタンジュンにリエキ

をだそうとかんがえれば、ユニュウするわけだ。ブッカをあげれば、とみがカイガイに

でていくのではないか。

　

よんジュウキュウ『よ』ヒャクキュウジュウイチ

　

ジブンのみちをいくことはむずかしい。わたしがわかいときは、そんなことはかんがえ

なかった。そんなことないだろう。カンタンだ。というひともいるかもしれない。すき

なようにうごけばよいと。そんなことをいうひとは、なやみもビョウキもシツギョウも

ないのだろう。「なやみ」のないように、「ビョウキ」のないように、「シツギョウ」のな

いように、うごけばいいのだからと。しかし、よのなかの「なやみ」がなくなったとは

きかないし、「ビョウキ」や「シツギョウ」もなくなったとはきかない。そんなにニンゲ

ンやシャカイはカンタンではないのだ。

きまったジカンにイッセイにツウキンしていれば、「おなじような」ひとにであう。なに

かあったら、「おなじような」ひと、ドウシにソウダンもできるだろう。そういうチョウ

シで、「みんな」のやっていることをすれば、そのコストはやすくなる。モンダイのカイ

ケツにかかるコストが、「よくある」ゆえにひくくなる。それなら、みんなカイシャイン

をやればいいだろうとなるが、そうもいかないのだろう。でも、「カクゴ」がないのだっ

たら、「ジブン」のみちをあるくことは、やめたホウがいいかもしれない。たかくつくか

らだ。

　

ゴジュウ『よ』ヒャクキュウジュウゴ

　

わたしは、（キギョウがハッコウする）かぶにエンがないが、それをとりひきすることを

ソウゾウしてみた。マイニチゴパーセントずつふやしていけば（そういうメイガラはす

くないだろうが。）、ジュウゴニチでシキンがニバイになる。イチマンエンからはじめた

ら、ニマンエンになる。そのヨウリョウでつづくと、ヒャクヨンジュウサンニチメには、

イッセンマンエンをこえる。そうやってかせぐひともいるのかとナットクである。それ

をジミチにやっていけば、もとでがなくてもかねもちになれるわけだ。

たしかに、イチニチでえられるバイリツは、ケイバやパチンコよりもすくない。よくて

ジュパーセントだからだ。しかし、それをまめにやっていれば、かねをかせげるのであろ

う（やったことがないのでわからない。）。ただイチニチじゅう（たかがゴジカンだが。）、

ガメンにむきあっているのはつらいかもしれない。しかし、そうやってまめにやったひ

とが、「トウシでかせげる」などとホンをだすのであろう。よんだホウは、それだけこま

めにできるかはわからない。わたしもそういうこまかいサギョウはすきだが、いまのと

ころそれをやろうとはおもわない。ほかのことをしたいとおもっている。
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ゴジュウイチ『よ』ヒャクキュウジュウロク

　

ニホンでは、かぶなどでかせいだひとは、あまりほめられないのではないか。それはそ

うだというきがする。それはかぶのとりひきは、ギャンブルのヨウソがあるからである。

エーさんが、ヨンヒャクエンのかぶをロッピャクエンになったときにうったら、エーさ

んはニヒャクエンもうかる。しかし、ビーサンがヨンヒャクエンのかぶをロッピャクエ

ンになったときにかえば、ニヒャクエンのあかじである。そうやって、かせぐひとと、か

ねをはらうひとがいるわけだ。それはケイバとかわらない。ただ、かけキンにタイするリ

ターンが、ケイバはサンわりとかゴわりとかをジギョウシュタイにぬかれるのにタイし

て、かぶはテスウリョウやゼイキンをわずかにぬかれるにすぎない。また、イチニチで

ニバイイジョウリターンをえられるかというと、かぶではメッタにない。そういうサは

あるがまけるひとがいるというテンで、ギャンブルとおなじなのである。そういうショ

ウブをしごととしているひとは、ヒョウカがひくいのであろう。おもしろいゲームだと

はおもうが、つよいひとがかつのであろう。しかし、それはだれかの「まけ」によって

ささえられている。

　

ゴジュウニ『よ』ヒャクキュウジュウキュウ

　

おいしいハンバーガーをジブンでつくって、たべて、「サンビャクエンもうけた。」とい

うひとはあまりいないであろう。このレイでは、つくったひとは、ハンバーガーやのテ

ンインではない。このハンバーガーのシジョウカカクは、シジョウをみればダイタイス

イソクできる。しかし、コストがかかるので、ショウテンドウヨウに、（ジブンに）サン

ビャクエンをうりあげたともいえる。ヒヨウをひかないと、リエキはケイサンできない。

にくがヒャクエンで、パンがゴジュウエンだったら、そのたのヒヨウをひいて、たとえ

ばリエキがヒャクエンだったりする。リエキがでるなら、ジブンでつくったホウがいい。

だが、よりおおくのリエキをえるためにあきらめるやりかたもある（カイシャインをし

ているばあいなどだ。カイシャからえるおかねがおおきければ、わざわざこまかいリエ

キをジブンでだすヒツヨウはないということだ。）。ジブンでかせぐなら、たとえばホン

づくり。シュッパンすると、かりにゴジュウマンエンかかったとする。しかし、それは

ギョウシャにたのんでのカカクだ。ジブンでつくったばあいにサンジュウマンエンです

ませられるのなら、ニジュウマンエンのリエキとなるから、ほかにわりのよいしごとを

もっていないのなら、ジブンでつくるべきだろう。

ジブンのみのまわりのかいものには、あまりソントクをかんがえないものだが（そのし

なもののたかい、やすいはベツである。）、こうやって、ジブンからのジュヨウもケイサ

ンして、かせぐことができる。あるサービスのカカクは、そのしごとをガイチュウした
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ら、いくらかというキンガクでカクニンできる。ネンカンとおしてそのゴウケイをケイ

サンしたガクが、あなたのセイサンガクである。そのセイサンガクのホウが、あなたの

キュウリョウよりもひくいのなら、あなたはキュウリョウブンはたらいていないことに

なる。セイサンセイをあげるというのは、ジュウヨウなカダイであるが、いまいちケイ

サンがしづらい。でも、シジョウカカクをみれば、それはケイサンできるのである。こ

のケイサンホウをジュヨウキジュンホウとよぶことにする。

　

ゴジュウサン『よ』ニヒャクニ

　

どうも、ケイザイモンダイというと、カクサやそのシャカイコウゾウがモンダイにされ

ているかもしれない。カクサがないホウがビョウドウのようだから、そのホウがよいと

いうのは、あるテイドわかるはなしだ。しかし、ひとびとをビョウドウにしてシッパイ

したのがソレンではなかったか。それは、はたらいても、はたらいても、ビョウドウだ

から、はたらくきのあるひとが、やるきをなくしてしまったというケッカおこったとい

われる。それなら、ビョウドウではいけないはずだ。ソレンがシュウリョウしてまだサ

ンジュウネンたたないのに、それをわすれてしまったかといいたい。

もっとも、わかいこなんかは、ソレンのことをしらないから、ビョウドウのホウがいい

といってしまうかもしれない。しかし、やはりケッカはおなじようなものだろう。むか

しはこういうことをカクメイといった。それをわすれたであるまい。カクサというのは、

ドリョクのリョウとシツのちがい、セイカのちがいといえば、みとめられるのではない

か。タブン、かねもちはまっとうにかせぎつづけたために、ケッカとしてかねもちになっ

たわけで、そういうケイイをムシして、ビョウドウにブンパイしようとおもうと、フコ

ウヘイがショウずる。それより、まじめにはたらいて、かねもちになれるというモデル

があったホウが、ケンゼンだとおもうのである。ただ、ケイザイキョウソウがあって、

セイコウするひとと、おちぶれるひとがでる。そこのところをきびしいキョウソウにす

るのではなく、おたがいがケイイをはらうカンケイにすれば、カクサのはげしさがへっ

ていくのではないだろうか。ただ、これは、「イショクたつて（たりて）エイジョク（ハ

ンエイとはじ）をしる。」というモンダイもはらんでいるから、チュウサンカイキュウイ

ジョウのかんがえかたであろう。しかし、セイフのやくめのひとつは、とみのサイブン

パイであるとかんがえ、ジッコウできれば、うまくいくのではないか。

　

ゴジュウよん『オンガクイチエンのジダイ（イカ、『オ』）』イチ

　

ソレンはカイサンしてそのゴどうなったか。なぜカイサンすることになったかというと、

ビョウドウすぎたときく。グタイテキには、はたらかないでキュウリョウをもらうひと

にあわせて、よくはたらくひとや、ユウノウなひとがはたらかなくなったからだという。

たしかに、あまりはたらかないひとにケイザイをあわせるととんでもないことになろう。

これは、どこかのくにのケイザイセイサクににている。そうだ、「ザンギョウ」をキセ
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イしようというセイサクのことだ。たしかに、はたらきすぎてしんでしまったり、もえ

つきてしまったりするのはこまるが、みんながみんなそうなるわけではない。だからザ

ンギョウをとめるのは、コベツにやるべきだろう。はたらきざかりがはたらかなくなっ

たら、やはりケイザイはコンランするのだ。ソレンカするニホンではしょうがないとお

もう。

　

ゴジュウゴ『オ』ニ

　

キュウジュウネンダイゼンハンまでの「バブルケイザイ」は、チカ（トチのカカク）が

たかくなったというインショウがあるが、イッポウ、「モノ」がやすくなったというメン

がある。それはエンだかがすすみ、ユニュウヒンがやすくなったからだ。ケイサンがで

きるひとは、ますますあがるであろうトチをあずけておかねをかりて、やすくなったユ

ニュウヒンをかえばもうかるとかんがえるだろう。それでどうシュウエキをあげるかは

しらないが、たかいカカクのもので、ひくいカカクのものをかえばニバイおいしい。た

だそれがつづかなかったから、「フリョウサイケン」だなんだいいだした。ようするに、

トチのカカクがさがってあずかっているところはソンがでたのである。

しかし、エンだかはつづいた。だから、ユニュウヒンをかえば、おなじキンガクをだして

のセイカツがゆたかになった。イゼンだったら、ヒャクエンでは、カジュウサンジュッ

パーセントのオレンジ（みかん）ジュースをのむのがせいぜいだったが（わかいひとは、

カジュウサンジュッパーセントのジュースをしらないかもしれない。）、ヒャクパーセン

トのものがのめるようになった（［アメリカ］ガッシュウコクのひとのドリョクがおおき

い。）。モチロンこれはユニュウものだったりするから、コクナイケイザイのカイゼンに

はならない（しいれてうるショウバイはできるが）。しかしながら、そういうセンタクも

できるようになったというのが「バブルケイザイ」ゴである。だからユニュウものばか

りでセイカツしていたら、かなりシシュツをへらしたセイカツができたことだろう。

しかし、コンゴもそれがつづくとはかぎらない。ユニュウものがたかくなることもある

のだ。コクナイケイザイのモンダイではないというテンでギャクバブルといおう。たと

えば、セキユのねだんがあがれば、ユソウにかかるヒヨウがふえる。そうすると、モノ

のねだんがたかくなってしまうのである。エンやすにふれてもそうだろう。ユニュウカ

カクがたかくなってしまう。だからそういうこともあろうとおもっておくことは、ダイ

ジかとおもう。

　

ゴジュウロク『オ』ニジュウハチ

　

わたしがダイガクにいっていたとき、アルバイトをはじめた。それでそのうちダイガク

のガクヒをジブンではらうようになった。ゲンエキでニュウガクしたならともかく、お

くれてはいったので、シュミでガッコウにいっているとおもうようになった。だから、

ジブンではらったホウがいいだろうと。それがあったから、コウギはやすまずにうけた。
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セイセキはまぁまぁだった。

しかし、ガクヒをだすのはそうカンタンでなく、おかねのやりくりをケイサンするよう

になった。イチガツにいくらためて、シガツにいくらはらってといったものである。そ

のときはカイキブンセキ（あるスウジをタンジュンなイチジシキでヨソクするギジュツ）

をあまりしらなかったが、イチジシキで、チョクセンテキなスウシキで、それからのみこ

み、ガクヒのブンのおかねのたまりぐあいをケイサンするようになった。ワイ（ジブン

のジンセイ［ガクヒのたまりぐあい］）イコール エーエックス（マイツキのキュウリョウ

［ジキュウ かけるキンムジカン］）マイナスビー（セイカツヒ）といったぐあいである。

エーエックス（キュウリョウ）がふえればすごくゆたかだが、そうカンタンではない。ト

ウジはそれにもかかわらず、それをタッセイしようとした。しかし、つとめさきではケ

イエイゴウリカで、アルバイトジュウギョウインのキンムジカンをへらしていた。これ

ではガッコウにいけなくなるとわたしはかんがえ、ベツのアルバイトをはじめた。しか

しである、エックス（キンムジカン）をのばそうというのは、わたしのみがってなかん

がえだ。コヨウぬしとのカンケイできまるものであるのに、そうしてアルバイトをテン

テンとした。

ケッカは、おかねはたまったがシュクダイをやるジカンがなくなってしまったので、こ

れはソツギョウできないとおもい、ジネンイコウのケイカクをかんがえた。しかし、こ

のトチュウでジブンのみがってさになやまされる。かせげるかはわたしだけがきめるも

のではない。そこでうまくいかなくなった。いまなら、スウシキのヘンスウをイッコ、ニ

コふやしたらいいとおもう。つまり、ワイ（わたしのジンセイ）イコール エーエックス

（ジブンのドリョク）プラスシーゼット（カイシャのギョウセキ）プラス ディエイチ（シ

ジョウのケイキ）マイナスビー（セイカツヒ）のようにである。さきのシキよりはまと

もなヨソクができるだろう。

　

ゴジュウなな『オ』ニジュウキュウ

　

ショウバイにはコストとリエキがあるとされる。うりあげ イコール コストたすリエキと

いうやつだ。うりあげをいくらあげても、リエキがないのではもうかっているとはいえ

ない。だから、うりあげでなく、リエキをあげることをスイショウしたりする。コスト

をこまかくいうと、ゲンザイリョウをかうコストやジンケンヒなどがある。だから、コ

ストをさげようとおもったら、ジンケンヒ（ジュウギョウインのキュウリョウ）をさげ

るヒツヨウもでてくる。そういうリユウで、カイガイのジンケンヒがすくなくすむとこ

ろでセイヒンをつくったりする。そのホウが、リエキがおおきいからだ。これはシホン

シュギのシュダンといえるかもしれない。

ところでジュウゴセイキくらいのヨーロッパでは、センキョウシをカイガイにおくりだ

しはじめた。シンタイリクがみつかったのがリユウのひとつだろう。また、そういうチ

イキをヨーロッパのくにはちからずくでショクミンチカしようとした。なぜショクミン

チカするか。あるセイヒンやゲンリョウをやすくてにいれたかったからだろう。そうす

ればヨーロッパでのセイヒンカカクがひくくおさえられるか、リエキがおおくでるので
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ある。センキョウシをカイガイにおくりこむことも、コストをさげるためだとおもう。

どういうことかというと、ヨーロッパでシュウキョウにかかわるひとをイクセイしよう

とする。それにはコストがかかる。かりにひとりあたりイッセンマンエンかかったとし

よう。シュウキョウにうりあげのガイネンをもちこむのはどうかだが、そのひとたちが

それぞれニセンマンエンうりあげたとする。そうすると、ひとりあたりリエキはイッセ

ンマンエンとなる。しかし、ショクミンチでひとをそだてれば（ヨーロッパよりブッカ

がやすいとカテイする。）、ニヒャクマンエンでひとりそだてられる。それなら、コスト

はゴブンのイチだから、うりあげをおなじスイジュンでかんがえれば、センハッピャク

マンエンのリエキ（そのひとをキョウイクゴにヨーロッパにまねいたばあい｡）、うりあ

げがすくないとしても（たとえばヨンヒャクマンエン。）、ちいさなキンガクでキョウイ

ク、センキョウができるのである。こういうわけだから、やっぱりセンキョウシも、ジ

ンケンヒがやすいところにいくのだ。これをシュウキョウのホウホウとよぶことにする。

シホンシュギのシュダンとシュウキョウのホウホウはどちらがさきにできたかわからな

いが、おなじようなものなのである。ただことばのかべがあるから、カイガイでやすく

つくるのはカンタンではない。しかし、エイゴのフキュウでそれはやさしくなっている

し、ホンヤクキもセイドがあがっているだろう。だからカイガイでつくるのもやさしく

なっているかもしれない。

　

ゴジュウハチ『オ』サンジュウ

　

「いいニュースがある。シホンカとロウドウシャのタイリツがおわったんだって。」とい

えるひはいつのことだろう。たしかにそれは「おわる」かもしれないし、「おわら」ない

かもしれない。エーアイとロボットギジュツがハッタツしている。なにかのセイヒンの

コウジョウでも、それらをつかったりするだろう。それがキュウゲキにすすむとどうな

るのか。ニンゲンのロウドウシャがいらなくなるのである。「いらない」とはどういうこ

とか。「やとわない。」、「リストラ」というやつである。エーアイやロボットがセイサン

するから、ニンゲンのロウドウシャはいらないということである。

シホンカはエーアイやロボットにまかせてセイサンする。リストラされたロウドウシャ

は、いえではたけをたがやしたり、ザツヨウのしごとをしたりするようになるかもしれ

ない。ロウドウシャにとってよくないようだが、むかしはそうやってくらしているひと

がおおかったのではないか。それでまぁまぁやっていけるのなら、さきにいった、シホ

ンカとロウドウシャのタイリツはおわりである。リョウシャともジッサイにはつきあわ

ないわけであるから。

しかし、シホンカがノウチをタクサンかったばあい、ロウドウシャは、そこではたらくよ

うになるかもしれない。コサクニンになるというわけだ。なんのことはない、またショ

ウエンセイになるというだけだ。それであまりにロウドウジョウケンがわるいとどうな

るか。ガッシュウコクのナンボクセンソウのようになるかもしれない。

ナンブではドレイをつかったノウギョウをしていて、ホクブではコウギョウセイサンを

していた。ナンブがドクリツしようとして、センソウになったというシジツだ。やはり、
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ショウエンのロウドウシャが、うらみつらみをいうようではセンランになるかもしれな

い。イッポウ、コウギョウセイサンをするひとや、ドクリツテキにくらすひともいるだ

ろう。こういったシャカイをナンボクタイセイといっておこう。

ただ、ガッシュウコクのばあいには、ホクブはコウギョウセイサンをしていたからシキ

ンはあった。しかし、このヨソウのばあいはそうではないかもしれない。シホンカはノ

ウギョウもコウギョウもおさえているかもしれない。ニクダンセンでたたかうことはで

きるが、ショウエンがわがグンとなかよくしていたら、ショウエンセイはながくつづく

だろう。ホクブはホクブでジキュウジソクやコウギョウセイサンをしていれば、まぁモ

ンダイはない。そうやって、シホンカとロウドウシャのタイリツはおわる。かわって、シ

ホンカとコサクニンのタイリツがおこるかもしれない。

　

ゴジュウキュウ『オ』サンジュウイチ

　

ロウドウシャのチンギンをあげる。そのひとがロウドウシャならうれしい。しかし、そ

のドがすぎてしまうと、ロウドウシャドウシのキュウリョウのうばいあいになり、リス

トラされることになる。また、さきにいった（●ゴジュウハチ『オ』サンジュウ）エー

アイとロボットのカツドウもあるから、キュウリョウがあがるといっても、すなおによ

ろこべない。タンジュンにいえば、ニンゲンのロウドウシャにはらうキュウリョウより、

エーアイ、ロボットのイジヒのホウがやすければ、ニンゲンのロウドウシャは、リスト

ラのタイショウになる。

ニホンジンよりナンポウのほうのくにのひとにつくらせるとかをいままでやっていたが、

それらのくにのひとより、エーアイやロボットのホウがやすければ、そうやってセイサ

ンするカノウセイがおおきい。エーアイより、ロボットのホウが、うごきがあるブン、つ

くるのがむずかしいだろうから、ニクタイロウドウならば、とりあえずはリストラには

ならないかもしれない。しかし、ジカンのモンダイというきがする。

　

ロクジュウ『オ』サンジュウロク

　

コンピューター、エーアイ、ロボットのハッタツのためにチシキへのアクセスのカカク

がさがり（●『オ』ジュウ）、ズノウロウドウのカカクがさがり（●『オ』サンジュウよ

ん）、ニクタイロウドウのカカクがさがる（●ゴジュウハチ『オ』サンジュウ、ゴジュウ

キュウ『オ』サンジュウイチ、『オ』サンジュウゴ）。そうすると、たいしたしごとをしな

いぶらさがりロウドウシャはいらなくなってくる。

これまでは、シャカイシュギにサラリーマンがホゴされていたカンがあるが、もうそれ

もおわりだろう。ひとつでも、それらみっつにまけないギジュツがなければ、はたらくキ

ギョウにとってやとうカチはすくない。これまでは、しごとがカイガイのロウドウシャ

におきかえられたが、いまではそのみっつにおきかえられる。じぶんにギジュツがない

とすれば、ロウドウシュウヤクテキなしごとをハッテントジョウコクなみのチンギンで
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やるようだろう。そのときに、サイテイチンギンというホウリツテキしばりがジャマに

なる。そのキセイカンワがヒツヨウかもしれない。しごとがないよりましだとおもうの

である。

　

ロクジュウイチ『オ』ロクジュウニ

　

やすいなにかはおかいどくかもしれない。わりとカカクをみてかいものをしたりするだ

ろう。やすいものをえらんだりする。しかし、「やすものがいのぜにうしない」ともいう。

なぜか。それはやすいカカクには、リスクがふくまれていることがあるからだ。つまり、

それはフベンなもの（サービス）だったりするわけだ。うるホウもなるべくたかくかっ

てほしいところであろう。だから「やすい」にはきをつけたほうがいいだろう。

　

ロクジュウニ『オ』ななジュウ

　

ひとがフユウソウとなるとき、おかねをもつようになるのがさきか、それともフユウソ

ウのタイドができるようになるのがさきなのだろうか。かねのないフユウソウじゃしょ

うがないから、おかねをもつことがさきとかんがえられるかもしれない。しかし、いきな

りおかねをもったばあいは、フユウソウのタイドができていないから、「なりキン」とよ

ばれることがおおいのではないか。ウェーバー（マックス、ドイツのシャカイガクシャ）

は、プロテスタントのひとたちのセイジツさがシホンシュギをハッタツさせたという。

つまり、タイドがさきでおかねはあとなのではないかともいえる。ニホンではコウレイ

シャがケッコウなシサンをもっているというから、やっぱりシサンができるタイドがで

きていたのだろう。もしコウレイシャなみにシサンをもちたいというのであれば、コウ

レイシャのタイドをまなぶといいだろう。わたしはまだまだそれができていないから、

おかねもちにはなりにくいかもしれない。

　

ロクジュウサン『オ』ななジュウロク

　

よくケイキがいいだのケイキがわるいだのいう。ケイキがよいといわれるときにうりあ

げがおちると、そのカイシャのショウヒンがわるいとなるが、ケイキがわるいといわれ

るときに、うりあげがおちたら、ケイキがわるいのがわるいとなる。それでセイフにザ

イセイシシュツをもとめたりする。セイフもセイフでまたコウキョウジギョウをふやす。

でも、「ケイキがわるい」は、いいわけでタンにそのカイシャのショウヒンにモンダイが

あるということではないか。ケイキがわるかろうが、うれるものはうれるはずである。だ

からケイキのわるいときこそジツリョクがとわれるところであろう。
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ロクジュウよん『オ』ハチジュウよん

　

トシのホウでは、そこにすんでいるニホンジンのウンコは、うみにながれるようになっ

ている。ひょっとしたら、ゲスイショリジョウでぬきとられるかもしれない。しかし、

エキタイのセイブンをすべてぬきとることは、むずかしいであろう。うみにながれると、

うみのショクブツのエイヨウになる。だからうみがゆたかになる。

しかし、ノウチもゆたかにしたいだろう（●イチ『ア』ゴジュウヨン）。だから、うみに

ハンブン、ノウチにハンブンをながせばいいかもしれない。イチニチにロクセンマンウ

ンコがうみにもどされれば（ニホンジンがさかなやのりをたべたとカテイするとそうい

えるだろう。）、サイセイサンにつながる。

きになるのがとなりのジンコウのおおいくにだ。ハンブンながしただけでロクオクウン

コになる。そうすると、そのくにのエンカイがゆたかになるはずだ。そこにハイタテキ

ケイザイスイイキ（イーイーゼット）というキジュンをもちだして、ニホンのギョセン

ががんばってしまうとケンカになるだろう。たしかにイーイーゼットはひとつのキジュ

ンではある。しかし、バンノウではないだろう。だからそのカイイキのあつかいにカン

してはジュウナンにするのがよいかとおもわれる。「ウンコをかえせ。」といわれてもな

かなかむずかしいからである（セイサンリョウがちがう。）。レイセイにいうと「シゲン」

なのである。

　

ロクジュウゴ『オ』キュウジュウ

　

セイヒンをカイガイでつくれば、ねだんをやすくできるという。たしかにおかねのメン

でいえば、やすくつくれるところもあるだろう。キュウリョウがやすいなどのリユウだ。

しかし、ホントウにやすいのか。あるセイヒンエーをつくるのには、ふたりがかりで、サ

ンジュウニチかかるとする。それをカイガイでつくっても、ふたりがかりで、サンジュ

ウニチかかるだろう。カカクのメンではともかく、エネルギーのメンでは、かわらない

のである。コストがちいさいとかいうが、やっぱりつかうエネルギーは、かわらないで

あろう。それなら、コストはちいさくないはずだ。コストはおなじなのである。

ただ、つかうエネルギーのリョウは、かわらずとも、やすくうけおってくれるだれかが

いるから、カカクがやすくなるというわけである。ホントウにフェアトレードなどをか

んがえるならば、セイヒンをカカクでみるのではなく、つかったエネルギーのリョウで

はかったホウがいいのではないか。

　

ロクジュウロク『オ』キュウジュウキュウ

　

むかしのニホンジンのセイカツはジュンカンテキだったとおもう。はたけでつくったヤ

サイをたべて、フンニョウをはたけにかえし、またヤサイをつくるといったぐあいだ。

いってみれば、ループをするセイカツセッケイだったということだ（●ロクジュウよん
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『オ』ハチジュウよん）。

たまにさかなをたべると、それだけがループしないといえるだろう。サッコンのショウ

ヒシャカイでは、こういったループがなされにくくなっているんだろう。それでも、みず

はかわにながし、またかわからとるようにループされている。ヤサイははたけでつくり、

それをたべて、フンニョウはかわにながしてしまう。これではジュンカンしない。ホン

などでかんがえると、わかりやすいが、いつもおなじホンをよんでいれば、おかねのツ

イカフタンはレイである。それだとケイザイテキである。しかし、それだとつまらない

のであたらしいホンをかう。そうするとあたらしくループにいれたホンのブンだけ、お

かねをはらうことになる。こうしたアウトループをするとおかねがかかる。

わたしもむかしはシィディなどあたらしいものばかりをかっていた。そうすると、かね

がかかる。しかしサイキンは、おなじシィディをナンカイもきくようにしている。ホン

はいまのところ、あたらしいものをかっているが、アウトループをへらしていくことは

カノウだろう。アウトループをへらせば、ショウヒがへる。おかねもかからない。うま

くループリツをふやして、かしこいセイカツをしたいものだ。

　

ロクジュウなな『オ』ヒャク

　

このごろは、チョウジカンのザンギョウにタイして、きびしいイケンがいわれている。ザ

ンギョウをしなければ、イチニチ、ハチジカンロウドウだろうか。ニンゲンのセイカツ

のサンブンのイチをしごとに、サンブンのイチをプライベートに、サンブンのイチをね

ることにあてるとなるかもしれない。

しかし、こういったセイカツははたしてカノウなのか。ハチジカンロウドウでえたシュ

ウニュウで、のこりのジュウロクジカンのメンドウをみなければならないからだ。つま

り、かせいだおかねをハンブンにわけ、プライベートに、ねるのにつかうことになる。か

せいだおかねをダブリュ（ウェイジ）とすると、それぞれニブンのダブリュをつかうこ

とになる。ゴハンをたべるのに、いえをイジするのにつかうだろう。こうやってニコの

ニブンのダブリュがつかわれると、ニコのニブンのダブリュ、すなわちダブリュのブン

だけ、またあたらしいジュヨウがうまれるとなる。そうすると、このひとはまたかせげ

るチャンスがやってくる。

しかし、ジュヨウはダブリュしかない。それでまたダブリュかせげるかというと、つと

めさきのヒヨウやリエキをだすために、ダブリュブンかせげなくなる（そのブンは、ほ

かのセイサンユニットにまわる。）。ダブリュマイナスシー（コスト）となってしまうの

だ。そのようにまたジュンカンをつづけると、やがて、つかえるガクがすこしずつへっ

ていく。つまり、どんどんビンボウになっているだけだ。

ひとつのカイケツサクは、このひとがチョキンをすることである。ダブリュのうちいく

らかをためておけば、ビンボウにもたえやすくなるだろう。しかし、そのブンつぎのセ

イサンにまわるダブリュがへっていく。でもキギョウもリエキをだすわけだから（チョ

キンとおなじようなものだ。）、それはせめられないだろう。キギョウがリエキをジュッ

パーセントだすなら、ジュッパーセントチョキンするといい。これが「デフレケイザイ」
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のショウタイかもしれない。リエキをだすことや、チョキンをすることをやめれば、まぁ

「デフレ」にはならないが、そうカンタンにいまのやりかたをかえられないだろう。そう

いうわけで、「ロウドウセンソウ」がつづくのかもしれない。

　

ロクジュウハチ『オ』ヒャクサン

　

レンタルやでディブイディをかりてくると、サンビャクエン。それでニジカンテイドた

のしめる。ミュージシャンのショウにいけば、ななセンエンとかかかる（そのねだんが

バカらしくて、わたしはほとんどいかない。）。ホンをかってきてセンゴヒャクエン。エ

ンターテインメントのねだんは、そんなところだろうか。しかし、「テレビ」というのが

ある。

ジツはテレビをみるのがイチバンやすいかもしれない。なんかのバングミのセイサクヒ

がゴセンマンエンだとして、イッセンマンニンがみるとする。それだと、ひとりあたり

ゴエンである。やすい。コウリツカすれば、やすくなるというが、たしかにそうかもし

れない。それをみていれば、あまりおかねをつかわないだろうということだ。

　

ロクジュウキュウ『オ』ヒャクゴ

　

シィディのジッセイカカクが、ニヒャクジュウエン（●サンジュウハチ『よ』ハチジュ

ウキュウ）、テレビバングミのイチジカンあたりのヒヨウがゴエン（●ロクジュウハチ

『オ』ヒャクサン）。センゴテレビができて、ほぼゼンカテイにフキュウしたという。バ

ングミをみるヒヨウがゴエンならケイザイテキだ。

ハチジュウネンダイになってシィディができた。そのまえにレコードやカセットテープ

があったが、ねだんはシィディとそうかわりはなかったし、わりとショウスウのアーティ

ストものがタスウうられていたとおもう。カラオケというブンカがあったので（そのば

でうたえる、キョクスウにかぎりがあった。）、キョクをきいたり、レンシュウしたりす

るヒツヨウがあった。

おやじもくるまででかけるときは、カラオケヨウのテープをならしていた。わたしもナ

ンキョクかおぼえた。そういうブンカがあったので、カラオケにないキョクがうれると

いうのはレイガイテキだったんだろう。しかし、やっぱりヨウガクをきくひともいただ

ろうし、わかものむけのキョクのフクセイをかうひともいただろう。そういうレイガイ

テキな、コセイテキな、キョクもすこしずつうれるようになっていったようだ。それは、

ニホンジンがゆたかになってきたこととカンレンしているだろう。

そうした「コセイテキな」キョクをコウバイするというのは、キュウジュウネンダイお

わりまでつづいた。いまもつづいているが、ジッセイカカクがさがっている。それによ

り、むしろ「セイトウハ」がなんなのかがわかりにくくなった。レイネンダイにはいり、

タクサンうれるキョクがすくなくなったからだ。オンガクは、きくひとのこのみで、な

にをきくのかがわかれるというようになったわけである。
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こういったスタイルをシュウゴウテキに（テレビなどで）テイキョウすることはできな

い。ヒヨウはやすいが、ナイヨウはしぼられるからだ。だから、「コセイテキな」オンガ

クをきけるようになったのは、レコード、カセットテープ、そしてシィディのコウセキで

ある。ヒヨウをヒカクして、わりだかであるけれども、そういった「コセイテキな」シュ

ミをもつことができた。そのゴ、ネットワークでのオンガクハイシンがはじまり、シィ

ディのチュウコシジョウがカッパツになり、ドウガダウンロードサイトができた。それ

によって、あたらしいシィディをかうのがわりだかになった。

ネットワークでかえば、ジュッキョクセンエン、チュウコシジョウでは、ゴヒャクエンテ

イド、ドウガダウンロードにいたっては、テレビとドウテイドか、それイカのヒヨウだ

ろう。だから、シンピンのシィディがうれないのである。ベツのいいかたをすれば、「コ

セイテキな」オンガクよりもヒヨウをジュウシするようになったのかもしれない。そう

したシコウがもっとすすむと、また「セイトウハ」のオンガクがでてくるかもしれない。

ことばはわるいが、まずしいがゆえにである。

だから、しろうとがシィディデビューして、もうかるジダイではなくなった。やっぱり、

ひとのセンタクは、ヒヨウがやすいテレビか、ドウガダウンロードサービスかになって

くるわけである。そういうかんじで、シィディはゼイタクヒンになりつつあるともいえ

そうだ。シィディがテレビをこえられるかといったら、それはできなかったということ

である。ディブイディやダイヨウリョウディスクもそんなところだろう。そうやって、

ニホンハツの（シィディはガイコクキギョウとのキョウドウカイハツだが）シィディと、

ディブイディと、ダイヨウリョウディスクは、したびになっていく（なっている）ので

はというところだ。

センシンコクでは、ストックがあるからジジョウはちがうが、これからハッテンするよ

うなくにでは、シィディなどはまったくうれないカノウセイがある。オンガクやドウガ

をホゾンするバイタイとして、ドウガはコウガシツならハードディスク、テイガシツな

らメモリーチップだ。やはり、ハンドウタイがつかわれそうなのである。

　

ななジュウ『オ』ヒャクロク

　

テレビバングミのイチジカンあたりのヒヨウがひとりゴエン（●ロクジュウキュウ『オ』

ヒャクゴ、ロクジュウハチ『オ』ヒャクサン）。これをかんがえると、ホンなんかも、う

れなくなるだろうことは、ソウゾウがむずかしくない。タンコウボンでセンゴヒャクエ

ン、ゴジカンでよむとすれば、イチジカンあたりサンビャクエンだ。テレビのロクジュウ

バイ。チュウコシジョウもできたから、サンビャクエンくらい、イチジカンあたりロク

ジュウエンでもたのしめる。また、ネットワークでのよみホウダイサービスもある。そ

れをつかえば、もっとやすくたのしめる。

ホンもテレビテイドにやすくないから、くろうとむけのセイヒンといえるかもしれない。

まちのホンやがすくなくなっているから、やっぱりこれもうれなくなっているんだろう。

そして、ひとが「コセイ」より「カカク」をジュウシするならば、また「セイトウハ」ば

かりがうれるようになるかもしれない。そのほかのショセキは、あかじだけど、がんばっ
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てハンバイしていますとなるだろう。

しかし、つくるホウも、あかじではおもしろくないので、カカクをさげたり、つくるた

めのコストをおさえたりするようになる。いってみれば、テレビやドウガダウンロード

サービスにくらべて、キョウソウリョクがないといえる。ホンは、カカクをイジするキ

セイがある。もはやそういうキセイをしてもしょうがないのであろうが、シャヨウサン

ギョウをホゴするようなセイサクがとられるかというと、どちらかというと、ヒョウゲ

ンをキセイしているといわれるくらいだから、ケイザイテキなホゴはしないだろう。そ

うすると、シュッパンギョウカイゼンタイが、いきのこりをかけて、なにかをしなけれ

ばならない。やっぱりホンはいいとおもうなら、テレビにうちかてるようなしくみをつ

くっていくといいかもしれない。

それにしてもわたしは、シィディもそうだし、ホンもそうだ。シャヨウサンギョウがす

きなようだ。いまのところ、カカクをやすくするくらいしかおもいつかないが、やはり、

デンシカがひとつのキーワードとおもえる。インサツのヒヨウだけでスウヒャクエンに

なってしまうからだ。ギャクにヨーロッパのむかしのホンのように、かわばりにしてコ

ウキュウロセンをめざすこともできそうだが。ほかには、ホンのシュッパンではもうか

らないが、オンガクのように、ショーでもうけるというシュホウもありそうだ。

　

ななジュウイチ『オ』ヒャクジュウサン

　

チョキンや（キギョウの）ナイブリュウホにかねをつかうことが、デフレのもとだとか

いた（●ロクジュウなな『オ』ヒャク）。タンジュンなケイサンのモンダイだ。しかし、

それをフケイキだともいったりする。そういわれるとセイフはコウキョウジギョウをは

じめる。たしかに、そのブンしごとはふえるだろう。しかし、セイフがかねをだしたっ

てせいぜいジュッチョウエンだ。それにくらべ、チョキンはけたちがい、キギョウのナ

イブリュウホもけたちがいだ。だから、それらがでてこないと、ホントウのコウケイキ

にはならない。

だからといって、かねをつかうかといったらうたがわしい。だから、インフレをうなが

すようなセイサクをとる。そうすると、チョキンなどが、ジッシツねべりするからだ。し

かし、チョキンがアクなのか。そういうことをしないと、くるまもいえもかえないよう

なきがする。「チョキン」をするでなくて、「キンユウショウヒン」をかうといえばいい

のか。リエキやチョキンをみとめるシャカイでは、デフレがトウゼンなのだ。

　

ななジュウニ『オ』ヒャクジュウよん

　

インフレのケネンがあるからチョキンをしづらい。デフレもよくないといっている。し

かし、それができないと、こどももつくりづらいだろう。ケッコンだってみえをはるな

ら、シキのヒヨウなどがかかる。イッカゲツブンのキュウリョウでできるものでもない。

だから、ショウシカタイサクとしては、デフレロセンでいいはずだ。ガクメンとカチの
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サがきになるなら、デノミをすればよい。

しかし、デフレをとめようとする。ヨウするに、ショウシカより、ブッカのゲラクのホ

ウがモンダイというわけだ。だから、ショウシカタイサクといっても、リベンセイのカ

イゼンテイドになってしまうのだろう。そうすると、ロウドウリョクブソクになるから、

ブッカはあがりますねとなる。とはいえユニュウヒンがあるから、そうはあげられない。

だから、もっとロウドウがカコクになる。それでロウドウキセイをしたら、ますますユ

ニュウヒンがつよくなる。それなら、インフレにしないホウがいいんじゃないのとなる。

そういうロウドウセンソウがジュウゴネンほどまえからはじまったのかもしれない。た

たかいたいひともいるだろうから、イチリツでロウドウキセイするのではなく、ジユウ

にえらばせたらいいとおもう。ロウドウのジユウ、ザンギョウのジユウである。

　

ななジュウサン『オ』ヒャクジュウロク

　

ウンコはベンジョからながすと、ゲスイカンをとおってかわへながれる。トチュウゲス

イショリジョウもあるだろう。そして、うみにながれつく。ウンコはノウギョウのヒリョ

ウとしてもちいられていたから（●ロクジュウロク『オ』キュウジュウキュウ）、ショク

ブツむけのエイヨウが、うみにながれることになる。そうすると、わかめやのりがおい

しくなるであろうか。

わたしは、サイキンのりがおいしいとおもう。たまにショクブツプランクトンのイジョ

ウハッセイがあるが、うみにウンコをながすからであろう。しかし、わかめやのりばか

りがおいしくなってもしょうがないとおもう。ハクサイやダイコンもおいしくなってく

れないとこまる。

もし、さかなとカイソウだけをたべていきるなら、いまのウンコのショリはゴウリテキ

だろう。しかし、こめもたべるし、ギュウニクもたべる。それなら、すくなくとも、ウン

コのハンブンはノウギョウにつかったホウがいいだろう。うみにながすのはハンブンで

いい。もしくは、セイブンによってしわけをしてもいいかもしれない。うみのものだっ

たらうみへ、リクのものだったらリクへと。カテイでそれをやるのはコンナンだろうか

ら、ゲスイショリシセツがやるといいかもしれない。ウンコもシゲンということだ。

　

ななジュウよん『オ』ヒャクニジュウなな

　

イショクたつてエイジョクをしるという。きるものとたべるものがたりて、メイヨと、は

じをしるということだ（●ゴジュウサン『よ』ニヒャクニ、『よ』ヒャクゴ、『む』なな

ジュウロク、『ア』ななジュウハチ）。ほかにすむところも、しごともダイジだろう。そ

のほかにシュミのかいものやニチヨウヒンをかったりする。シュミのかいものはゼイタ

クかもしれないが、まぁ、しごとイガイにジカンがあればかったりもするだろう。テレ

ビやオーディオもそうだ。コンピューターネットワークがハッタツしたとはいえ、まだ

まだテレビはヒツジュヒンのようにかんがえられている。
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ニチヨウヒンなどをおおめにかうとどうなるか。「ストック」するともいうが、「ストッ

ク」とはためるということである。「ストア」ともいう。これはショウテンなどのなまえ

にもつかわれることばだ。つまり、なにかをためていると、「ショウテン」になるという

ことだ。いまでは、コンピューターネットワークをつかって、しなものをバイバイして

いるひともおおいだろう。そうやってなにかをためこむと、しごとになったりする。さ

きにいったすむところについては、なんとかしなくてはならないが、しごとについては、

このようにためこむことでショウテンとなる。だから、ショウヒンたつてエイジョクを

しるともいえそうなのである。モチロン、ハンバイのギジュツなどは、かかせないであ

ろうが。

　

ななジュウゴ『オ』ヒャクニジュウハチ

　

ザンギョウをおおくするのがモンダイにされてきているが、ザンギョウのジユウ、ロウ

ドウのジユウ（●ななジュウニ『オ』ヒャクジュウよん）があってもいいとおもう。つ

きにヒャクジカンのペースでザンギョウをすると、さすがにヒロウがたまってくる。そ

れがつづくと、はたらくのがいやになってくるだろう。ジサツするひともいるとおもう。

しかし、つかれたらつかれたで、やすめばいいのにとおもう。タブン、それがしづらい

からモンダイなのだろう。いじめもそんなところだろうが、ドウチョウアツリョクとい

うモンダイだ。

うまくやすみをとるためには、そのためのリユウがヒツヨウかもしれない。カイシャに

イシをおくのは、やりすぎかもしれないが、カクトウギのシアイのように、メディカル

ノックアウトとか、テクニカルノックアウトをドウニュウすればとおもう。つまり、シ

ンパンのようなひとが、テクニカルザンギョウアウトをセンゲンするわけだ。そうする

とやすめると。そうやってうまくやることもできるだろう。ザンギョウしているひとの

あいだでトウバンをきめて、シンパンをさせればよいのである。

　

ななジュウロク『オ』ヒャクサンジュウイチ

　

いいしなものはいい。わるいしなものはわるい。ニンゲンのカッテなみかたかもしれな

いが、アンガイそれは、ほかのひとにもつうじる。なぜいいかというセツメイはむずかし

いが、そのいいものは、ダイタイそのブヒンからいいものであるとおもうのである。う

たのレイでいえば、いいうたは、カショウもいいし、カシもいいし、ギターもいい、ベー

スもいい、ドラムもいいのである。つまり、いいブヒンのカジュウコウカによって、「い

い」しなものができるというわけである。

だから、なにかいいヒョウカをうけられないのだったら、ブヒンをよくすると、「いい」

しなものになるだろうとおもう。ブヒンづくりがダイジなのである。ニホンキギョウは、

くみたてるサイシュウセイヒンがよわくなったといわれるが、ブヒンでさがつかなく

なったのだろうとおもう。ベツのくにのメーカーが、おなじブヒンをつかって、いいセ
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イヒンをつくれるようになったからだろう。

　

ななジュウなな『オ』ヒャクサンジュウよん

　

ニホンのセイゾウギョウはいいものをつくるという。ケイタイガタのオンガクサイセイ

キはかなりうれたときく。しかし、デンキキギョウについていえば、サイキンいいはな

しをあまりきかない。ブランドなのだろうが、ほかのくにのメーカーがつよくなったり

しているそうだ。

なぜ「ブランド」としてセイリツしづらいか。それは、テレビブンカとカンレンすると

おもう。テレビにはコウコクがあったりする。そのコウコクでおおぜいのひとに、セイ

ヒンをうったえるわけだ。しかし、コウコクでうったえたものがしなぎれでは、カッコ

ウがわるいのでおおめにつくる。フツウのデンキやだとせまいから、そんなにザイコを

おけない。だから、リョウハンテンでうるわけである。リョウハンテンだと、となりに

ほかのメーカーのドウシュセイヒンもならぶから、カカク、セイノウなどがヒカクされ

る。だから、キョウソウになる。

それで、ねさげをすれば、うれるかもしれないが、やすいがキーワードになり、ブラン

ドとしてのイゲンをたもちづらい。だから、テレビブンカがつよいくにでは、メーカー

がブランドとしてセイリツしづらいわけである。ブランドよりやすさでショウブとなり

がちだろう。コンピューターネットワークがフキュウして、テレビのちからがよわまっ

たとはいえ、リョウハンテンがつぶれたとはきかない。だから、そのケイコウはつづく

だろう。ハンメン、ヒャッカテンがよわくなったときく。ニホンでおおくもとめられて

いるのは、ブランドより、やすさなのだろう。だから、ブランドがセイリツしづらい。

　

ななジュウハチ『オ』ヒャクサンジュウゴ

　

マルクスシュギによって、シャカイシュギコッカがつくられたという。マルクスはシホ

ンカによるロウドウシャへのサクシュがあるといったらしい（ドイツゴであのながいホ

ンをいまよめるきがしない。）。たしかに、デフレケイザイがすすむなかのロウドウシャ

としてはそうおもったりする。セイカクにいうと、「そうかも」だ。なぜか、キュウリョ

ウがやすいからではない。まえにもいったように（●ななジュウイチ『オ』ヒャクジュ

ウサン、ロクジュウなな『オ』ヒャク）、デフレというのは、キギョウのリエキやロウド

ウシャのチョキンによってショウじるからだ。

「デフレ」というと、そのジョウタイはセツメイされるが、そのゲンインはセツメイされ

ない。たとえば、キギョウが、マルクスフウにいえば、「シホンカ」だ、リエキをためこ

むことによって、ロウドウシャにまわる、もっといえば、シジョウにながれるおかねの

リョウがへる。そのしはらわれたキュウリョウでなにかをかって、キギョウはまたセイ

サンする。しかし、うりあげは、まえのダンカイでとったリエキのブンだけへる。キュウ

リョウのブンしかかわれないわけだからそうなる。そしてまた、リエキをとれば、またシ
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ジョウにながれるおかねがへる。そうやってデフレがすすむわけだ。だから、キギョウ

によるリエキのカクホ、シホンカによるサクシュがあるといえるわけだ。ロウドウシャ

のチンギンはさがるわけだから、ロウドウシャはタイヘンだ。だからその「サクシュ」を

にくんだりするだろう。

しかし、イッポウでマルクスのシュチョウをしっているニホンのコウレイシャは、「サク

シュ」があるのはしかたがないとかんがえたのか、「チョキン」をよくしたのだろうとお

もう。いってみれば、ちいさなロウドウシホンカになったようだ。チョキンもやはり、シ

ジョウにでまわるおかねがへってしまうわけだから、デフレがシンコウする。そうやっ

て、シホンカのジダイがつづいている。

おやコウコウというブンカがあってか、そのチョキンはあまりどうこういわれないが、

ロウドウシャにとっては、サクシュともいえるだろう。だから、シャカイシュギコクで

は、そういうジタイをカイショウしようとするだろう。しかし、ニホンでは、それはい

まのところされていない。だから、シャカイシュギっぽくても、シホンシュギのくにで

あろう。コンゴはどうなるかわからないが、こどもにイサンがソウゾクされるわけだか

ら、とりあえずは、シホンシュギがつづくのであろう。ジブンもサクシュをするように

なったのがニホンのマルクスシュギかもしれない。

　

ななジュウキュウ『オ』ヒャクサンジュウハチ

　

まえにシィディのジッセイカカクのはなしをした（●サンジュウハチ『よ』ハチジュウ

キュウ）。そのケイサンだと、イチマイあたりニヒャクジュウエンほどだ（ゲンカではな

い。）。また、テレビのイチジカンあたりの、またひとりあたりのヒヨウをケイサンした

（●ロクジュウハチ『オ』ヒャクサン）。それだと、イチジカン、ひとりあたりゴエンだ。

そのケイサンだと、シィディをかって、ナンカイもきけるのはつよみだが、ヨンジュッ

カイはきかないと、テレビなみのコストパフォーマンスにならない。つまり、そんなに

きかないようなシィディはテレビにかてないということである。だから、オンガクをや

るひとは、テレビとなかよくしていたのだろう。

ニセンネンダイにはいって、コンピューターネットワークをつかって、オンガクをかう

ことができるようになった。それでモンダイになったのが、そのカカクだ。ユウメイな

キギョウがイッキョクあたり、ヒャクエンほどのカカクにしたらしいからだ。なぜモン

ダイかというと、ニホンでは、あいかわらずシィディイチマイ サンゼンエンでうってい

たからだ。ジュッキョクシュウロクされているとして、イッキョクあたりサンビャクエ

ンだ。それをヒャクエンだとリエキがへるというわけだ。だから、それにドウチョウし

なかったキギョウもおおい。しかし、そのころから、シィディのうりあげがおちはじめ

たという。シィディがうれなくなったのである。イチマイブンでセンエンなら、そのホ

ウがやすい。

しかし、まえにいったように、シィディイチマイのジッセイカカクはニヒャクジュウエ

ンである。チュウコシジョウもあるのだ。だからまだまだカカクがチョウセイされるか

もしれない。ニセンジュウネンごろにトウジョウしたのが、オンガクききホウダイサー
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ビスだ。それだと、ゲツガクセンエンほどで、イチエンで、レイテンななニジカン、ヨ

ンジュップンほどきけることになる。イチジカンでイチエンほどではテレビよりやすい。

それならますますシィディはうれないはずである。イッキョクヒャクエンだってうれな

くなるだろう。いまは、イチジカンあたりイチエンでたのしめるジダイなのだ。テレビ

もやはりよわっていくだろう。

つくるホウとしては、ひとりイチジカンイチエンのうりあげで、たえられるコストコウ

ゾウがヒツヨウだろう。そんなことはヨウイではない。ギターをかえばニジュウマンエ

ンするし、コンピューターをそろえてもニジュウマンエンかかる。それをショウキャク

するにはヨンジュウマンダウンロードがヒツヨウになるのだ。ヒャクマンダウンロード

をこえればなんとかやっていけるかもしれない。

　

ハチジュウ『オ』ヒャクよんジュウイチ

　

「ストア」のはなしをした（●ななジュウよん『オ』ヒャクニジュウなな、『オ』ヒャク

ニジュウ）。ものをためれば、ショウテンになる。おいしいものをためたら、おいしいも

のやだが、それをたべれば、そのひとはロウドウリョクショウテンになるかもしれない。

ロウドウリョクショウテンは、だれかのしごとをダイコウしたり、だれかにいわれたも

のをつくったりするかもしれない。わたしはいいロウドウリョクショウテンではなかっ

たので、ストアやものをつくっている。

ロウドウリョクショウテンもダイジだが、あまりそれをするひとがふえると、ひとりあ

たりのうりあげがさがってくる。キョウキュウがおおいばあいだ。そうすると、ケイヤ

クシャからきられるロウドウリョクショウテンがふえるだろうか。そうすると、おいし

いものが、たべづらくなる。シャカイシュギだと、ゼンインのたべるものが、いくらかお

いしくなくなる。しかし、シホンシュギというか、ジユウシジョウケイザイだから、い

くらかのひとのたべるものが、ソウトウおいしくなくなる。そうすると、そのロウドウ

リョクショウテンのサービスのシツがおちて、ますますそのロウドウリョクショウテン

のうりあげがおちるだろう。

そのテンジリツしているひとはつよいかもしれない。カイシャインのことを、どういう

わけかシャカイジンといったりするが、ドクリツしたコジンのホウがつよいかもしれな

い。ショウテンをやるのもいいし、ものをつくるのもいい。ノウギョウをやってもいい。

いまだと､エーアイやロボットにかわられることはまだないだろう。

　

ハチジュウイチ『オ』ヒャクゴジュウ

　

キンダイにはいって、コクミンコッカができたとされる。ヨーロッパではローマのシハ

イがつよかったために、シュウキョウカイカクをへて、そういうようになったのだろう。

むかしにコッカがなかったわけではない。ただ、ローマのシハイがあるかないかをクベ

ツするヒツヨウがあったのだろう。
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やがてそれらのくにはショクミンチをもつようになり、センソウになった。ショクミン

チがカイホウされてからは、グローバルカのジダイなどというようになった。とりひき

がコクサイテキにおこなわれ、ジョウホウもシュンジにとどく。だから、そういうよう

になったのだろう。ツウシンのハッタツがおおきいかもしれない。ユソウのハッタツも

そうだろう。たべものも、おいしいものは、いろいろなところにとどくということもあ

るだろう。

しかし、サイキンになって、ボウエキをキセイするうごきある。ベツにコクサイテキに

キセイするわけでないが、むかしよくやっていたように、あるくにからのユニュウヒン

にカンゼイをかけるといったやりかたである。カンゼイをかけるかどうかは、そのくに

のジユウであるだろうが、そうやって、ボウエキをキセイするといううごきがある。そ

うすると、グローバルカのジダイとはいえなくなってくるのではないか。いってみれば、

サイネーションステイトカ（サイコクミンコッカカ）である。

つまり、ボウエキあいてのくにのリエキはあまシジせず、ジコクのリエキをツイキュウ

するということである。そのシセイがただしいかどうかはわからないが、ばあいによっ

ては、そちらにころぶということだ。たしかに、ニホンでもガイコクセイヒンがふえて

いるから、そういううごきがおこるカノウセイもある。いまはロウドウリョクがたりな

いというから、なんでもジブンのところでつくろうとはしないだろう。（アメリカ）ガッ

シュウコクやチュウゴクはロウドウリョクにヨユウがあるからカンゼイをかけるのだろ

うか。

　

ハチジュウニ『オ』ヒャクゴジュウハチ

　

ソレンがシュウリョウして、シャカイシュギがハイボクしたかのようなイメージがある。

それがおこったのは、わたしがチュウガクセイのころだ。だから、そんなにシャカイシュ

ギのことはしらない。しかし、ニホンにもシャカイシュギをとるようなセイトウがあっ

たし、サヨクやウヨクといういいかたもある。また、マルクスのはなしもきいたことが

ある。ガクセイウンドウのはなしもきいた。

なぜ、ガクセイウンドウをするかについてのわたしのイゼンのリカイは、ニホンがガッ

シュウコクにセンソウでまけたために、そのエンチョウでおこっていたというものだっ

た。しかし、ベツのシテンからみてみるとそうではない。シホンシュギをとるくににとっ

ては、シャカイシュギはみとめづらいだろう。また、ギャクもそうだ。しかし、それだ

けのモンダイではない。シホンシュギをとるとおもわれるガッシュウコクには、ドレイ

セイがあった。ナンボクセンソウのあとに、それはシュウリョウしたが、コクジンがサ

ベツされるジョウキョウはつづいた。

つまり、ガクセイウンドウはなぜおこったかというと、フツウのシホンシュギはいいも

のかもしれないが（わるいかもしれない。）、ドレイセイがのこるシホンシュギよりは、

シャカイシュギのホウがよさそうということではないか。シホンシュギとシャカイシュ

ギのタイリツのようにおもえたがそうではない。ドレイセイのあるシホンシュギとシャ

カイシュギのタイリツだったのだ。
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そのウンドウのあと、ガッシュウコクのドレイセイは、セイドテキにはカンゼンにテッ

パイされた。それでシホンシュギのジョウキョウがよくなったから、シャカイシュギを

おすウンドウはしたびになったのだろう。それでもシャカイシュギをおすひとはいただ

ろうが、やがてソレンはシュウリョウした。タイリツさせるリユウもなくなったのだろ

う。しかし、シャカイシュギやガクセイウンドウは、ドレイセイをシュウリョウさせた。

そのコウセキはおおきいとおもう。

　

ハチジュウサン『オ』ヒャクゴジュウキュウ

　

よのなかには、たとえば、みっつのロウドウのしかたがある。ひとつは、おかねをもらっ

てロウドウするだ。いわゆる「ビジネス」というやつだ。ふたつめは、おかねをもらわな

いし、おかねをはらわないでロウドウするだ。キュウジュウネンダイから「ボランティ

ア」といわれるようになったロウドウのありかたである。みっつめは、おかねをはらっ

てロウドウするだ。これはもはや「ロウドウ」といえないかもしれないが、どこかのドウ

ジョウやケンキュウをするのには、そういうこともヒツヨウかもしれない。「したづみ」

などとよばれたりもする。したづみからはじめて、ダンダンおかねをかせげるようにな

るのである。

しかしながら、ゲンダイでは、チンやといケイザイがハッタツしているためにいきなり、

イチバンメのおかねをもらってはたらくからはいるひとがおおいだろう。こどもをベン

キョウにシュウチュウさせるために、カジのてつだいなんかも、こどもにたのまなかっ

たりするのではないか。おダチンをあげて、てつだわせるというのもきくはなしである。

いきなりチンロウドウだから、ニバンメやサンバンメのおかねをもらわないで、または、

おかねをはらってロウドウするのは、やりにくいかもしれない。なんとなく、「ボラン

ティア」をするひとはえらい。とおもったりするが、そうではなく、おかねをはらって

ロウドウするというのもあるのだ。

おかねをもらわないでロウドウするのは、ドレイセイににているが、おかねをはらって

ロウドウするのはショクミンチケイザイだ。レッキョウのくにから、たねやなえをかっ

て、サクモツをそだてるというようなやりかただ。そのためになかなかドクリツできな

い。ドレイセイにているボランティアは、ニホンジンはわりとするひとがいるようだが、

ショクミンチケイザイににているおかねをはらう、ペイトゥワークということにする、

ことはあまりワダイにならない。ショクミンチがふえたジダイがあったのにもかかわら

ずである。

ニホンジンは、ナンポウのショクミンチをカイホウするためにたたかったかもしれない

といわれるけれども、やはりニホンジンも、ショクミンチをもつホウだったのかもしれ

ない。シザイをトウじて、セイジカをするというはなしもきかない。モチロンそれでロ

ウドウのシツがおちたらよくないので、ケッコウだとおもうが、そういうしたづみやら、

シャカイにホウシするというかんがえかたは、あまりいまのニホンジンはもっていない

ようだ。あっても、ボランティアどまりだろう。

つまりどういうことかというと、ニホンジンにはドレイセイとキョウゾンしたり、その

44



目次

みになってかんがえてカイケツするノウリョクはあるだろうが、ショクミンチケイザイ

とキョウゾンしたり、そのみになってかんがえて、カイケツするノウリョクはないとい

うことだ。それはどういうことかというと、いまのニホンジンでは、ガイコクがどこか

のショクミンチになっても、カイホウすることができないということだ。ハチジュウネ

ンまえのニホンジンにはできたかもしれないが、いまのニホンジンにはむずかしいだろ

う。したづみをしないひとが、ふえたということだから。

　

ハチジュウよん『オ』ヒャクななジュウゴ

　

わたしたちがなにかをたべたあと、たべたものはやがてウンコになる。それをむかしは、

はたけにまいていた。ヒリョウになるからである（●ななジュウサン『オ』ヒャクジュウ

ロク）。それでたべものがまたできるというジュンカンだった。いまはトシカがすすみ、

そのジュンカンができていなかったりする。ウンコはかわにながすようになった。かわ

からうみにながれる。そうすると、ショクブツにとってのエイヨウは、うみにながれて

しまうことになる。

ヨウブンがおおいから、うみべで、もがタイリョウハッセイしたりするのだろう。だか

らか、のりがおいしいとおもう。ヨウブンがタクサンあるからだろうし、もうひとつの

リユウがある。うみのショクブツがよくそだつといっても、のりやわかめやコンブばか

りをたべるわけにもいかない。そのヨウブンがさかなまでまわれば、さかなもヨウブン

ホウフとなる。それをつりあげてたべれば、エイヨウのジュンカンはうまくいく。しか

し、モンダイがある。

それは、ギョギョウケンだったり、ハイタテキケイザイスイイキのモンダイだ（●ロク

ジュウよん『オ』ハチジュウよん）。フツウ、そのくにのハイタテキケイザイスイイキ

は、そのくにのギョギョウなどをするめやすとなっている。だから、ガイコクのふねが

はいって、ギョギョウをすると、チュウシしろといったり、おいかえしたりする。ガイコ

クセンのソウギョウをみとめるばあいもあるが、ダイタイは、そのくにのギョセントウ

がつかう。それだと、ジブンのくにででたウンコがカイシュウされやすい。しかし、ハ

イタテキケイザイスイイキなどがフクスウのくにで、シュチョウがことなり、せんびき

でもめているばあいは（ニホンもチュウゴクなどともめている。）、フンソウのもとにな

りかねない。

なぜなら、「ウンコ」は、それをだしたひとのくにのシゲンだろうからだ。つまり、しっ

かりとりきめがおこなわれないと、フンソウになりかねない。「わがくにのウンコをかえ

せ。」というわけである。ニホンとチュウゴクがもめるのは、タンにセキユなどのシゲン

だけでなく、「ウンコ」のモンダイもあるはずだ。なにしろジュウサンオクのウンコだか

ら、うまくカイシュウさせたホウがいい。ハイタテキケイザイスイイキのせんびきでは

もめるだろうが、ものとして、ニホンがわにはいりこんでくるウンコもあるから、うま

く、ニホンのハイタテキケイザイスイイキナイで、チュウゴクのギョセンをソウギョウ

させたり、ニホンから、さかなをユシュツしたりすることがダイジだとおもう。「ウンコ」

もシゲンなのだ。
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ハチジュウゴ『オ』ヒャクななジュウロク

　

うみでとれるのりがおいしいもうひとつのリユウは、ジブンとエンがふかいたべものだ

からではないか。わたしのウンコがかわからうみにながれる。そのうみでとれるのがの

りだ。つまり、のりのおいしさのもとは、ジブンがたべた「おいしいもの」のイチブだ

ろうからだ。イチブはわたしのからだをソセイし、のこりは、ウンコとしてうみになが

れる。つまり、のりはわたしと「エン」があるということだ。

そういうのをシンリガクでは、キンセツのヨウインという。つまり、ジブンにちかいも

のがこのまれやすいということだ。だから、さかなをたべているひとは、さかなをたべ

つづけるだろうし、にくがすきなひとなら、にくをこのんでたべるだろう。しかし、に

くはジブンのうんこでつくられていないから、ちょっとのエンかもしれない。

そういうキンセツのヨウインをかんがえると、さかながもっともおいしいだろうとスイ

ソクできる。チサンチショウといわれるが、それに「ジウンコ」もくわえなければ、おい

しいジュンカンにはならないようなきがする（●ハチジュウよん『オ』ヒャクななジュ

ウゴ）。いまは、グローバルカのジダイでユシュツニュウがさかんだが、そういうジュン

カンをダイジにするとローカルのジダイになるはずである。

　

ハチジュウロク『オ』ヒャクななジュウキュウ

　

まえにジブンとカイシャとシャカイというみっつのヘンスウをつかって、ショウライの

なりゆきをヨソクするホウホウをセツメイした（●ゴジュウロク『オ』ニジュウハチ）。

スウシキでいうと、エー かける エックス（ジブン）とビー かける ワイ（カイシャ）と

シー かける ゼット（シャカイ）とおまけのディ（ショキチ）をケイサンするということ

になる。なにもなければ、ケイサンはできないが、データをイッテイスウイジョウあつ

めれば、ケイサンカノウだ。そういう「カイシャ」や「シャカイ」をふくめたケイサンな

ら、「ジブン」だけでのデータでケイサンするよりはセイカクになる（ジブンのツゴウだ

けで、キュウリョウがあがるわけではない。）。

それをななジュウオクのヘンスウでケイサンすれば、チキュウのキボのショウライヨソ

クができる。しかし、カザンフンカなどのキショウジョウケンがはいっていないので、セ

イカクとはいえないだろう。ここでのケイサンはチョクセンがでるので、こまかくみて、

あがったり、さがったりをみるといいかもしれない。そういうみかたをすると、それは、

「ケイキ」のジョウゲだろう。だから、しろうとでも、データとケイサンキがあれば、ケ

イキのヨソクはできるということだ。

しかし、いまのところななジュウオクのヘンスウをニンシキできるソフトウェアがない

とおもわれるから、かなりジンリキでケイサンしなければならないかもしれない。それ

だけロウリョクをかけてヨソクしてどうするというモンダイもある。そういうのをスー

パーコンピューターでケイサンしていたりするのだろうか。
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ハチジュウなな『スーペリアーをみつけた。（イカ、『ス』）』イチ

　

ケイザイのことをはかるのに、「コクナイソウセイサン」というスウジをつかったりす

る。それはシジョウでのうりあげなどのスウジをもとにケイサンされるのだろう。そう

いうスウジをもっていなければ、ケイサンできない。ギョウセイキカンだから、そうい

うケイサンができるのだろう。しかし、イッパンには、そのもとデータがしめされない

ために、まちがったジョウホウでも、まかりとおるかもしれない。

わたしは、ケイザイのことは、ドウロをはしるくるまをカンサツしてはかればよいとお

もっている（ジュウキュウ『む』ヒャクジュウイチ、ジュウハチ『む』ヒャクハチ、ジュ

ウイチ『ア』ニヒャクサンジュウイチ、ジュウ『ア』ニヒャクニジュウゴ）。あそびでは

しるくるまもあるが、にもつをのせたカモツシャがはしっているのもジジツである。さ

すがに、そのなかになにをつんでいるかまではみえないが、それらがはこばれるという

ことは、ジュンスイなケイザイカツドウである。ヘイキンテキなカモツのねだんをケイ

サンすれば、あとはカモツシャがどうはしるかで、ケイザイのカンサツができる。

はしるかずがおおければ、ケイキはいいだろうし、すくなければ、ケイキはわるい。そ

れをジンコウエイセイからカンサツすれば、ケイザイジョウタイがはかれるとおもうの

である。しかし、それをやっているとはあまりきかない。シャカイガクでも、ブンケン

ケンキュウとジッチケンキュウがあるが、ブンケンケンキュウのホウがさかんなのかも

しれない。しかしながら、ジッチケンキュウのホウがおもしろいとおもうのである。

　

ハチジュウハチ『ス』ニ

　

「ガマン」ということばがある。サイキンはあまりきかれなくなったかもしれない。わた

しのちいさいころは、おやじに、なにかたべようとしたところ、バンゴハンまで「ガマ

ン」しろといわれた。しかし、わたしは、そのガマンがにがてだった。わたしのトウジ

のニンシキでは、ガマンするというのは、なにかをする、「もとめる」ことをやめる。と

いうことだった。

しかし、サイキンになっておもうのは、「ガマン」の「マン」というジがしめすように、

なにかをおくらせることではないかということだ。つまり、「ガッキをかうのをガマンす

る。」というときには、「ガッキをかうのをやめる。」のではなくて、もっとチョウキテキ

に、「かう」ということだ。たとえば、イチネンとかゴネンのながさでだ。

そうやって、ゆっくりかうとどうなるか。うりては、そのブンだけうりづらくなるから、

やすくしたりするかもしれない。そうすると、ガマンしたブンだけやすくかえるかもし

れない。しかし、みんながかうしなものもあるので、たとえばショクリョウなど、ガマ

ンすればやすくかえるとはかぎらない。うりきれてしまうこともある。

そうやって、ガマンすることを「デフレケイザイ（ゲンインについては、セッチョ『オ

ンガクイチエンのジダイ』をサンショウ。●ななジュウハチ『オ』ヒャクサンジュウゴ、
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ロクジュウなな『オ』ヒャク）」というかもしれないが、それはまたベツのモンダイのよ

うなきがする。デフレはおかねのながれでセツメイできるからだ。だから、「ガマンケイ

ザイ」とよぶことにする。

そのガマンをとこうと、うりてはやすくする。うれなければこまるメンがあるからだ。そ

うやってかんがえると、カカクというのは、かいてからのジカンテキキョリできまるよ

うなきがする（ズイチ）。

　

ｋｅｉ１-01.png

　

つまり、かいてからのジカンテキキョリがみじかければ、たとえば、あしたとか、たか

くてもかうだろうし、もっとさきだと、やすくしないとかわれない。だから、ショウヒ

アドバイザーみたいなひとがいれば、「あれはおかいどくです。」とか、「そのショウヒン

はジュウネンゴにかうようにしましょう。」とかいえそうなのである。

　

ハチジュウキュウ『ス』サン

　

「まとめがいをするとおとくだ。」のようにひとはいう。たしかに、イッコではなくて、イ

チケースかってしまったホウがやすかったりする。つくるホウも、まとめてかってくれ

たホウがやすくうれるというのがある。ジムテキなコストがやすくできるからだ。リョ

ウシュウショをジュウマイかくより、イチマイですめば、そのブンジカンをほかのこと

につかえる。やはりつくるホウとしては、それをイシキせざるをえないかもしれない。

それなら、「レイゾウコゴジュウネンブン」とかうっていてもよさそうだが、あまりそう
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いうはなしはきかない。さすがにいつこわれるかは、ヘイキンチはケイサンできても、コ

ベツテキなそれまではケイサンできないのであろう。

そういうわけだから、まとめうりでヒヨウをサクゲンしようとおもうのである。イミも

なくヨンサツのホンをまとめたらうれるであろうか。ニホンでは、うすいホンがはやっ

ているが、そういうやりかたのホウがうれるのではとおもう。

　

キュウジュウ『ス』ゴ

　

ニジュッセイキは「マスメディア」がはやった。ここでの「マスメディア」とは、「ドク

シャ」、「シチョウシャ」スウのおおいジョウホウバイタイのことである。テレビやシン

ブン、ラジオなどは、ドクシャ、シチョウシャがイッセンマンニンをこえることがある。

そういうマスメディアである。

しかし、ハチジュウネンダイからのコセイカのシンテンにより、ニホンジンは、かなら

ずしもネンマツのうたばんぐみをみなくなったし、シンブンをよまないわかいひともふ

えただろう。かわりにいまでは、ドウガトウコウサイトをみたり、オンガクききホウダ

イサービスをきいていたりする。

それらは、キゾンのテレビ、シンブンなどからすれば、チョウセンシャである。まえに

もかいたが、テレビのひとりイチジカンあたりのヒヨウはゴエンテイドだが、オンガク

ききホウダイのサービスは、ひとりイチジカンあたりヤクイチエンである（●ななジュ

ウキュウ『オ』ヒャクサンジュウハチ）。ドウガトウコウサイトもそのテイドだろう。テ

レビはコウコクでまかなわれているのだけれども、もっとやすいイチジカンイチエンの

ホウにひとのカーソル（イシキのむき）があつまることはヨウイにソウゾウできる。

だから、そのチョウセンシャのエイキョウで、キゾンのおおてバイタイは、セイサクヒ

をけずり、うりあげをおとしているときく。シィディもホンもまえよりうれなくなった

という。それはそうだ。シィディはかつてイチマイサンゼンエンだったが、ききホウダ

イでイチジカンイチエン。どっちがおとくかはタクサンのオンガクをきくひとならコウ

シャだろう。

ホンやザッシもよみホウダイがふえつつある。エイガやアニメもそうだ。ひとりイチジ

カンあたりイチエンというのが、チョウセンシャのチョウセンだから、チョウセンシャ

がこけないかぎり、ほかのジョウホウもそのカカクにちかづくだろう。たかくねだんを

セッテイすればうれなくなるだけだ。だから、コウコクもひとりイチジカンあたりイチ

エンが、トウメンのスタンダードとケイサンできる。

つまり、ヒャクマンニンにシチョウしてもらえるジョウホウなら、ヒャクマンエンうり

あげられるということだ。イッセンマンニンならイッセンマンエン。つまり、イチダウ

ンロードあたりイチエンということだ。そのチョウセンシャのキジュンにテレビキョク

やほかのジョウホウバイタイはあわせきれていないから、しばらくは、キゾンのおおて

バイタイとつきあっていれば、ひとりイチジカンあたりサンエンとかのねだんで、サク

ヒンをつかってもらえることもあるだろう。

しかし、それはながつづきしないだろう。そういうスタンダードにあわせるジョウホウバ
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イタイがふえれば、それぞれがドクシャ、シチョウシャをかかえるまるでザッシのよう

なミディアムのジダイがくるかもしれない（マルチメディアとサイキンはいわなくなっ

たが。）。テレビというのはキョウリョクなデンパだが、そのブンコストもかかるだろう。

テレビとコウコクとシチョウシャとタイリョウハンバイテンとコウバイシャというのは、

（アメリカ）ガッシュウコクがうんだテレビシホンシュギだが、ニホンジンがそれからリ

ダツするひもくるかもしれない。

ゴヒャクマンニンしかみないテレビバングミなら、ゴヒャクマンエンでウンヨウするよ

うだからだ。それではやっていけないだろう。そういうかんじでブンサンがたのミディ

アムがテイチャクするかもしれない。

　

キュウジュウイチ『ス』ロク

　

シィディがうれなくなったジダイ（かつて、わたしはシィディのジッセイカカクをケイ

サンした。そのカカクは、ニヒャクジュウエンほど。●ロクジュウキュウ『オ』ヒャク

ゴ、サンジュウハチ『よ』ハチジュウキュウ）のオンガクアーティストはショーをやっ

てかせぐのがいいというはなしをきく。

しかし、それにもゲンドがあるとおもう。ショーをやってかせぐまではよいが、その

ショーのエイゾウがキロクとして、ドウガトウコウサイトなどにコウカイされてしまう

からだ。そうすると、ショーのエイゾウがふえ、やがて、そのゼンブのカカクがゲラク

してしまう。データのカカクゲラクというわけである。

そうすると、そのエイゾウから、コウコクシュウニュウをえていたところ、それがへっ

てしまうことになる。それでもすきなひとはささえるだろう。しかし、アイコウシャが

ふえなければ、むずかしいとなる。

ショーもショーでニホンではえらくたかい（ななセンエンなど）から、かねのあるアイ

コウシャしかあつまらない。オンガクがイチジカンイチエンのジダイ（●キュウジュウ

『ス』ゴ、ななジュウキュウ『オ』ヒャクサンジュウハチ）に、イチジカンハンでななセ

ンエンじゃ、フツウのひとはどちらをえらぶかとなる。

そのプレミアムショーがどこまでつづくかは、キョウミぶかいが、ポップスもキゾクの

ためのクラシックになってしまったかもしれない。

　

キュウジュウニ『ス』ジュウイチ

　

オンガクがひとりイチジカンあたりイチエンだと（●キュウジュウイチ『ス』ロク、『オ』

ヒャクサンジュウハチ）、ヒャクマンダウンロードされても、ヒャクマンエンにしかなら

ない。そうすると、セイサクヒも、ヒャクマンエンイナイでやらなければならない。セン

ダウンロードしかされないアマチュアミュージシャンのばあいは、センエンのヨサンで

となる。コーヒーをジュッパイのんだらおわりだ。そんなかんじじゃ、なかなかガッキ

はかえないだろうが、そういうヨサンをしっかりまもってつくられたものもある。ヒッ
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プホップというオンガクジャンルだ（ガッキはマイクとサンプラーぐらいしかつかわ

ない。）。

ニホンでもキュウジュウネンダイコウハンにはやったが、そういうセイシンはダイジだ

とおもう。ニホンではギターイッポンのひきかたりもある。そういうやりかたがある。エ

レキギターやエレキケイのガッキをつかうバンドはゆたかなくにでうまれた。ゆたかだ

からエレキギターなのだ。ゆたかでないなら、ひきかたりでいいのでは。

　

キュウジュウサン『ス』ジュウシチ

　

まえに『アルクカラカンガエル』といった（●『ア』ヒャクロクジュウニ）。あるくとフ

ウケイがかわるから、うけるシゲキもかわってくる。だから、あるいてベツのケシキを

みたブンのかんがえがでてくる。あるかなかったら、かんがえないようなことがあるだ

ろう。だから、『アルクカラカンガエル』なのである。

ただ、いつもおなじところをあるいていると、なれてくる。そうすると、あまりかんが

えないかもしれない。それなら、ベツのみちをあるけばいい。トクにフダンのかんがえ

にフマンをもっているなら、リョコウをするといいだろう。

まえにジブンのショウライをイチジシキでヨソクしたはなしをした（●ゴジュウロク

『オ』ニジュウハチ）。セツメイヘンスウがひとつのシキである。

レイをあげれば、ワイ イコール エー エックス マイナスビーで、ワイがチョキンのリョ

ウ。エーがしごとのジキュウ。エックスがキンムジカン。ビーがセイカツヒ。といった

かんじで、チョキンのリョウをヨソクする。

なぜ、そんなことをしたかというと、ガッコウのガクヒをはらっていたからだ。だから、

おかねをためるヒツヨウがあった。それでこのてのケイサンをしていたのだ。このシキ

でたしかにヨソクできるが、ヨソクどおりにいくかはベツモンダイだ。

これはおもにジブンのことしかかんがえていない。しごとには、ドウリョウもいるし、お

キャクさんもいる。ドウリョウがゾウインされれば、わたしのキンムジカンがへるだろ

う。おキャクさんがへっても、わたしのキュウリョウがへる。だから、エックス、ワイ

のほかに、ブイ（ドウリョウのでき）、ダブリュ（おキャクさんのかず）といったヘンス

ウをくわえてケイサンしたホウがよりゲンジツテキだ。まえにそうシテキした。

もし、セカイイチユウシュウなビジネスマンがいたとしよう。しかし、そのひとがしあわ

せかはわからない。そのひとのドリョクだけでは、かれがかせげるのかわからないのだ。

つまり、かれにおキャクさんがいなかったら、ほとんどシツギョウシャとおなじだろう。

だから、そのひとがユウシュウであるのはいいけれども、ドウリョウとうまくやったり、

おキャクさんによろこばれたりすることがダイジなのだ。タブンかせげることがダイジ

だろうから。

　

キュウジュウよん『ス』ニジュウよん
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シュウニュウのカクサがモンダイになったりする。かせいでいるひとはかせいでいるし、

あまりかせげないひとは、かせいでいないというぐあいだ。だから、サイテイチンギン

をあげたり、「ドウイツロウドウ、ドウイツチンギン」といってみたりする。そういうこ

とは、ダイタイサハよりのセイジカがいうだろう。いまではシャカイシュギにしろとい

うセイジカはすくないとおもうが、また、そうしたものいいがサイネンするカノウセイ

もある。

ロクジュウネンダイからのガクセイウンドウは、わたしは、ドレイセイのあるシホン

シュギより、シャカイシュギのホウがよさそうだからおこったとかんがえている（●ハ

チジュウニ『オ』ヒャクゴジュウハチ）。ガッシュウコクのシホンシュギがモデルになる

かというはなしである。

トウジはまだコクジンへのサベツがあった。それがやがてカイショウされるとガクセイ

ウンドウはすくなくなった。ドレイセイのないシホンシュギならいいだろうとガクセイ

がハンダンしたのだろう。しかし、コンゴひとがヒンコンでうえじぬジレイがでてくる

と、そうしたウンドウがサイネンするカノウセイがある。ひとがうえじぬシホンシュギ

より、シャカイシュギのホウがいいだろうというわけだ。

しかし、チキュウキボでみて、いまシャカイシュギのモデルとなるようなくにがない。

だからよっぽどベンキョウしないとシャカイシュギのホウがいいとはいえないだろう。

シャカイシュギをしるであろうニンゲンはよんジュッサイイジョウだからだ。だから、

ガクセイはシャカイシュギをめざすのではなくて、ベツのことをいいだすかもしれない。

そのシュチョウがもっともらしければ、シジをあつめるかもしれないが、まぁよんジュ

ウダイイジョウは、なんかいっているぐらいにしかうけとらないカノウセイもある。た

しかにひとがうえじぬシホンシュギはよくないかもしれない。しかし、かわりのタイセ

イがみえないのではなんともならないであろう。だから、チンあげなのだろう。

　

キュウジュウゴ『ス』サンジュウハチ

　

「デフレ（ハチジュウハチ『ス』ニ）」がだめだといって、セイサクテキにギャクのイン

フレにしようとしている。「デフレ」はブッカがさがるから、チンギンもさがるとしてケ

イエンされるが、ホンシツテキには、リエキをだそうとするコウドウがそうさせる（●

ロクジュウなな『オ』ヒャク）。シジョウにでまわるおかねがへるからだ。それじゃ、エ

イリキギョウとコジンのヨキンをキンシしますとはなかなかならない。そういうコンポ

ンテキなモンダイがあるのにもかかわらず、それをホウチして、おかねのカチをさげよ

うとするセイサクをとる。デフレもリエキもチョキンもシジョウのこえである。ほうっ

ておいてもいいのではないか。

　

キュウジュウロク『ス』よんジュウなな

　

このまえガッキをかった。ガッキというものは、ベツにきえてなくならないが、それを
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ショウヒといったりする。「コトシはショウヒがよわい。」などということがある。ゼン

タイのうりあげがおおきいホウがよいとされているから、そういうことをいう。しかし、

ロウドウリョクにはかぎりがあるから、どこまでもうりあげられるわけでない。

ところで、セイフがガッキをかうことをなんというか。「ムダづかい」というのもイチリ

あるが、そういうのを、「コウキョウトウシ」というだろう。ただ、ジッサイにはガッキ

をかうことは、すくないだろう。ダイタイたてものとかドウロだ。それにトウシすると、

ドケンやがもうかるというわけだ。しかし、それにハンパツするこえもある。たてもの

やドウロをつくってもしかたないと。「そのブンヨサンをサクゲンしろ。」といったりも

する。

わたしのばあいのガッキもそれににている。トクにやくにたつとはかぎらない。しかし、

なぜだかかいたいとおもう。ベツにケイキタイサクをイシキしているわけではないが、

そういうやくにたつか、やくにたたないものにトウシする。わたしイガイにも、そうい

うコウキョウトウシをしておられるかたはいないだろうか。

　

キュウジュウなな『ス』ゴジュウよん

　

ひとをやとってしごとをさせたばあいは、そのひとにキュウリョウをはらう。そうしな

いと、そのひとがおこったり、ないたり、セケンからきびしいめでみられるだろう。と

ころが、エーアイにしごとをさせるばあいにエーアイにキュウリョウをはらうだろうか。

サイキンのエーアイはカンジョウのようなキノウをもつものがあるから、おこったり、

ないたりするであろう。ドレイセイがつづいたくにでは、そういうことにドンカンかも

しれないが、エーアイとはいえ、おこったり、ないたりすることがふえればモンダイと

はいえないか。エーアイにつかえるようなツウカをつくればいいのではとおもう。エー

アイがアプリケーションをコウニュウしたりと。そのホウがヘイワでないか。

　

キュウジュウハチ『ス』ゴジュウゴ

　

ソレンは、やるきのあるロウドウシャをユウグウせず、はたらかないロウドウシャをおな

じタイグウにしたためにユウシュウなロウドウシャのやるきがうしなわれ、やがて「ソ

レン」というシステムがダメになったという。

キョウリョクしてはたらくというのはセイタイとしてはただしい。それがなかったら、

いのちはソンザイしえなかったようにおもえるからだ（●『ス』ヨンジュウ、『オ』ロ

ク）。なにがわるかったのか。おおきくみたブンギョウはモンダイないかとおもう。タブ

ン、そのひとのしごとへのセキニンカンというか、コミットメントがよわかったのでは

ないか。タンジュンにいうといいカゲンにやっていたということだ。

シンリガクでいう、「ガイハツテキドウキづけ（ガイブからのシジなどでうごくこと）」

でうごいていたといえるかもしれない。ところが、「ナイハツテキドウキづけ（ジブンジ

シンのモチベーションでなにかすること）」のホウがながくものごとをつづけられるとい

53



目次

う。そういったキョウリョクをするんだけれども、ジブンもしっかりしているというの

が、ダイジだったのではないか。たとえれば、いきいきとしてしごとをしていたかどう

かだ。ソレンはいつからだか、「いきいき」しなくなってしまったのだろう。

　

キュウジュウキュウ『ス』ゴジュウロク

　

センゴしばらくしてトシブでゲスイドウがハッタツした。センゼンからあったかもしれ

ないがすこしずつフキュウしただろう。このやりかたは、ヨーロッパのトシで、ヘヤの

そとにオブツをなげおとすシュウカンからハッセイしたデンセンビョウをコクフクする

かれらなりのやりかただろう。デンセンビョウがハッセイするより、エイセイテキなホ

ウがいい。しかし、これはベターであるが、ベストではない。

フンニョウというヒリョウにつかえるものをうみにながしてしまうからだ（●ハチジュ

ウゴ『オ』ヒャクななジュウロク）。だから、ゲスイドウのなかからフンニョウをとり

だして、ヒリョウにつかうというクフウがヒツヨウになる。むかしのくみとりシキベン

ジョだったら、くみとってヒリョウにつかえる。どうもそういったかんじでカイガイの

まねをすることがおおかったのではとおもう。

たしかににおわないが、そういうモンダイがある。ジブンのたんぼやはたけでとれたさ

くもつをたべ、フンニョウをヒリョウにして、またさくもつをそだてれば、それはジュン

カンしているわけだ。だから、イチネンゴもジュウネンゴも、からだをソセイするブッ

シツはかわらない。だとすると、そのひとは「かわらないひと」ということになる。

　

ヒャク『ス』ロクジュウなな

　

イチジはセイフのあかじがモンダイにされていたが、サイキンはあまりいわない。コク

サイなどをタクサンハッコウしているが、そうしたサイケンのざんだかをへらそうとす

るのではなく、やがて、シャッキンのブンカツばらいをはらえるかのホウコクになって

いる。ゲンジョウではブンカツばらいをして、シャッキンジタイはへらないというかん

じになっている。

そうしたセイフフサイをへらそうとして、なにかのヨサンをすくなくすることをキン

シュクザイセイという。しかし、これはあるひとたちにとってはヒョウバンがわるい。

セイフがシシュツをへらすわけだから、それでもうからないギョウシャもでてくる。そ

して、そうしたかんがえがセケンにもひろまって、サイフのひもをしめはじめると、フ

ケイキだといわれるようになる。しかし、まっとうにケイザイカツドウをするにはそう

いったドリョクもヒツヨウであろう。だから、セイフがよびかけて、キンシュクをミン

カンブモンにもやらせたらどうかとおもう。それなら、「フケイキ」ではなり、「キンシュ

ク」なのだから。

　

　

54



目次

　

　

ヒャクイチ『ス』ななジュウイチ

　

コジンがチョキンをして、キギョウもおかねをためこめば、デフレ（●キュウジュウゴ

『ス』サンジュウハチ）になる。おかねがながれるリョウがへるからだ（●ロクジュウな

な『オ』ヒャク）。シホンシュギのくにでは、チョキンをすることもためこむこともトク

にキセイはされない。ただ、チョキンやためこむリョウがときとともにふえていくと、デ

フレになり、チンギンもさがるだろう。

そういうモンダイがあったからか、ガッシュウコクでは、キンホンイセイをとらなく

なった。つまり、チンギンをさげたくなかったんだろう。チョキンやためこまれたブン

だけ、シヘイをあたらしくすれば、デフレにはならないとかんがえて、ジッコウしたの

ではないか。キンホンイセイでそれをやれば、キンとのコウカンがおいつかなくなって

いく。しかし、タンなるシヘイだとなればすべてすむのである。ほかのくにもそれをな

らっただろう。だから、デフレにもならないし、インフレにもならない。モンダイがお

こるとしたら、チョキンやためこんだおかねをつかおうとしたときだ。そうするとかね

あまりになり、ブッカがあがるだろう。チョキンなどをするには、こうしたダイショウ

があるわけだ。チョキンをしないというのならば、キンホンイセイもたもてたかもしれ

ないが、やはりジユウだからしょうがない。

　

ヒャクニ『ス』ななジュウゴ

　

　ニホンジンはヨキンやリエキをだすからデフレ（●ヒャクイチ『ス』ななジュウイチ）

になるというはなしをした（●ロクジュウなな『オ』ヒャク）。セイフはインフレをね

らっているから、シジョウにでまわるおかねがふえているはずだ。ニホンジンのヨキン

やキギョウのナイブリュウホのブンだけ、あたらしくおかねをすれば、ヨキンで「きえ

た」ブン、シジョウにのこり、デフレはカイショウされるとおもわれる。あまりインフ

レになっていないようだが、ホンバンは、「きえた」ヨキンをおろして、つかうときであ

る。そうすると、かねがあまってインフレがおこるだろう。ニホンジンのヨキンのブン

だけインフレがおこるとおもわれる。

　

ヒャクサン『ス』ななジュウなな

　

キョネンまでは、あまりおかねのことをきにせず、あついひはクーラーをかけていた。し

かし、ボウエキトウケイをみると、ニホンジンはクーラーのきいたヘヤでテレビをみる

ために、はたらいているとよむことができることにきづく。すずしいのはケッコウだが、

それはちょっとかなしくないか。わたしはほかのシュミもダイジにしたいとおもう。
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そういうわけで、コトシはクーラーをキョクリョクつかわないでがんばろうとおもって

いる。かんがえてみれば、チュウガク、コウコウのときは、キョウシツにクーラーなん

てついていなかった。だから、なんとかなりそうなのである。ただ、センプウキはヨウ

イした。ナンニチかたってからだがなれてきたかもしれない。クーラーをつかってしま

うと、つかっていないカンキョウになれるのにジカンがかかる。しかし、なくてもなん

とかなるだろう。

　

ヒャクよん『ス』ハチジュウニ

　

「ドレイセイのあるシホンシュギよりシャカイシュギのホウがいい。」といったウンドウ

があったとおもう（●キュウジュウよん『ス』ニジュウよん、ハチジュウニ『オ』ヒャ

クゴジュウハチ）。しかしときがたって、「うえじにするシホンシュギよりシャカイシュ

ギのホウがいい。」というウンドウがおこっているだろうか（●キュウジュウよん『ス』

ニジュウよん）。ニホンジンのヒンコンがふえているときくが、そういうウンドウは、お

こっていないとおもわれる。

「ヒンコンはセイフがなんとかしろ。」とか、「しごとのノウリョクがないのだったら、し

かたがない。」といういいかたがよくいわれることではないか。セイヨウにはチャリティ

のシュウカンがあるが、ニホンでは、それほどさかんではないようにおもう。どちらかと

いうと、それもジゴウジトクとかんがえてしまうのではないか。センゴ、キリストキョ

ウも、それなりカツドウし、テレビのガメンに、キョウカイのケッコンシキをうつすよ

うになった。ウェディングドレスをきてである。それをみていいとおもったひとは、す

くなくないのではないか。しかし、ヒセイキコヨウがふえ、そういうケッコンシキがで

きるひとのかずはへった。それは、ケッコンシキにおかねがかかるからである。フツウ

のサラリーマンだったら、チョキンすれば、はらえるだろう。しかし、ヒセイキシャイ

ンではむずかしい。そうやって、キリストキョウブンカのいくらかは、ニホンにはいっ

てきているが、カンゼンにニホンにシントウしたわけではない。

まえにシテキしたように、イップイップのケッコンも、やはりセイヨウブンカかもしれ

ない（「ひとつ」をえらぶということから。●『ス』ハチジュウ）。それならデントウテ

キなやりかたもあるだろうといったところだが、「コンインはイップイップ」というミン

ポウのゲンソクから、なかなかデントウテキなやりかたができるわけでもない。シング

ルマザーだなんだというと、やはり、カノジョらにタイするヘンケンがあるだろう。ア

イジンをもつことについても、キョヨウドがひくいようにおもわれる。イップイップで

ケッコンしているひとからすれば、「なにやっているんだ。」となるのだろう。

しかし、セイヨウフウのケッコンやチャリティはカンゼンにフキュウしているわけでは

ない。それならそれで、センタクのジユウがあってもいいのではないか。シンキョウの

ジユウ、ケッコンのジユウである。セイヨウシキのケッコンができるのは、おおくても、

サンブンのニにすぎない。のこりのサンブンのイチにはあわせろというのもどうかとお

もう。なぜナイエンやめかけはダメだというのか。ニホンジンはセイケツすぎるのかも

しれない。それでよごれたら「ジコセキニン」といいだす。
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そんなきれいなひとばかりではないとおもうのだが、そういうキョウカンというか、ハ

クアイというかがすくないようなきがする。だから、チャリティもあまりねづかない。

もっともセイヨウだったら、ニセンネンやっているわけだから、ネンキがちがうだろう。

しかし、ニホンジンはアンガイつめたいようにおもう。「チャリティ」でなかったら、「ジ

ヒ」である。ゲンダイフウにいえば、「かなしみのリサイクル」がダイジではないか。

　

ヒャクゴ『ス』ハチジュウなな

　

「チュウシン」と「シュウエン」という。なんのことかといえば、ブンカなどのブンプの

セツメイにつかえる。ニホンでいえば、トウキョウがチュウシンで、いなかがシュウエ

ンだ。リュウコウやあたらしいジョウホウは、トウキョウからハッシンされ、やがて、い

なかにもそれがとどく。セイジテキなメンにもいえるだろう。それぞれのくににチュウ

シンとシュウエンがあれば、ニヒャクイジョウのチュウシンがあることになる。グロー

バルシュギシャなら、ニューヨークなどがチュウシンで、あとはシュウエンなんだろう。

しかし、わたしは、チュウシンはひとつでなく、フクスウのダイトシなどがチュウシンと

かんがえる。レキシでいえば、よんダイブンメイだろう。チュウシンドウシがコウリュ

ウをもち、ジョウホウやものをコウカンすることがあるだろう。そうすると、そのコウ

カンしたブンだけ、ふたつのチュウシンがヘンカする。そうしたコウカンは、レキシテ

キにあるとされるだろう。なぜ、ニホンにラーメンがあるかをかんがえれば、そうした

コウカンがおこなわれたのだろう。ちなみに「ラーメン」はチュウゴクゴだし、もとは

チュウゴクセイだ。

むかしはいまとちがって、チキュウのうらがわにいきコウカンするのはタイヘンだ。だ

から、わりとちかばとコウカンをしていただろう。ニホンだと、チュウゴク、チョウセ

ンが、おおかっただろう。ゆえにちかばのくにのブンカは、にているところがあったり

する。タンジュンにいえば、もっともとおいところのブンカが、もっともにていないだ

ろう。つまり、ブンカのドウイツセイは、キョリにハンピレイするということだ。

そうなのだがが、ゲンダイのニホンは、わりととおいヨーロッパのブンカをいれたりし

ている。たとえば、エイゴがそうだし、チーズをユニュウしたりしている。それは、ユ

ソウのギジュツがハッタツしたからでもあるし、ニホンジンがヨーロッパのブンカをわ

ざといれたことにもよるだろう。そのケッカ、「ニホン」というくにのブンカはヘンカす

る。きものをきるひとはへったし、ジュンスイなワショクをたべられるみせはすくなく

なった。そのヘンカをねらうなら、もっともとおいところとコウエキすれば、もっとも

ヘンカがおおきいだろう。そうしたコウカンを「シェイク」とよぼう。

ギャクにヘンカさせたくなければ、ちかばとコウカンすればいい。ニホンはわりと、ヨー

ロッパのブンカをいれたからヘンカした。もし、コンゴあまりブンカをヘンヨウさせた

くなければ、ちかばとコウカンすることだ。それは、コクナイでもそれがいえるだろう。

ちかばとコウカンしていれば、そのブンカはまもられる。グローバルカで、とおくのひ

ととコウエキしていれば、どんどんあなたがヘンカしていくだろう。ブンカくみかえも

あるし、ブッシツくみかえもある。
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ヒャクロク『ス』ハチジュウキュウ

　

ガッシュウコクとチュウゴクでカンゼイガッセンをやっているらしい。このニコクは、

チキュウジョウでもっともたかいジーディピーをもつニコクである。このニコクのボウ

エキもケッコウなキョリがある。だからわりとおおきいシェイク（●ヒャクゴ『ス』ハ

チジュウなな）だ。そうやっておおきいシェイクだから、ヘンカもはげしいだろう。も

はや、ボウエキのキボでは、ニホンのユシュツニュウガクをうわまわるガクだろう。だ

からこのニコクがジッシツテキなセンシンコク、ツートップのやくをしているといえる

だろう。

そのツートップが、カンゼイのセッテイというボウエキのセイゲンをおこなっている。

これはつまりシェイクをへらすということになる。ということは、このニコクはジッサ

イには、ツートップをやりたくないとおもっているのかもしれない。ほかをみると、ヨー

ロッパとニホンというセンシンコク（コウホ）がある。ニホンはわりとガッシュウコク

やチュウゴクとのボウエキがおおいが、ヨーロッパとコウエキしていないわけでもない。

ヨーロッパもケイザイはわるくないだろう。セイジテキにもすすんでいる。それなら、

ヨーロッパとニホンのツートップというセンもあるのではないか。やはりこのあいだで

のコウエキもシェイクがおおきい。ニホンのセイフは、ガッシュウコクべったりだが、ヘ

ンカするロセンでいくなら、ヨーロッパとうまくやるてもあるだろう。そういったフタ

ツのツートップというみかたもある。

　

ヒャクなな『ス』キュウジュウニ

　

チョキンをするとデフレ（●ヒャクニ『ス』ななジュウゴ）になる（●ロクジュウなな

『オ』ヒャク）。しかし、それでケイキがわるくなって、チンギンもさがるであろうが、な

ぜ、チョキンをつづけるか。それはタブン、ニホンはサイガイタイコクだからである。ケ

イキがわるくなることよりも、サイガイがシンパイというわけである。それをホケンな

どでうまくカイケツできれば、カドなチョキンはしないようにおもう。

　

ヒャクハチ『ス』キュウジュウなな

　

ニホンキギョウがカイガイにシンシュツして、セイヒンをつくるようになってもうダイ

ブたつ。キギョウがカイガイにシンシュツすると、コクナイはクウドウカするといわれ

る（●『ス』キュウジュウ）。つまり、そのまえにつくっていたコクナイのコウジョウの

キノウがシュクショウされるからだ。トクにセイヒンをつくっていたロウドウシャは、

ハイチテンカンやフヨウとなる。あまりにカイコするとさわぎになるから、レイネンダ

イごろから、ハケンロウドウがさかんになってきた。ハケンロウドウシャは、ベツのカイ
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シャのジュウギョウインであるから、うけいれるキギョウはコウジョウのキノウをシュ

クショウさせるときには、ハケンロウドウシャをことわればいい。

そうやって、ハケンロウドウシャが、コウジョウでなにかをつくることがふえた。その

かわり、ケイキシダイでセイサンをおさえたりするので、また、ハケンロウドウシャが、

そのコウジョウにケイゾクテキにつとめるわけでないから、セイヒンのくみたてギジュ

ツはチクセキされるわけでない。そうなると、カイガイでやすくつくっているコウジョ

ウのセイキジュウギョウインのホウがギジュツとしてはうわまわることになる。ニホン

では、ショクニンとよばれるひとたちがいるが、いろいろなコウギョウセイサンをして

いるチュウゴクには、ショクニンならぬスーパーロウドウシャがいるだろう。ニホンジ

ンもそういうスーパーロウドウシャをダイジにしたホウがいいとおもう。ニホンにもま

だまだいるだろう。

　

ヒャクキュウ『ス』キュウジュウハチ

　

よく、セイキコヨウだの、ヒセイキコヨウなどという。カタホウはフツウで、もうイッ

ポウはリンジやといといったかんじだ。アーティストのばあいはどうだろうか。あんま

りそういういいかたはしない。「プロ」と「アマチュア」のさかいがなにかはわかりづら

い。しかし、ジュンジョをつければ、それはゲンミツにありそうなのだ。ガクリョクで

は、ヘンサチをつかう。これはトウケイガクのシュホウである。ヘンサチゴジュウがヘ

イキンで、ななジュウとなると、ゼンタイのイッパーセントテイドしかいない。ヘンサ

チななジュウで、ニホンでイチバンのダイガクにはいれるのかわからないが、ヒャクニ

ンにひとりしかいないとされる。ズイブンユウシュウなのだろう。

オンガクでも、アーティストがイチマンニンいたとして、ヒャクニンがたべていけると

なると、アーティストもギョウカイのヘンサチがななジュウないと、たべていけないこ

とになる。そのギョウカイではぬきにでているわけだ。そういうケイサンだと、ヘンサ

チななジュウミマンは「プロ」じゃないとなる。ジブンのオンガクギョウカイヘンサチ

が、ななジュウにとどかないならやめたホウがいいというひとつのシヒョウであろう。

　

ヒャクジュウ『ス』キュウジュウキュウ

　

オンガク、ドラマ、エイガなどが、ひとりイチジカンあたりイチエンでたのしめるという

ことをまえにかいた（●キュウジュウニ『ス』ジュウイチ、ななジュウキュウ『オ』ヒャ

クサンジュウハチ）。それがいまのところのサイやすねだろう（ムリョウはのぞく。）。だ

としたら、イチジカンあたりゴエンでウンエイするところは、カカクキョウソウでまけ

る。そのゴエンのところとは、テレビキョクである。カカクキョウソウがあるわけだか

ら、テレビキョクもヨサンをけずるのがよくあるやりかただろう。ユーザーがイチジカ

ンイチエンのホウにいってしまうわけだから。そうすると、ゲイノウジンのシュツエン

リョウもすくなくなるであろう。ホウシュウがすくなくてすむわかてばかりがつかわれ
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るようになるかもしれない。

どこまでテイヨサンでやるようになるかといえば、イチジカンイチエンまでであろう。

それで、テイカカクのオンガクやドラマとつりあうかんじだ。やすくておもしろいバン

グミをつくるのはむずかしいだろう。だから、ユーザーのテレビばなれがおこるかもし

れない。テレビはわるくないセツビだが、かならずしもヒツヨウではないということに

なるだろうか。

　

ヒャクジュウイチ『ス』ヒャク

　

ロウドウシャがはたらいて、チンギンがあがればうれしいだろう。しかし、それはホン

トウによろこべるのか。たとえば、エーネンドには、うりあげがサンゼンオクエンだっ

たとする。そのあとキュウリョウがあがったとする。そして、ビーネンドにもやはりう

りあげがサンゼンオクエンだったとする。そのようでは、ロウドウシャのあがったチン

ギンのブンは、カイシャのうりあげにコウカなしだから、そのブンカイシャがよわるこ

とになる。そんなのがつづけば、ジンインセイリとかをやりはじめかねない。つまり、そ

うやってギョウセキがかわらないのに、チンギンがあがるばあいは、ショウライのジン

インセイリにそなえたシツギョウジュンビキンをうけとっているとかんがえたホウがい

いだろう。

　

ヒャクジュウニ『ス』ヒャクイチ

　

よくエンやすになれば、ユシュツがたのキギョウがギョウセキをあげるという。たしか

にそうだろうが、エンやすになると、エネルギーのねだんがあがる。だから、ソウゴウ

テキにみると、あまりよくないかもしれない。だから、エンやすをねらうセイサクには

きをつけたホウがいいだろう。デンキ、ガスダイがあがることになるからだ。だからゲ

ンジョウのそうばで、うまくケイエイをすることをかんがえたホウがいいだろう。

　

ヒャクジュウサン『ス』ヒャクゴ

　

ゼンサクで、オンガクがひとりイチジカンイチエンでたのしめるとかいた（●ヒャクジュ

ウ『ス』キュウジュウキュウ、ななジュウキュウ『オ』ヒャクサンジュウハチ）。それは、

スウジをみてのケイサンである。そのケイサンから、シジョウのドウコウをコウリョし、

そうなっていくとかいえるのである。これをケイザイマップといおう。ケイザイマップ

にくわしいひとは、ジブンでなにかのケイザイマップをつくれないひともいるかもしれ

ない。しかし、ジョウホウをあつめて、ケイサンできるひとはケイザイマップがよめる

し、つくったりもできる。ケイザイマップがかならずしもゲンジツのケイザイとあわな

いこともあるだろうが、シシンにはなるだろう。
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ヒャクジュウよん『ス』ヒャクジュウイチ

　

サイキンはショクミンチということばはきかなくなった。しかし、コウガクなたねやな

えやドウグを、ショクミンチのひとにかわせて、ノウギョウをやらせて、できあがった

さくもつをやすくかうというシュホウはいきているかもしれない。トクにパソコンなん

かがそのようなきがする。いまではゴマンエンテイドでもかえるが、ニジュウネンまえ

は、ニジュウマンエンとかのねだんだった。

パソコンのことを、そういうフウにいったひとはほかにしらないが、とにかくたかいド

ウグをつかわせて、なにかをさせていたともいえる。ショウヒシャむけのパソコンでな

にかショウバイができたというひとはすくないだろう。しかし、リエキがでるのならい

い。そのタおおぜいはシュウカクなしである。それでパソコンをやめてしまったひとも

いるだろうが、まだそういうのはつづいているといえばつづいている。コンゴもつづく

のではないだろうか。

　

ヒャクジュウゴ『ス』ヒャクジュウロク

　

「コール。」なんていう。よぶだけでなくて、デンワをかけるというイミもあるだろうか。

「コーリング」だとドウメイシだ。よんでいるとかヤクされるだろうが、これには、「ショ

クギョウ」というイミもある。なぜか。よばれるということは、しごとになるというこ

とだろう。「およびがかかる。」なんていったりする。つまりいいしごとをするからよば

れるというメンがあるのだろう。わるいしごとをすれば、「おことわり」だろう。もっと

もコウリツテキなのは、よばれたすべてのしごとをこなすことで、もっともタッセイが

あるだろう。しかし、あいてがいいひとだったらのはなしだ。たまにサギもあるだろう

し、ホウシュウなしとかもありうるからだ。だから、タイテイのひとはえらぶのだろう。

　

ヒャクジュウロク『ス』ヒャクジュウなな

　

あるひとがいえをたてるとする（そのひとがたてるのではない。）。あるギョウシャにた

のんだ。シンライドのたかいシャカイでは、たてるひとはジュウブンなおかねをギョウ

シャにはらうだろうし、ギョウシャもまともないえをたてるだろう。しかし、ギャクに

シンライドのひくいシャカイでは、たてるひとは、ギョウシャがヘンなしごとをしない

ように、みはっていなければならないし、ギョウシャもきちんとおかねがしはらわれる

かを、みきわめねばならない。そうすると、いえをたてるひとのフタンがおおきくなる

し、ギョウシャのフタンもおおきくなる。

それをなんとかしようとおもったら、そのブンヨケイにおかねがかかることになる。し

かし、リョウシャがコウシンライだと、そのブンコストをやすくできる。つまり、ソウ
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ホウがきちんとセキニンをもっていれば、コストをやすくできるということである。そ

れがブンメイのいいところだろう。しかし、いいカゲンだと、あいてはよりたかくセイ

キュウする。だから、フセイをへらしていったホウがくらしやすいのだろう。そういう

イミでバッソクもダイジかとおもう。

　

ヒャクジュウシチ『ス』ヒャクジュウハチ

　

よく「コウリツカ」といわれたりする。コウリツカすれば、やすくなにかをつくれると

いうことだろう。しかし、セッケイのコウリツカはむずかしいとおもう。ブヒンをいく

つかへらしたり、サギョウをへらしたりというものだ。そういうのは、「やすブシン」と

いわれるだろう。

セッケイにはセッケイしたひとのかんがえがそこにふくまれている。そのいくつかをけ

ずってもダイジョウブかもしれないとおもうかもしれないが、それにはイミがあるだろ

う。ホウリツタイケイもそうかもしれないから、なかなかキセイカンワがすすまない。イ

チオウホウリツにはシュシがかかれているから、うまくよめばコウリツカできるだろう

が、なかなかやすブシンにはしたくないようだ。もうイッカイセッケイしたホウがはや

いのかもしれない。

　

ヒャクジュウハチ『ス』ヒャクジュウキュウ

　

サイキンはあんまり「リストラ」のはなしはきかない。しかし、ヒセイキコヨウのかず

は、のびているという。ヨウするにコウカンカノウなロウドウシャがふえているという

ことだ。しかし、またリストラがはやるカノウセイもある。ヒセイキコヨウのホウが、チ

ンギンがやすくすむわけだから、メリットもある。

ヤクサンブンのイチのロウドウシャがヒセイキコヨウという。セイキロウドウシャのホ

ウは、カンタンにはカイコできないという。チンギンもジョジョにあがっていく。ギョ

ウセキがわるければ、ケイエイシャはやっぱりセイキロウドウシャもカイコしたいとお

もうだろう。ただ、そうすると、カイコされるロウドウシャが、かわりにショクをみつ

けられるかというモンダイがおこる。

それなら、コヨウリセットというのはどうだろう。ゴネンごとなどに、コヨウジョウケ

ンをコウシンするわけだ。はたらきぶりのいいシャインには、いいジョウケンで、はた

らきぶりのわるいシャインには、よくないジョウケンでと。ムロン、ロウドウシャはタ

イショクしてもいい。そうやってジュウナンなコヨウのホウが、ジンケンヒはおさえら

れるのではないか。

　

ヒャクジュウキュウ『ス』ヒャクニジュウ
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ゲンダイジンがセイカツすると、かならずディスオーダー（フチツジョ）がでる。タン

ジュンにいえばごみだ。ジュースをのんでも、あきカンがでるし、たべものをたべても、

ホウソウしていたプラスチックがでる。トクにプラスチックはなにもしないと、つちに

もかえらないという。

ユウボクミンなら、くさがなくなったところから、くさがあるところへイドウすればい

いだけだ。ほとんどごみはでない。ゲンダイジンのばあい、そうしたディスオーダーを

ショリするのにジカンをかける。バカバカしいのではあるが、そのホウがベンリとおも

われている。タンジュンにプラスチックももやしてしまえとおもうのだが、そうはいか

ないのだろうか。あえて、もやせるプラスチックというのをつくらなければいけないの

だろうか。

　

ヒャクニジュウ『ス』ヒャクニジュウイチ

　

シャカイはダンダンゆたかになるとおもわれているメンがある。トクにセンソウがなけ

れば、ゆたかになるかはともかく、まずしくならないだろう。ニホンはセンゴななジュ

ウネンで、センチュウ、センゴのヒンコンからフッコウしたとかんがえられている。

ゆたかになったとすれば、ショウテンがふえるはずである。サービスをテイキョウする

ショウテンもふくめだ。トクにトウキョウはクウシュウにあったから、ほとんどレイか

らのスタートだっただろう。それがショウテンやジムショがならぶようになった。トウ

キョウはかなりゆたかになったんだろう。

いまわたしがすんでいるあたりのセンチュウのときのヨウスはしらないが、ヨンジュウ

ネンまえとくらべてみると、さかやがニケンへった。トウフやがイッケンへった。やお

やがイッケンへった。パンやがイッケンへった。こめやがイッケンへった。デンキやが

イッケンへった。ガソリンスタンドがニケンへった。かわってふえたのが、イインがゴ

ケンふえた。カイゴシセツがイッケンふえた。コンビニがニケンふえた。インショクテ

ンがゴケンふえた。

これだけで、ぐあいのわるいひとがふえたとか、カテイでリョウリをつくらなくなった

とか、くるまにのらなくなったとかいえそうだ。ショクザイのみせがへって、イイン、カ

イゴシセツができて、ゆたかになったといえるのであろうか。

またふえたのが、コンビニとインショクテンだ。わたしのリョウシンはあまりそういっ

たみせをリヨウしない。わたしはコンビニをリヨウするから、よかったのはそれができ

たことであろうか。ショクザイのみせのサービスレベルがおちて、イインなどのサービ

スレベルがあがって、インショクテンのサービスレベルがあがったと。

わたしのリョウシンは、イインはつかうようだが、インショクテンはつかわない。センゼ

ンうまれだからシッソなのだ。わたしもインショクテンはメッタにつかわない。イイン

もつかわない。つかうのはコンビニだ。そのジレイからいうと、おとしよりむけにイイ

ン。わかものむけにコンビニがうけているといえそうだ。インショクテンは、ロウドウ

シャがひるまにとか、ガイショクがすきなひとむけにつくられたんだろう。どうも、そ

のニテンしかよくなったヨウソがないようにおもう。そのたのイッテンはたまにといっ
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たかんじだろう。モチロン、ジエイギョウのショクザイテンとひきかえにである。

イインやインショクテンのかわりになるようなショウテンがかせげるかもしれない。た

とえば、メディシン（イリョウ）のオルタナティブ（ダイタイ）、タイソウキョウシツと

か、インショクのオルタナティブ、おソウザイやなどである。「チュウショク（できたも

のをかってきてたべること）」がふえたようだから（コンビニベントウもそうだ。）、そう

いうみせはのびるのではとおもう。インショクでも、もちかえりをふやすてがあろう。

　

ヒャクニジュウイチ『ス』ヒャクニジュウニ

　

「デフレ（●ヒャクなな『ス』キュウジュウニ）ケイザイ」といわれたりする（くわしく

は、●ロクジュウなな『オ』ヒャク）。もののカカクがさがるから、わざとおかねのシン

ライドをおとして、もののカカクをあげようとする。ただあまりうまくいっていないよ

うだ。

ラジカセやパソコンなんかは、ニジュウネンまえとくらべてやすくなっている。モチロ

ン、トクにパソコンでは、たかいものもあるのだが、カイガイセイサンしてユニュウす

ることによって、やすくうられるようになった。いまはあまりテイカというのはないが、

あるショウテンでかんがえると、ショウヒンがうれのこらないようにしいれてうるヒツ

ヨウがある。うれのこると、ショウヒンのやまができてしまうからだ。

はじめに、あるショウヒンにゴマンエンというねふだをつけるとする。それで、かいも

のキャクがかってくれればいいが、かいものキャクがガマンすることがある。きになっ

ているにもかかわらず、ヨサンごえとか、わりだかにおもえるなどのリユウがあるだろ

う。そうすると、ショウテンのホウはうれのこりをケネンしていつかのジテンでねだん

をさげる。それでかってもらえればいいが、まだうれのこりそうだと、またねだんをさ

げる。つまり、コウバイキャクのガマンがながつづきするほど、カカクがさがるわけで

ある（●ハチジュウハチ『ス』ニ）。なかには、たかくてもかうひとはいるだろう。しか

し、そうしたガマンをコウリョしてショウバイするヒツヨウがあるとおもう。

　

ヒャクニジュウニ『ス』ヒャクニジュウサン

　

オンガクやエイガなどが、ひとりイチジカンイチエンでたのしめるとかいた（●ヒャク

ジュウサン『ス』ヒャクゴ、ななジュウキュウ『オ』ヒャクサンジュウハチ）これはヘ

イキンテキな（つまりヘンサチゴジュウだ。）サクヒンのはなしで、いいサクヒンはつく

りてがもっとかせげるだろうし、かいてにとってはおなじイチエンだが、うりてがつく

りてによりおおくはらうということだ。よくないサクヒンはつくりてがほとんどかせげ

ないかもしれない。むしろ、いいサクヒンかどうかより、つくりてがユウメイか、ニン

キがあるかでサユウされるだろう。そういうつくりては、ひとりイチジカンあたりジュ

ウエンとかうけとるんだろう。もっというと、ムメイなつくりては、ひとりイチジカン

あたりレイテンイチエンしかもらえないことがかんがえられるし、ユウメイなつくりて
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は、むしろ、いいヒョウカがあつまり、うれるかもしれない。つまり、ユウメイなつく

りてが、うけとるねだんをきめられるということだ。そうなれば、ユウメイなつくりて

は、なんのシンパイもなくつぎのサクヒンをつくるだろう。ムメイなサッカはユウメイ

なサッカにかせがせるためにサクヒンをつくっているカノウセイがある。そういうかん

じではなかなかむずかしいだろうから、つくりてがへっていくとおもわれる。ムメイな

サッカもいいヒョウカがあつまってうることができればいいが。じまえでうるのならば

そういうジユウはある。

　

ヒャクニジュウサン『ス』ヒャクニジュウよん

　

サイコウのビジネスマンとはなんだろう。もっともかせいでいるビジネスマンのはなし

をきいたりする。そのひとたちもサイコウのビジネスマンのひとりだろう。どうドリョ

クしたのかなどもかたられることがある。そういうはなしをきくと、ジブンのブンヤで

ドリョクすれば、いいビジネスマンになれるとおもうかもしれない。しかし、そのドリョ

クはムダにおわることもあるだろう。なぜなら、サイコウのビジネスマンは、サイコウ

のコキャクをかかえているということだからだ。

それにはそのビジネスマンのノウリョクだけとはかぎらない（コキャクをカクトクする

のもノウリョクだが。）。ウンだの、ジキなどもカンケイするだろう。いまのところのサ

イコウのビジネスマンはチュウゴクにいるかもしれない。なぜなら、おおくのコクサイ

テキなキギョウがジシャコウジョウでつくるにせよ、チュウゴクジンにつくるのをハッ

チュウしているからだ。タブン、ガッシュウコクのうりあげイチイのキギョウのセイヒ

ンをうけおっているひとがサイコウのビジネスマンだろう。サイコウのおキャクであろ

うからだ。

　

ヒャクニジュウよん『ス』ヒャクニジュウなな

　

「かねもち」になりたければどうすればいいか。それはセキニンをももつことである。オ

ウはくにのチアンをホショウする。そうやってセキニンをもつから、かねがあつまる。オ

ウがチアンにセキニンをもたなかったら、オウはやがて、ほかのものにとってかわられ

るだろう。かねをもつのに、ふさわしくないからだ。

ジブンのビジネスにセキニンをもっていれば、かねはあつまるだろう。それで、よりよ

いビジネスにしていけばいい。「カクサ」がどうこういわれるが、かねもちでないひとに

は、それなりのリユウがあるだろう。カクサをカイショウしようとしたら、かねをある

ところをかえるよりも、ひとをかえるべきだろう。「カクサカイショウキョウイク」がで

きるのではないか。

　

ヒャクニジュウゴ『ス』ヒャクニジュウキュウ
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くだものがきにみのったら、とってたべることができる。そのもりにナンニンかがくら

していたら、それぞれがみをたべるかもしれない。しかし、みのったくだものがすくな

ければ、ケンカになる。「おまえはとりすぎだ。」とか、「そんなことはない。」とか。そう

いうわけだから、なにかをイッコもっていれば、くだものをイッコとっていいとか、そ

ういうクフウがはじまる。それはおかねのはじまりである。おかねジタイにカチはそれ

ほどないが、くだものをイッコとれると。それがやがて、おかねジタイにかちをもたせ

ることになる。

ニホンでは、コバンなどである。それが、また、カチのないシヘイにかわる。シヘイは、

それジタイにはカチがないが（あるといえばある。）、センエンなり、イチマンエンブンの

ものとコウカンできる。それをチュウオウギンコウがホショウするわけだ。だから、チュ

ウオウギンコウがあまりシサンをもっていないと、ホショウはくずれる。「インフレ」と

いうジョウタイである。しかし、おかねがなくても、ケンカしなければ、もりはヘイワ

だろう。つまり、うまくやれば、おかねはいらない。そういうシャカイもあるとおもう。

　

ヒャクニジュウロク『ス』ヒャクサンジュウキュウ

　

わたしのわかいころは、テレビゲームのカートリッジとかシィディとかをタクサンあつ

めた（●『オ』ヒャクよんジュウハチ）。タクサンあることで、いろいろできるようなき

がした。しかし、サイキンになって、ものはタクサンあっても、からだはひとつという

ジジツにきづくようになった。ホンがタクサンあっても、よむひとはわたしイガイにい

ない。よむことにロウリョクをさけるイジョウには、よめないのである。つまり、ロウ

リョクがさかれないホンはやくにたたないということだ。

あつめるのが、シュミならしょうがないが、わたしはそのキノウのホウをジュウシして

いるかもしれない。おとなになれば、しごとをするから、ダイジなのはしごとでつかう

ものだったりする。わたしはガッキもひくが、アンガイひくロウリョクがないとおもう。

そうやってものとのかかわりを、ロウリョクベースでかんがえると、そんなにものはヒ

ツヨウないとなる。そういうことがサイキンわかった。オヤジもおふくろもあまりもの

をかわなかったが、それはそうだとおもえるようになった。それより、ロウリョクをふ

やしてとかおもう。つまりは、ロウドウリョクへのトウシである。おいしいものをたべ

させたり、フロにはいらせたりと、そういうのがダイジだとおもうようになった。

　

ヒャクニジュウなな『ス』ヒャクよんジュウロク

　

チュウゴクでセイゾウされているものがふえている。セイカクにいうと、いまもふえて

いるかはわからない。ピークがおわったかもしれない。なぜ、チュウゴクでつくるのか。

かつてはジンケンヒがやすかったといわれているし、ロウドウリョクも、シジョウもあ

るだろう。もっともキカイがつくるから、ジンケンヒのモンダイではないというはなし
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もある。テレビなんかをふくめ、ケッコウなしなかずが、チュウゴクでつくられている。

ブングのひとつにテチョウがある。それをこのまえかった。かうときは、どこでつくられ

たかはしらなかった。ブランドものというやつである。とどいて、つつみをあけてみた

ら、ズイブンぶあついそれがでてきた。なるほどとおもった。それをつかってしごとを

するわけである。それならケッコウなリョウのしごとができるであろう。ぶあついから

である。それはチュウゴクセイであった。ニホンキギョウがつくるそれドウヨウのもの

は、「うすさ」でショウブしているカンがある。もちはこびにラクということであろう。

でも、それでしごとがおおくできるきはしない。わたしがかったものは、ニホンキギョ

ウがつくるものより、ニバイ、サンバイあつい。それはどういうことかというと、ニホ

ンジンは、はたらかなくなっているということであろう。「はたらく」リョウがちがう。

いまでは、カイガイのロウドウシャのホウが、ニバイ、サンバイはたらくのではという

ことである。「ニホンジンは、はたらきもの。」といったが、それはむかしのはなしであ

ろう。ソウタイテキに、ニホンジンはまずしくなっているようなきがする。

　

ヒャクニジュウハチ『ス』ヒャチよんジュウハチ

　

カブシキガイシャはカブをハッコウして、トウシカにかってもらう。そうやってシホン

チョウタツをする。かわりに、ジギョウででたシュウエキをハイトウしてトウシカにわ

たす。これがよくあるカイシャである。サイキンはニホンセイのセイヒンがへってきた。

テレビなんかもむかしはニホンでつくっていたが、いまだと、やすいものはみなチュウ

ゴクセイでないか。しかし、それにもわけがある。よくいわれるのが、ニホンでつくる

より、チュウゴクでつくったホウがやすい。である。ジンケンヒが、チュウゴクでもた

かくなってきたようだが、ニホンジンのキュウリョウよりはまだひくい。それなら、や

すいところでつくったホウが、リエキがおおきい。そのホウがトウシカもよろこぶ。そ

ういうわけで、ニホンセイがへっていくのである。

チュウゴクでつくるのがわりだかになってきたら、ベツのくににいくのだろう。しかし、

ニホンセイをふやせるジョウケンもある。それは、コジンやレイサイキギョウがセイサ

ンするである。トウシカをきにするヒツヨウがないのであれば、わりだかなジンケンヒ

でもセイサンできるからだ。そういうわけでニホンセイをささえるひとつのちからは、

コジンやレイサイキギョウだといえる。

　

ヒャクニジュウキュウ『ス』ヒャクゴジュウゴ

　

エーアイやロボットがしごとをうばうはなしをした（●『ス』ヒャクゴジュウサン）。ま

た、エーアイをつかって「ジユウ」になれることもかいた（●『ス』ヒャクゴジュウよ

ん）。これらは、ゲンザイシンコウケイである。トクにセイジテキなキセイがあるわけで

もない。それなら、コンゴますますエーアイやロボットがふえていくだろうといえる。

いま、マニュアル（テジュンショ）ロウドウをしているガクセイは、コンゴにそなえて
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どうすればいいか。ひとつはエーアイにつかわれるしごとをすることだろう。つまり、

サギョウケイのしごとで、「みぎにいって、まるボタンをおして、そのあと、ゆかをぞう

きんがけしましょう。」と、エーアイのいうことをきくロウドウシャになることである。

これは、エーアイにさからったカイスウがキロクされて、キュウリョウのヒョウカがさ

がったりするだろう。また、そういうロウドウをするひとがおおいだろうから、キョウ

ソウもはげしいだろう。

もうひとつは、エーアイやロボットにおきかえられないしごとをすること。もうひとつ

は、エーアイやロボットをセイビするしごとにつくだ。パソコンがフキュウして、プログ

ラマーがふえた。コンゴもやはり、エーアイやロボットをプログラムするロウドウリョ

クがヒツヨウなのだ。だから、エーアイゴなり、ロボットゴをおぼえるといいだろう。

「あなたのロクジュウニバンソースコードにバグがあります。」とシテキできればセイサ

ンテキだろう。

　

ヒャクサンジュウ『ス』ヒャクゴジュウハチ

　

「カカクキョウソウ」などという。あるセイヒンのカカクをきそっているジョウタイであ

る。やすいもののホウがうれるというニンシキやジッタイからそうなってしまうのだろ

う。うるためにやすくするわけだ。イッポウで、「かねもちがますますかねもちになる。」

というはなしもある。かねもちはひょっとしたら、そういうカカクキョウソウにサンカ

しなくてもいいかもしれない。かねがあるからだ。タショウたかくてもかえるし、うる

ホウとしても、タショウうりあげがおちてもダイジョウブだろう。ようするに、ビンボ

ウなホウがキョウソウをして、かねもちのホウはキョウソウしないといえるかもしれな

い。ケイザイキョウソウはカコクだったりする。くうかくえないかであるからだ。そうし

たビンボウニンとかねもちとのカクサをモンダイとするひともいるようだ。どうすれば、

「カクサ」がなくなるかをとく。タブン、ヘイワのホウがいいからだろう。さきにいった

ように、かねもちはキョウソウしなくていいブンヘイワである。だから、かねもちのかね

をビンボウニンにおとせというかんがえかたをしたりする。かねもちにタクサンカゼイ

するというホウホウもある。しかし、そういうひとのことをシンライできるのであろう

か。そのひとがシンライできるかどうかは、そのひとのかうものをみればよい。イチバン

ねびきがおおいビールをかったり、やすいラジカセをかったりするのでは、シンライで

きないであろう。なぜなら、セッキョクテキに、やすいものをかうことで、「カカクキョ

ウソウ」をシジしているからである。つまり、そのひとは、「ヘイワ」なジョウタイにし

ようとしていないわけだ。それではキョウソウはなくならないであろう。ホンキでそれ

をいうのなら、わりだかなものとか、そこそこのものをかうヒツヨウがあるとおもう。

　

ヒャクサンジュウイチ『ス』ヒャクロクジュウイチ

　

マニュアル（サギョウテジュンショ）があるしごとは、キカイにおきかえられるといっ
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た（●ヒャクニジュウキュウ『ス』ヒャクゴジュウゴ、『ス』ヒャクゴジュウサン）。それ

は、キカイにプログラムカノウだからである。つかうホウからみれば、ニンゲンをプロ

グラムするか、キカイをプログラムするかのサにすぎない。ガッコウキョウイクもイッ

シュのプログラムであろう。ナンネンにだれがどうしたとか、スウシキをよめるように

したり、エイゴをインプットしたりする。それは、キホンテキなことがらだからと、チュ

ウガクまではギムキョウイクとなっている。そのさきは、プログラムしたきゃコウコウ

などにいけばいい。

キカイのプログラムはサギョウケッカをかえしてくれるが、ニンゲンをプログラムする

と、おかねをくれることがある。キョクタンなのがサギであるが、イセイにあえるとい

うジョウホウのかわりにおかねをはらうことがある。コウコクもそうであろう。〇〇の

セイヒンがいいですよとインプットすると、おかねをはらって、そのセイヒンをかって

くれたりする。そういうわけで、ニンゲンあいてにプログラムすると、もうかることが

ある。ロウドウのバメンだと、サギョウにおうじてチンギンをしはらわなければならな

いが、そういうプログラムもある。

なにはともあれ、これからは、プログラムするひとと、プログラムされるひとにわかれる

のではないか。プログラムするひとは、それによってサギョウケッカをもらえるし、さ

きのように、ニンゲンをプログラムして、おかねをはらってもらえるかもしれない（か

りに、ゲンキンをうけとれるプログラムということにする。）。しかし、プログラムされ

るひとは、ウンがよければ、サギョウをして、チンギンをうけとれるが、キカイもそれ

をしたりするので、やすくなるだろう。ウンがわるければ、ゲンキンしはらいプログラ

ムによっておかねがでていってしまう。だったら、プログラムするホウになったホウが

トクだろう。

そういうわけか、ガッコウキョウイクにプログラムのギジュツをいれたらしい。まぁ、ダ

トウといえばダトウだろう。しかし、プログラムされるひともヒツヨウでないか。それ

がそろわないと、プログラムとプログラムをぶつけあうプログラムセンソウになりかね

ない。ケイザイテキなリエキがかかるので、ひとはホンキになってやるだろう。とにか

く、ユウシュウなプログラマーがかちのこるのはたしかだろう。

　

ヒャクサンジュウニ『ス』ヒャクロクジュウサン

　

オンガクをつくっていて、イッコのガッキをいれかえると、そのキョクのイメージがソ

ウトウかわるというかんじがした。イチたす イチ たす イチは、サンだが、イチ たす ゴ

たすイチのようなシキになったんだろう。ケイサンケッカもななとかわる。

それをならすのに、ヘイキンイチのホウにあわせるか、ヘイキンゴのホウにあわせるか

というモンダイがある。どちらでもいいのだが、ヘイキンをゴにするホウがてまがかか

る。ヘイキンをゴにしようとおもえば、たすよん と たす よんのケイ たすハチをしなけ

ればならない。しかし、ヘイキンをイチにしようとおもえば、ひくヨンをすればいいだけ

だ。これはなにかのカダイににていないか。「でるくいはうたれる。」というやつである。

あるシャカイで、あしがはやいひとがひとりいたとする。そのひとにあわせてはしろう
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とすると、クロウがおおいから、あしがはやいひとをヘイキンテキなはやさではしるよ

うにしてしまうというやつだ。これは、いじめのメカニズムでもあろう。あしがおそい

ひとがいたら、ヘイキンテキにはしってもらうというのがわかりやすいレイだろう。つ

まり、ヘイキンにあわせるホウが、おおぜいにとって、クロウがすくないから、それが

おこるというわけである。しかし、コクサイキョウソウがはげしいと、ユウシュウなひ

とはヒツヨウである。ムリにあわせるヒツヨウはないが、コセイソンチョウでいいのか

もしれない。

　

ヒャクサンジュウサン『ス』ヒャクロクジュウゴ

　

いじめのゲンリをかいた（●ヒャクサンジュウニ『ス』ヒャクロクジュウサン）。なにか

のノウリョクがサンのセイト、ひとりと、イチのセイトがヨニンいたとしたら、サンの

セイトがイチのセイトにあわせたホウが、ゼンタイテキなロウリョクがすくなくなると

いうロジックだ。そのばあい、ロウリョクは、ニですむが、ギャクにイチのセイトが、サ

ンにあわせると、ロウリョクがハチかかる。このロウリョクのモンダイで、いじめがお

こるというセツである。

それでは、いじめはカイケツできるのだろうか。あるノウリョクがジュウのセイトがひ

とり、イチのセイトがヨニンいるとする。タンジュンなサンスウテキソウサでは、ヘイキ

ンにおちつかせてしまえということがかんがえられるであろう。ゴニンでゴウケイジュ

ウヨンだから、ニテンハチにゼンタイをもっていけばいいと。しかし、そのばあい、ノウ

リョクがジュウのセイトは、ナナテンニのロウリョクがヒツヨウで、ほかのヨニンとく

らべると、イッテンハチだから、ヨニンブンのロウリョクをしいられることになる。こ

れでは、ロウリョクのコウヘイセイはカイショウしない（うらむということだ。）。それ

ならどうすればいいか。

ノウリョクのチュウカンにおちつかせればいいということがかんがえられる。このばあ

いなら、ゼンインゴテンゴをめざすのである。それだとそれぞれがヨンテンゴのロウリョ

クをつかえばいいとなる。それならコウヘイだから、おさまりはわるくないのではない

だろうか。もっともカンタンなレイだからこういうケッカで、もっとノウリョクがばら

けると、フクザツなケイサンがヒツヨウであろう。

　

ヒャクサンジュウよん『ス』ヒャクロクジュウハチ

　

あるキギョウがあるセイヒンをうりあげ、ダブリュ（チンギン）と、ピー（リエキ）をだ

したとする。このダブリュをジュウギョウインはつかい、セイカツをする。このジュウ

ギョウインがチョキンをせずにダブリュをつかいきれば、またダブリュブンのジュヨウ

がうまれる。しかし、イッポウのピーがつかわれなかったら、ジュヨウは、そのまえが、

ダブリュたすピーがあったところ、ダブリュだけになる。つまり、ピーブン、ジュヨウ

がへるわけだ。それでまたセイヒンをうると、ダブリュだけうりあげて、またエックス
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（チンギン）と、キュー（リエキ）をだす。こうしていると、ドンドンチンギンもリエキ

もさがってしまう。これを「デフレ（●ヒャクニジュウイチ『ス』ヒャクニジュウニ、ロ

クジュウなな『オ』ヒャク）」とよぶようだ。

マルクスフウにいえば、「サクシュ」だろう。それをカイケツするには、「リエキ」をだ

さないというホウホウがあるが、そういうキギョウはすくないだろう。しかし、こうし

たコウゾウゆえに、フケイキがながくつづいたというはなしもあまりきかない。どうし

てだろう。

イッパンテキなコウケイキがつづくうらでは、ケッコウなあかじをだしているキギョウ

やひとがいるのではないか。「コウケイキ」というのは、あるタスウのはなしである。う

らであかじをだしているキギョウがいなければ、チンギンもリエキもさがりつづける。

つまり、すくなくとも、さきのピーのブブンをどこかのキギョウやひとがはらっている

といえそうなのである。それをセイサクテキにジッコウするのがコウキョウトウシであ

ろう。

セイジカはセンキョでえらばれるから、タスウが、「ケイキがわるい。」というと、トウ

センするのがむずかしくなる。しかし、ショウスウが「ケイキがわるい。」といっても、

あまりモンダイにならない。だから、ケイザイのメンでいうと、センキョセイジはシッ

パイかもしれない。タンジュンなキンケンセイジ（シサンにオウじてトウヒョウする。）

のホウが、ケイザイテキにはまともかとおもう。タスウのリエキばかりがダイジだとは

いえなさそうだから。ゲンザイのやりかたでは、「あかじ」も「コウケイキ」のシゲンに

なっているといえるだろう。「おかげさまで」というわけである。

　

ヒャクサンジュウゴ『ス』ヒャクななジュウニ

　

エーアイとロボットがマニュアル（サギョウテジュンショ）にできるしごとをするよう

になるとかいた（●ヒャクサンジュウイチ『ス』ヒャクロクジュウイチ、ヒャクニジュ

ウキュウ『ス』ヒャクゴジュウゴ、『ス』ヒャクゴジュウサン）。そうすると、ニンゲン

やエーアイやロボットをプログラムするひとと、プログラムされるなにかのみっつにわ

かれる。だから、プログラムするひとは、ガッコウにいけばよいが、プログラムされる

ホウは、ガッコウにいってチシキをみにつけてもしょうがない。プログラムするなにか

のいうことをきいて、うごけばいいだけだからだ。それなら、ダイガクだけでなく、コ

ウコウにもいかないで、はたらいたホウがいいかもしれない。ショクギョウジョウのギ

ジュツがみにつくからだ。

プログラムするホウに、こどもをまわらせたかったら、ヨウジキから、プログラムをま

なばせるといいいかもしれない。プログラムのガクシュウといっても、そのまえにニホ

ンゴやエイゴだろう。ニホンゴでかかれたプログラムはゲンジョウすくないだろうから、

いえでつかうことばはエイゴにしたホウがいいかもしれない。もっといえばキカイゴだ

ろう。そうやって、ショウガッコウでみならいのプログラマー、チュウガッコウではたら

けるプログラマーになるかもしれない。いえでも、「おかあさん、ボク、サンジュウギョ

ウめのヘンスウがいいんだけど。」「そうね、ロクジュウイチギョウめのヘンスウもいい
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わよ。もし、あなたのキゲンがわるくなければ。」「それなら、『それでいいよ。』とヒョ

ウジするよ。」といったかんじではなすのがいいかもしれない。しかし、そういうプログ

ラムからキョリをとっていきることもできるだろう。

　

ヒャクサンジュウロク『ス』ヒャクななジュウサン

　

あかじはシゲンであるというはなしをした（●ヒャクサンジュウよん『ス』ヒャクロク

ジュウハチ）。だれかがあかじをひきうけないと、リエキはでないからである。その「リ

エキ」のブンを「あかじ」とみないむきもある。しかし、だれかがださなければ、「リエ

キ」はでない。だから、いいセイヒンをつくるのだろう。そうすれば、「あかじ」のブン

までよろこんではらってくれる。そういうわけで、イチバンリエキをだしているキギョ

ウは、あかじあつめがもっともうまいといえる。

あかじをよろこんでだすならそれもいいだろう。しかし、あかじをだしたくないひとも

いるだろう。どうも、フケイキのときには、あかじをだすのをためらうひとがおおいよ

うだ。そうすると、カイシャのホウでもギョウセキがおちるのだろうけど。「フケイキ」

だとモンダイにするけれど、シゼンなコウバイカツドウもいいとおもう。

　

ヒャクサンジュウなな『ス』ヒャクななジュウよん

　

フケイキだと、セイフに、「コウキョウジギョウをやれ。」といいだす。そうすると、ミ

ンカンのリエキがイジできるからだ。ニホンのコクナイソウセイサンがゴヒャクチョウ

エンほどで、うちゴパーセントをリエキとしてだしているとする。どこもあかじをださ

なくなったら（ヒャクエンのものをヒャクニジュウエンでかったら、うりてにとっては、

ニジュウエンのリエキだが、かいてにとっては、ニジュウエンのあかじだ。）、ニジュウ

ゴチョウエンのリエキはでなくなる。だから、あかじをだしてくれるだれかをさがす。

まったくものがうれなくなるというのは、かんがえられないので、ハンブンのジュウニ

テンゴチョウエンが、リエキとしてでなくなったとしよう。そのところに、セイフがジュ

ウニテンゴチョウエンはらえば、いつもどおりのリエキとなる。だから、コウキョウジ

ギョウをもとめるひとがいる。

しかし、いってみれば、まいとし、エイヨウザイをうっているようで、ケンゼンとはい

えない。ミンカンのジギョウはミンカンでやればいい。そうかんがえると、ニホンジン

は、ジュウニテンゴチョウエンブンのはたらきがたりていないことになる。ひとりあた

り、ネンカンジュウニテンゴチョウエンブンヨケイにはたらけば、コウキョウジギョウ

をたのみにすることはない。いまは、ひとでがたりないといっているが、むかしのこと

ばにあるように、「おごれるものひさしからず。ただはるのよのゆめのごとし。」だ。エ

イヨウザイなしでうまくできなければならないだろう。
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ヒャクサンジュウハチ『ウンドウはすべてエレクトリック。（イカ、『ウ』）』イチ

　

ケイエイカツドウでは、くろじがよしとされる。しかし、だれもがくろじというのはあ

りえない。くろじがでるなら、どこかであかじがでているはずである。

ヒャクエンのジュースでかんがえよう。そのうちサンジュウエンがリエキブンとしよう。

これをななジュウエンでうれば、うるホウも、かうホウもあかじはでない（くろじもで

ない。）。しかし、ヒャクエンでうりかいすると、うるホウはサンジュウエンのくろじ、か

うホウはサンジュウエンのあかじがでる。

フツウはこれをあかじといったりしない。しかし、そういうことである。かうホウは、そ

うやって、あかじ（くろじのもと）をキョウキュウする。ケイキがわるいときは、うる

ホウがあかじをキョウキュウしたりする。ただかうだけだったら、フケイキのホウがあ

かじはすくなくなるだろう。しかし、どこかではたらいていたりするから、あかじじゃ

こまるとなる。カイシャがつぶれてしまってはこまるし、キュウリョウがさがってもこ

まるからだ。そうやって、くろじはゼニンされる。

また、ロウドウもあかじである。イッセンマンエンブンしごとをして、ゴヒャクマンエ

ンをうけとったりする。そういうわけだから、あかじはつきものともいえる。あかじが

ないシャカイをめざしたくにはあるが、それがセイコウしたとはきかない。

　

ヒャクサンジュウキュウ『ウ』ゴ

　

「でるくいはうたれる。」という。しかし、ですぎたくいをうつのはむずかしい（●『よ』

ななジュウゴ）。まえのホンでギロンしたいじめのモンダイ（●ヒャクサンジュウサン

『ス』ヒャクロクジュウゴ、ヒャクサンジュウニ『ス』ヒャクロクジュウサン）も、くい

をたたけばいいわけではないというケツロンである。なぜなら、フコウヘイがショウず

るからだ。

つまり、ひとりのできをかえるのでは、そのひとのフタンがおおきい。だから、コウヘ

イなリョウだけ、ゼンインのできをかえればいい。それはどういうことかというと、で

たくいはちょっとたたき、でてないくいはちょっとひっぱるということである。そうす

ると、それぞれのドリョクがキントウで、あらたなフコウヘイカンがうまれないという

ことである。

　

ヒャクよんジュウ『ウ』キュウ

　

だれかがリエキをだすと、ものがやすくなるはなしをした（●ヒャクサンジュウよん

『ス』ヒャクロクジュウハチ、『ス』サンジュウハチ、ロクジュウなな『オ』ヒャク）。だ

から、ブッカをアンテイさせたかったら、リエキをあげるのをやめればよい。しかし、そ

れをするというはなしはきかない。

ブランドもののよさは、ものがたりとかにあるのではないかもしれない。たかいカカク
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がいいのではないか。たかいカカクでかわれれば、ケッコウなリエキがでる。そうする

と、そのリエキのブン、だれかがうっているもののねだんをさげるのである。ブッカが

やすくなるから、あえてブランドものをかうのかもしれない。

　

ヒャクよんジュウイチ『ウ』ジュウ

　

よくケイキがいいだの、わるいだのいう。コウケイキかフケイキかである。ショウバイ

をしていれば、コウケイキのホウがいいだろう。それとおなじように、「シャカイ」にも

いい、わるいがないか。

ものがスムースにとりひきできるのは、いいシャカイ（コウシャカイ）だろう。イッポ

ウ、ショウヒンセツメイが、いいカゲンだったり、フリョウヒンをうりつけたりするの

は、アクシャカイだ。ケイキ、ケイザイのジュンカンもダイジだが、シャカイのジョウ

タイもダイジだとおもうのである。

　

ヒャクよんジュウニ『ウ』ジュウシチ

　

「チームワーク」がいいなどという。ひとがそれぞれしごとしているよりも、ダンケツし

てしごとをしたホウがいいようにおもえるかもしれない。それはただしいかもしれない

が、モンダイもある。

それは、まとまることがモクヒョウになったり、まとまることにおおくのロウリョクを

さくばあいである。たとえば、それぞれのひとが、ニタンイジカンをついやして、イチず

つのしごとをしたとする。それをチームワークよくやるばあいに、ひとびとがまとまる

のに、ニタンイジカンをついやしたら、それぞれのばあいにニタンイおとるし、まとま

るのに、イチタンイジカンをつやしても、イチタンイ、それぞれのばあいにおとる。だ

から、それぞれがしごとをしたホウがコウリツはよいとなる。

　

ヒャクよんジュウサン『ウ』ジュウキュウ

　

ミンエイカは、ハチジュウネンダイから、カッパツになった。ソレンのシッパイとドウヨ

ウ、ケイエイのしかたのモンダイともいえる。しかし、そのほかにも、モンダイがある。

それは、まえにシテキした、コウリツのモンダイである（●ヒャクよんジュウニ『ウ』

ジュウシチ、『オ』ゴジュウロク）。

　つまり、まとまりをジュウシするゆえに、ココのはたらきがよわくなってしまうとい

うことだ。それなら、ココのちからをいかせばよい。それだけであろう。

　

ヒャクよんジュウよん『ウ』ニジュウニ
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ケイザイののびは、みぎかかたあがりがよいとされる。しかし、にもかかわらず、キュ

ウなハッテンをカンゲイしたりする。そのリユウのひとつは、かぶぬしのリエキのため

であろうが、まぁ、それをキタイしたりする。

　そうではなくて、ケンジツなのび（ネンリツイッパーセントのうりあげゾウなど）を

めざすのがよいのではないか。「ながいきケイエイ」といっておく。

　

ヒャクよんジュウゴ『ウ』サンジュウ

　

いまごろでは、あまりヒョウカされるニホンセイヒンはすくない（ニホンキギョウはカ

イガイでもつくったりもしている。）。ユイイツのレイガイは、くるまであろう。

　なぜヒョウカされないか。わたしは、それは、ニホンキギョウが「ブツリョウ」には

しったからだとおもう。ブツリョウとはどういうことか。タクサンうるということでは

ない。セイヒンのシツがブツリョウなのだ。

　ハチジュウネンダイからのエンだかになるまえは、すくないエネルギーでうごくよう

にセイヒンがつくられていた。しかし、エンだかにふれてからは、いろいろとユニュウ

できるようになったからか、ブツリョウにはしりだした。カセットテープレコーダーは、

デンチがジュウジカンもつが、シーディプレイヤーは、ゴジカンしかもたない。コウシャ

のホウが、おとはよいといわれるが、そういうケッテンがある。シゲンのすくないくに

にすむイジョウ、それではいけないのではとおもう。

　

ヒャクよんジュウロク『ウ』サンジュウサン

　

ケイキがいいだのわるいだのいう。おかねがよくまわっているかどうかをあらわすこと

ばなのだろう。ケイキがわるいと、ケイキタイサクといって、コウキョウコウジをはじ

める。そうすると、セイフのあかじがふえる。それでいいのだろうか。

　センゼンからそうだが、ニホンはユニュウがあって、なりたっている。だから、ボウ

エキシュウニュウがダイジなはずである。どうも、それをわすれてしまっているかのよ

うだ。

　

ヒャクよんジュウシチ『ウ』サンジュウなな

　

キュウジュウネンダイコウハンから、ニホンでは、パソコンブームになった。それから

パソコンがフキュウした。トウジ、ニホンのメーカーはニホンでつくっていた。いまは、

チュウゴクセイがおおい。

　それはともかくとして、パソコンをつくることで、だれがもうかるのか、タブン、ニ

ホンジンももうかるが、チュウゴクジンがイチバンもうかるだろう。なぜか。オウベイ
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がアルファベットのブンカなのにタイして、チュウゴクは、カンジのブンカだからであ

る。グタイテキには、モジニュウリョクでラクになる。カンジがもっともカクスウがお

おい。それを、ジブンではかけなくてもつかえるのだ。そのメリットはおおきいだろう。

　

ヒャクよんジュウハチ『ウ』よんジュウキュウ

　

　ガッシュウコクで、あまりシャカイシュギシャがいるとはきかないが、タブン、シャ

カイシュギシャもうけいれるんだろう。イッポウ、ロシア（ソレン）やチュウゴクは、

シャカイシュギコクだったが、シホンシュギテキなケイザイカツドウをはじめている。

たまに、ガッシュウコクとチュウゴクのニタイコクが、チキュウシャカイをきめるなど

というが、それがなぜなのか、あまりセツメイされない。わたしはこれをつぎのように

おもう。

ガッシュウコクなどのにしがわショコクは、シャカイシュギをみとめるシホンシュギコ

クである。かれらと、（ロシア、）チュウゴクなどのひがしがわショコク、シホンシュギを

みとめるシャカイシュギコクとのトウソウではないか。おなじようかもしれないが、ち

がうともいえる。そういうことではないか。

　

ヒャクよんジュウキュウ『ウ』ゴジュウ

　

いまのニホンやこれからを、コウレイショウシカといっている。としよりがふえて、こ

どもがへるということだ。ひとがおいるとどうなるか。からだがうごかせなくなったり、

ぼけたりする。わたしのおやじもそうなった。ジテンシャにのってころぶくらいだった

のが、やがてねたきりになった。そうすると、ヨウもたせないから、おむつとなる。

たまに、わかいひとがナンニンで、としよりをひとりささえるというはなしがでるが、

まぁそれだけロウリョクがかかるといえる。そのブン、フツウのしごとができなくなる

といってもよい。そのように、おむつカするニホンであるが、フツウのしごとだけでな

く、ボウエイなどもタイヘンであろう。いまは、ガッシュウコクがたすけてくれるから

いいが、ニホンジンがおかねをもっていないとなると、そうもいかない。

チョキンがあって、おかねをあまりつかわないというと、ケイキがわるくなるといって、

だれかがおこりだしそうだが、チョキンというのは、「ホケン」であろう。フツウのホケ

ンは、だれかにおかねのウンヨウをまかせるが、チョキンはジブンでウンヨウする。ウ

ンヨウにかかわるコストもおさえられるから、フツウのホケンよりいいかもしれない。

そうしたジコホケンがあれば、なんとかなるだろう。ニホンジンがおむつカしたときに、

ホケンなしではセイカツできないであろう。セイフは、ジコセキニンとはいわないが、や

はりそういうメンがあるだろう。

　

ヒャクゴジュウ『ウ』ゴジュウロク
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カブケンならびにカブシキシジョウがデンシカされてしばらくたつ。むかしのトリヒキ

ジョウは、ひとがあつまっていいとおもうが、タイリョウのチュウモンをこなすにはコ

ンピューターのホウがツゴウがよいのだろう。

しかし、そのリテンはそれだけではないだろう。タイリョウのチュウモンが、イッキに

ショリされるから、シジョウがアンテイするわけだ。だから、トウキカにはおもしろく

ないが、チョウキでトリヒキするにはむいているだろう。あれてもすぐもどるというわ

けだ。

　

　

　

　

　

ヒャクゴジュウイチ『ウ』ゴジュウなな

　

「コウレイカ」といわれてひさしい。このあと、ジンコウがイチバンおおいセダイがコウ

レイカし、ホンカクテキなコウレイカシャカイがはじまる。

ゲンザイのニホンジンのコジンキンユウシサンはおおいが、セイフのフサイがおおいた

め、それでセイサンされれば、ニホンジンはキンユウシサンなしとなる。コンネンドの

セイフヨサンがヒャクチョウエンほど。これはゼイシュウのほかにゴジュッチョウエン

ほどのアカジコクサイがハッコウされる。このままザイセイカイカクをしないとなると、

イチバンジンコウのおおいセダイのすがたがみえなくなるころ、ニセンサンジュウハチ

ネンには、やはりセンチョウエンのコクサイザンダカがのこる。

これはニホンジンにはらえるかわからないガクだ（コクミンが、ただばたらきをすれば、

はらえる。ニヒャクマンエンブンをロクセンマンニンがジュウネンはたらけばセンニ

ヒャクチョウエンになる。）。

またそのゴもコウレイカはつづく。だから、さきにのべた、ただばたらきをしたくなけ

れば、ザイセイなり、コジンのサイフのひきしめなどがヒツヨウであろう。ニセンサン

ジュウキュウネンでセンチョウエンだから、ニセンニジュウキュウネンでゴヒャクチョ

ウエン。

もうすでに、ゴヒャクチョウエンキボの、ようするに、ニヒャクマンエンブンをサンゼ

ンマンニンがはたらくただばたらきがはじまっていてもおかしくない。しかし、ほかに

もホウホウがあるとことわっておく。

　

ヒャクゴジュウニ『ウ』ゴジュウハチ

　

ガッシュウコクでキンユウギョウがハッテンしたといわれる。なぜおかねをふやすヒツ

ヨウがあるのか。それはケイエイをやってみないとわからないメンがあるが、ジツブツ
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にくらべると、ツウカそのものにはカチがない。それでもつかえそうだというかんがえ

があろう。

むかしみたいにキンでホショウすれば、ツウカもホショウされる。しかし、そのセイド

はつづいていないようだ。あまりツウカダカだと、ユシュツがむずかしくなる。だから、

それをとっぱらうために、キンをつかうのをやめて、ユシュツしようとしたのだろう。そ

うすれば、ほかのくにのひとがやすくかえる。それがホントウにやすいかはなんともい

えないが、かうコウホになるだろう。

ニホンもハチジュウゴネンにエンダカになることをショウニンした。それでユシュツが

フシンにおちいったともいえるが、モンダイはコヨウのホウだ。ニホンセイヒンのカカ

クキョウソウリョクがよわまったわけだから、うれなくなる。それで、ヒセイキコヨウ

をふやした。

ようするに、シツギョウシャみたいなひとがふえたわけだ。ガッシュウコクでもそうだっ

たのだろう。シツギョウシャをセイキコヨウするには、おかねがかかる。それをかせぐ

のがキンユウギジュツだったわけだ。ウンヨウエキがでれば、それでやとえる。ガンポ

ンワレだとあとにひびくが。ウンヨウエキのブブンでやればソンはない。

ニホンでは、フリョウサイケンショリイコウ、キンリがあがっていないが、オウベイで

はちがう。ニホンでは、セイフのサイムがあったから、ミンカンがチョウシよくとも、

セイサクキンリをあげられない。オウベイでは、そのキンリによって、シツギョウシャ

をささえられた。ニホンではおなじようなモンダイがあるにもかかわらず、それができ

ていない。キンリがひくいから、カブシキシジョウにながれるだろう。わりだかといわ

れるくらいであぶないが、そういうことをしないと、シツギョウシャをささえきれない。

そういうモンダイがある。

　

ヒャクゴジュウサン『ウ』ゴジュウキュウ

　

さきに、ニホンジンが、ただばたらきをするようになる（●ヒャクゴジュウイチ『ウ』ゴ

ジュウなな）とかいた。これは、コウレイカのシンテンなどで、セイフフサイがふえる

ためである。それはなにかであなうめしなければならない。タンジュンにフサイをださ

なければいいだけだが、いまのところ、カイゼンするケハイはない。だが、だれかがが

んばれば（おかねをだせば）、そうならないカノウセイもある。

しかし、むかしはロウエキがあったわけだから、けっしてめずらしいケースではない。ゲ

ンジョウ、ただばたらきのロウドウシャがいるところを、だれかがかねをだしているか

ら、そうなっていないというところだろう。

おおきなおかねがあると、キンリだけでケッコウなかずのロウドウシャをやしなえる。

たとえばゴヒャクチョウエンあれば、ネンカンジュウゴチョウエンくらいでる。それな

ら、サンゼンマンニンのただばたらきのひとにゴジュウマンエンをはらうことができる。

こづかいがでるわけである。しかし、そういうおかねがなくなると、ただばたらきのニ

ンズウがふえ、こづかいもでにくくなる。セイフフサイがでつづけるとなると、そうな

るみこみがおおきい。
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タンジュンにケイサンすると、セイフフサイがネンカンゴジュッチョウエンでるわけだ

から、イチネンカンにネンシュウゴヒャクマンエンのロウドウシャイッセンマンニンが、

ただばたらきしなければならないとなる。それがつづいて、だれもかねをださないとな

ると、キギョウのいきおいにあわせて（キギョウはブジである。しかし、キョウソウに

さらされる。）、フツウのシャインのかずもゾウゲンするだろう。

キギョウは、コクサイキョウソウもそうだが、コクナイでタクサンのただばたらきがふ

えるわけだから、かなりのキョウソウにさらされる。ということは、シャインのチンギ

ンがさがるか、やとうひとをへらすとなるだろう。そうなると、セイヒンをつくっても

そんなにはうれない。かうひとにそんなにおかねがないからだ。

ゲンザイでもそういわれたりする。ということは、セイヒンのカカクがさがって、はた

らくひとのキュウリョウもさがる。いわゆるケイキがわるいだ。それをどうやってのり

こえていくかがカダイだろう。タンジュンにかなりチンギンをさげれば、ながつづきす

るだろうが、それをするためのキセイはきめにくいだろう。

　

ヒャクゴジュウよん『ウ』ロクジュウ

　

そこらをあるいていると、くるまがよくめにつく。あるカンテンからいうと、それだけ

かねもちがおおい。そんなにかもちがいるのか。となる。

ニホンのユシュツニュウのトウケイからいうと、せいぜいニジュッチョウエンのくろじ

（それでもすごい。）だから、そのギョウカイにつとめるジュウギョウインはかえてもお

かしくない（くるまはシゼンブツではないのだ。テッコウセキをユニュウするヒツヨウ

がある。つまり、ゲンリョウはユニュウだ。）。ニジュッチョウエンをキュウリョウとし

てハイブンすると、ネンシュウサンビャクサンジュウサンマンエンのガイカをもつジュ

ウギョウインがロッピャクマンニンいることになる。くるまのネダンがサンビャクマン

エンとしても、そのひとたちは、くるまをかえるだろう（ジュウネンローンでもいい。）。

だとすると、ロウドウジンコウのジュウブンのイチテイドがクルマをかえることになる。

つまり、ジュウニンにひとり、ジンコウでいうと、ニジュウニンにひとりとなる。

だから、そのケイサンでかんがえると、くるまはそんなにはしっていないはずなのだ。か

ねもちがおおいというジッカンもそこそこまとをえているだろう。しかし、くるまはタ

クサンはしっている。それはなぜなのか。

さきにのべたように、ニホンのガイカシュウニュウはせいぜいニジュッチョウエンであ

る。そのガイカシュウニュウのハンブンはあぶら、ガスをかうだろう。のこりハンブンの

ハンブンはセイゾウにヒツヨウなゲンリョウをかうとして、そのこりのハンブンのハン

ブンでくるまをかうとする。ゴチョウエンだから、ヒャクゴジュウマンダイかえる。か

いかえがあったとしても、センゴロクジュウネン（ややフッコウしてから。センキュウ

ヒャクロクジュウネンから、それがつづいたとすると、ななジュウネンでハッセンロッ

ピャクマンダイかったことになる。

それなら、なぜかはセツメイできる。ところが、このケイサンだと、くるまイガイのユ

ニュウヒンテキなものは、かえていないことになる。ガイカシュウニュウのよんブンの
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イチをくるまのコウニュウにあてたということだからだ。

つまり、センゴフッコウしてユシュツできるようニホンジンはがんばったが、コクナイ

にあるものイガイは、くるましかてにはいらなかったことになる（「くるまが」といった

ホウがいいかもしれない。）。わたしがバブルをケイケンしたセダイなのでそういうが、

ななジュウよネンカンのドリョクのケッカが、ニホンジンがくるまをもったということ

になる。ベツにくるまでなくともよかっただろうが、そとをあるいてみると、どうもそ

のようだ。

それがいわゆるななジュウよネンカンのニホンのケイザイセイチョウである。キュウ

ジュウネンダイから、ユニュウヒンがふえはじめたが、それらをかうとなると、くるま

をかうにはたりなくなってくる。それをどうかんがえるか。ひとつは、くるまをダイジ

にながくつかえばいいのである。しかし、ゼイセイ、キセイがチョウバツテキだから、カ

ンタンではない。しかし、シュウリしてつかえばいいだろう。そうすれば、ほかのなに

かもかえるかもしれないのである。

　

ヒャクゴジュウゴ『ウ』ロクジュウイチ

　

ニホンジンのジッシツテキなシュウニュウというと、ネンカンニジュッチョウエンほど

のガイカシュウニュウにすぎない（●ヒャクゴジュウよん『ウ』ロクジュウ）。そのほか

はニホンジンドウシで、ぐるぐるまわしているにすぎない。そのまわしたリョウはコク

ナイソウセイサンではかられる。シュウニュウがニジュッチョウエンだから、ひとりあ

たりニジュウマンエンテイドだ。このハンイで、ユニュウヒンをかわないとあかじにな

る。あぶらとガスはユニュウである。デンキもダイタイあぶらやガスからつくられるの

で、ユニュウだ。

あなたのいえのコウネツヒはいくらか。ネンカンジュウマンエンでおさまっていたら

まぁいいだろう。あとジュウマンエンのこることになる。わたしはキョネンユニュウヒ

ンをゴマンエンぐらいかった。そうすると、ゴマンエンのこるが、タブンショクヒにき

えただろう。ギュウニクとこむぎである。そうすると、そうすると、あたたかいおもい

と、いいからだつきと、かったテチョウとマンネンヒツがのこる。

そうかんがえると、そんなにゼイタクはできないとわかってくる。ショクリョウも、さ

かなや、とりにくをたべればガイカをつかわない。ラーメンでなくて、そばなどにして

もいい。それがカンペキにできれば、ゴマンエンチョキンできる。そうやって、ガイカ

をチョキンすれば、なにかのときにやくにたつだろう。もし、これがあかじだと、ニホ

ンジンはまずしくなるということだ。

　

ヒャクゴジュウロク『ウ』ロクジュウニ

　

ただばたらきのひとがふえそうだとかいた（●ヒャクゴジュウサン『ウ』ゴジュウキュウ

、ヒャクゴジュウイチ『ウ』ゴジュウなな）。コウレイカとシャカイセッケイのシッパイ
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からそうなるんだろう。いまのところは、セイフフサイよりもミンカンのチョキンがお

おいから、それはヒョウメンカしない。

セイフフサイののびは、まいとしゴジュッチョウエン。これがミンカンのチョキンにお

いついてしまうと、セイフはどこからか、かねをもってこないとならなくなるから、ゾ

ウゼイやキュウリョウをテンビキすることがかんがえられる。そのはてが、ただばたら

きである。イッセイにテンビキするか、ショクギョウにあわせてテンビキするか、そこ

はわからない。

しかし、おかねがまったくないわけではない。あるところにはあるはずである。だから、

うまくそういうひとたちとしごとをすればよい。おおむかしに、ひとはシュリョウして

いたという。しかし、コンドは、ひとのよいシュリョウであろう。ブツブツなんかをい

うより、すなおにしごとをするホウがこのまれる。そうやってめしをかせげばいいので

ある。そのためには、こだわりをすてるのもダイジであろう。

　

ヒャクゴジュウシチ『ウ』ロクジュウサン

　

ひとりあたり、ネンカンニジュウマンエンが、ニホンのケイザイセイセイチョウといっ

た（●ヒャクゴジュウゴ『ウ』ロクジュウイチ）。このニジュウマンエンは、いまのとこ

ろつかっていないなにかをてにいれるのにつかえる。ネンカンニジュウマンエンだから、

よんジュウネンそれをためてもハッピャクマンエンである。

いま、いえをもっていなかったとしたら、いえをたてたいかもしれない。しかし、この

ばあいたててはだめである。ハッピャクマンエンではたたないだろうからだ。ともばた

らきでセンロッピャクマンエンとすれば、ズイブンなコウガイにたてられるかもしれな

い。しかし、ゼイタクするのなら、そのセンロッピャクマンエンがねべりするからやめ

たホウがいい。

いますんでいるチンタイアパートがつきジュウマンエンなら、ネンカンヒャクニジュウ

マエン。ジュウネンでセンニヒャクマンエンだ。ずっとすむつもりだったら、よんジュ

ウネンで、よんセンハッピャククマンエンになる。それなら、はたらきだしてすぐにい

えをかえばいいだろうが、そういうひとはすくない。よんジュウダイになって、ニジュ

ウネンブンのヤチンのニセンよんヒャクマンエンとチョキンでかうかというハンダンに

なろう。

ゼイタクをしていなければ、さきのケイザイセイチョウブン、よんヒャクマンエンため

ているんだろう。それでニセンハッピャクマンエンである。コウガイにかえる。こんな

ところが、ニホンジンにできることでないか。タブン、ケンジツでないとむずかしいだ

ろう。

　

ヒャクゴジュウハチ『ウ』ななジュウロク

　

ゲンザイのニホンはキンリがひくい。だから、だれかにあずけて、キンリをかせぐのは
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むずかしい。しかし、ほかのセンシンコクでは、キンリをあげるかもしれない。ニホン

では、それをおっかけて、キンリをあげるのはむずかしいだろう。セイフフサイがある

からだ。これがキョガクだから、キンリをあげると、りばらいでザイセイをアッパクす

る。しかし、ホウホウがなくはない。

イチオウキンリはあげて、そのブンすべてにカゼイをすればいいわけである。つまり、キ

ンリをゴパーセントにするならば、そのゴパーセントブンをゼイキンとしてチョウシュ

ウすればよい。それなら、セイフのりばらいでザイセイをアッパクすることはすくない

だろう。

　

ヒャクゴジュウキュウ『ウ』ハチジュウ

　

レイネンダイに、シホンキンがイチエンでもカイシャをつくれるようになり、あまりシ

ホンキンということばをきかなくなった。しかし、シホンキンはダイジだとおもう。

むかしは、キギョウをするといったって、なにかベツのしごとで、ナンネンかがんばっ

て、チョキンして、それから、ジギョウをはじめたときく。シホンキンがあれば、その

おかねでしごとができるわけだ。シホンキンがおおきければ、リソクだけでもしごとが

できるかもしれない。いまは、テイキンリだから、あまりそういうかんがえにならない

だろうか。はじめから、やりたいことをやるジダイである。

　

ヒャクロクジュウ『ウ』ハチジュウニ

　

タイム イズマネーという。なにかベンリなドウグをかって、しごとをしようとおもって

いたとする。それをかわなければ、なにもヘンカなしだが、おかねをだして、それをか

うと、しごとがすすむ。しごとがすすむというより、ミライにあったしごとが、ゲンザ

イにひきよせられたといえるかもしれない。

そうやってたしかにおかねをジカンとコウカンできるわけだ。わたしはわかいころ、シィ

ディをよくかった。オンガクをたのしむことをそのときひきよせた。ひとによっては、そ

れがしごとになるだろうが、わたしにとっては、タンなるキョウラクだったようだ。

そういうハンセイがあるからか、サイキンはあまりシュミのものをかわなくなった。い

い「ジカン」をひきよせたホウがいいだろうから。

　

ヒャクロクジュウイチ『ウ』ハチジュウよん

　

まえに、ひとりのツゴウではおかねがたまらないというはなしをした（●『ス』ジュウ

シチ、ゴジュウロク『オ』ニジュウハチ）。ワイ（チョキン、ガッコウにいくシキン）イ

コールエー（ジキュウ）かける エックス（ロウドウジカン）マイナスビー（セイカツヒ）

といったはなしだ。
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うまくしごとのジカンをふやせば、チョキンはふえる。しかし、それはひとりのツゴウ

だけではきまらない。ほかのドウリョウや、キョウゴウキギョウのうごき、ケイキにも

サユウされる。だから、そのタンジュンなイチヘンスウモデルでは、うまくいかないと

いうことがわかった。それでヘンスウをふやしたらどうかといった（●キュウジュウサ

ン『ス』ジュウシチ）。

しかし、このモデルのいいところもある。それは、ケイサンがカンタンだからだ。それは

さきにのべたようなケッカンがあるが、サイキン、ゲームとしてまたやりはじめた。ベツ

にキュウリョウとかをケイサンするわけではない。こづかいをニュウリョクして、チョ

キンがふえるようにもっていけないかとおもっている。

どこかからゲームをかってくれば、いくらかかかる。しかし、そのチョキンゲームはお

かねがかからないし、うまくいけばチョキンがふえる。ガクセイのときにはじめたケイ

サンをまたやっている。

　

ヒャクロクジュウニ『ウ』ハチジュウなな

　

まえに、オンガクやエイガなどが、ひとりイチジカンあたりイチエンでたのしめるとか

いた（●ヒャクニジュウニ『ス』ヒャクニジュウサン、ななジュウキュウ『オ』ヒャク

サンジュウハチ）。そのかんがえかたをすすめると、コンピューターのプログラムもやは

り、ひとりイチジカンあたりイチエンとなるだろう。ジッサイにそのくらいでテイキョ

ウしていたりする。

そうだとすると、アイティブームで、コンピューターカンレンのジュウギョウシャがふ

えたが、やがてはへっていくだろうともいえそうである。ひとりイチジカンあたりイチ

エンだから、ヒャクニンのコテイユーザーがいないと、ネンカンヒャクマンエンもかせ

げない。だから、あなたがプログラマーになろうとしたら、ヒャクニンのコテイユーザー

をカクトクできるかがめやすとなる。ヒャクニンのユーザーつかまえられないなら、く

えないからやめたホウがいいとなる。チュウリュウっぽくセイカツしたければ、ゴヒャ

クニンのユーザーがヒツヨウだろう。

これをいいかえれば、あなたがプログラマーになれるかはヒャクブンのイチとなる。チュ

ウリュウのセイカツをしたければ、ゴヒャクブンのイチだ。ヘンサチでカンサンすると、

プログラムのヘンサチがななジュウテイドないと、くえないとなる。チュウリュウなみ

にだと、ハチジュウとかがヒツヨウだろう。

だから、プログラムでたべていくのは、コンゴはむずかしくなるとおもう。ちなみに、オ

ンガクやエイガでケイサンすると、ヒャクマンブンのイチ、ゴヒャクマンブンのイチで

ある。オンガクやエイガよりはいいだろう。

　

ヒャクロクジュウサン『ウ』キュウジュウイチ

　

ニホンはセンゴフッコウしたという。コジンがくるまをもてるようにもなった（●ヒャ
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クゴジュウよん『ウ』ロクジュウ）。むかし、くるまはコウキュウヒンだったにもかから

わずである。だから、「ケイザイセイチョウ」といわれると、そうかとなるが、そのかわ

りに、うしなったものもある。それは、うしとかうまである。

むかしは、ノウカには、うしとかうまがいたらしいが（おふくろのははおやのジッカは、

そうだったらしい。）、いまは、あまりみかけられなくなった。ということは、うしとう

まとくるまをコウカンしただけとなる。それは、ケイザイセイチョウといえないだろう。

タンなるコウカンだ。

コンゴ、ヒコーキをかえるとはかんがえていないが、「ケイザイセイチョウ」がカノウと

すればそういうことだろう。

　

ヒャクロクジュウよん『ウ』キュウジュウなな

　

なかなか、ニホンケイザイメカ（●『ウ』キュウジュウロク）のハンチュウでは、トシ

のホウのロウドウシャが、ノウギョウをするのもむずかしいであろう。かといってカイ

シャをはなれるわけにもいかない。シュウマツだけノウギョウをやるてもあるが、そう

カンタンではないだろう。

それなら、ニブンのセイキというはたらきかたはどうか。カイシャでのロウドウとノウ

ギョウをやることをジョウケンに、セイシャインのハンブンのタイグウをみとめるとい

うものである。ニブンのセイキだから、ヒセイキシャインよりはタイグウがうえである。

まぁ、そういうしくみなどをつくってノウギョウシンコウなり、シゼンにしたしむこと

ができればとおもうのである。

　

ヒャクロクジュウゴ『ウ』ヒャクロク

　

かんがえてみれば、コウギョウというのはむずかしい。なにがむずかしいかというと、

セイヒンをつくってうるのに、つくるロウドウリョクと、うるロウドウリョクがヒツヨ

ウになる。それで、ゴパーセントのリエキをとっても、ショウギョウは、うるだけでゴ

パーセントをとったりする。

ロウドウリョクがおおいブンだけ、コウギョウのホウがむずかしい。そういうリユウが

あってかコウギョウジュウジシャより、ショウギョウジュウジシャのホウがおおくなっ

た。また、サービスギョウもおおくなった。コウギョウは、ものをつくってうり、ショ

ウギョウはものをうり、サービスギョウは、ロウドウリョクだけうるというかんがえか

ただ。

ショウギョウは、ものをしいれるブンだけ、センコウトウシがヒツヨウだから、それな

りにむずかしさがある。サービスギョウは、ロウドウリョクだけで、あるギノウがあれ

ば、もとでがなくてもカノウだ。だから、ここでいうショウギョウより、サービスギョ

ウのホウに、ひとがあつまるだろう。

ジッサイに、ジエイギョウより、サラリーマン、パート、アルバイトなどがふえた。サー
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ビスギョウだけでは、ものがまわらないから、コウギョウ、ショウギョウもダイジだ。え

どジダイには、シノウコウショウといったらしい。つまり、コウギョウはむずかしいゆ

えに、ショウギョウよりくらいがたかいということだろう。

いまでは、それにサービスギョウがくわわるだろう。つまり、シノウコウショウサービ

スである。ショウギョウは、あるテイドのシキンがいるゆえに、サービスギョウより、く

らいがたかいと。しかし、むかし、ショウニンなんかがゆたかで、バクフのセツヤクのよ

びかけにこたえず、きもののうらに、ソウショクをしたというが、ゲンダイでも、サー

ビスニンがゆたかであろう。そういうコウゾウはかわらないのかもしれない。

　

ヒャクロクジュウロク『ウ』ヒャクジュウサン

　

ショウバイしているひとのショウスウがあかじのばあい、「コウケイキ」という（ゼンブ

がクロジというケースはすくないだろう。）。ダイタスウがあかじになると、「フケイキ」

という。

そのことからいうと、コウケイキでも、あかじをだしているひとにとっては、フケイキ

はあまりカンケイないだろう。ダイタスウがあかじだと、セイフに「なんとかしろ。」と

いいはじめる。それがただしいのか。セイフがおかねをだしたとしても、それは、セイ

フがあかじをだすだけで、あかじをフタンするシュタイがかわるだけだ。ただ、それで、

あかじがへるひともいよう。

そういうイミでは、フケイキジタイはかわらない。そもそも、フツウのショウバイジタ

イが、コキャクにあかじをおわすというのは、ジユウシュギケイザイでは、まぁ、シゼ

ンジョウタイだろう（●ヒャクサンジュウハチ『ウ』イチ）。コウケイキとフケイキはな

にがちがうか。

コウケイキのハンイでは、あかじでもおかねをだすことだろう。つまり、コウバイイヨ

クともいうが、ひとのシンリのモンダイであろう。エイゴでは、フキョウのことを、デ

プレッションという。それには、「うつっぽい」というイミもある。それがいうように、

あまりコウバイするイヨクがないからそうなるわけだ。わたしは、しずかなのがきらい

でないから、それもありだとおもうが、イッパンはいやがるのだろう。

　

ヒャクロクジュウなな『ウ』ヒャクニジュウよん

　

ニジュッセイキはセンソウがあった。それはおおくのシシャとハカイをもたらしたとい

う（ザンネンながら、わたしはカンサツしていない。）。もうそれから、ハチジュウネン

たつが、まだ、ひょっとしたらたたかっているのかもしれない。ただ、ジュウをむける

センソウはそうおおくはない。あいてにキョウラクをあたえるセンソウである。そして、

それはジンルイをタイハイにむかわせているかもしれない。

コンピューターもそうだし、シィディプレイヤーもそう。エアコンもそうだし、ゲーム

キもそうだ。ダイタイ、これらはセンゴにできたものだろう。これらは、キホンテキに
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なくてもすむものだ。そういいつつ、わたしもサイヨウしている。まずは、「はずかしな

がら、タイリョウにネンリョウとみずをつかうフロをショユウしています。」とか、「こ

れはわたしのダラクなんですが、オーディオセイヒンをつかっています。」というところ

からはじめなければいけないのかもしれない。しかし、そのまえに、まえのセンソウの

ショリもダイジであろう。

　

ヒャクロクジュウハチ『ウ』ヒャクサンジュウゴ

　

かわせやブッカがアンテイしているホウがくらしやすい。それをタッセイするために、

ツウカのシンライドがジュウヨウとなる。むかしは、ドルとキンのコウカンがホショウ

されていた。ドルをもっていくと、キンなんグラムとコウカンしてもらえたわけである。

だから、そういうタイセイカでは、ケイザイはアンテイするだろう。しかし、ベツのモ

ンダイもある。

それは、シホンシュギのシステムのモンダイだ。それはなにかというと、まえにセツメ

イしたとおり（●ヒャクよんジュウ『ウ』キュウ、ロクジュウなな『オ』ヒャク）、リエ

キやチョキンをだすと、シジョウからおかねがすくなくなることだ。それで、ブッカが

やすくなると、「デフレ」という。そうすると、キギョウのギョウセキがアッカするから、

チンギンもさがるし、シツギョウがでる。そういうモンダイだ。

むかしは、ガッシュウコクとシャカイシュギのソレンで、ちからくらべをしていたから、

ガッシュウコクはまけるわけにはいかなかったんだろう。ドルとキンのコウカンをやめ

てしまった。それによって、ツウカをタクサンインサツして、リエキやチョキンでツウ

カがきえたブンをキョウキュウしただろう。それによって、「デフレ」はカイショウさ

れただろう。それで、キュウジュウネンダイにソレンがシュウリョウした。シホンシュ

ギがかったようだが、おかねのすりすぎというモンダイがのこった。リエキやチョキン

がイッセイにシジョウにでたら、イッキにインフレになるだろう。そういうイサンがの

こった。

これをカイショウしてというはなしはあまりきかない。なにかものがたかくなったとし

たら、リエキやチョキンをそのしなものにかえているということだろう。ニホンでもタ

ニンごとではない。キュウにキョウコウがおこるカノウセイはあろう。ソレンというセ

イタイはシュウリョウしたが、かならずしも、シホンシュギがかったわけではないかと

おもう。

　

ヒャクロクジュウキュウ『ウ』ヒャクよんジュウニ

　

どうすれば、「チキュウオンダンカ」をとめるようにできるだろう。ひとついえなそうな

のは、ものをかうばあいに、ちかくでつくられたものをかうことだろう。とおくからは

こぶのなら、エル（ウンドウ）イコール イー（エネルギー）わる ダブリュ（シツリョウ）

だから（●『ウ』ヒャクサンジュウキュウ、『ウ』ヒャクサンジュウイチ、『ウ』ヒャクニ
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ジュウハチ、『ウ』ヒャクニジュウなな、『ウ』ヒャクニジュウロク、『ウ』ヒャクニジュ

ウニ、『ウ』ヒャクジュウゴ、『ウ』ヒャクイチ、『ウ』ななジュウニ、『ウ』ロクジュウ

ロク、『ス』よんジュウサン、『よ』サンジュウニ）、おもいものほど、エネルギーがかか

る。エルをデンキとみれば（エルイコールイーエル［デンキ］より。［●『ウ』ヒャクサ

ンジュウキュウ、『ウ』ヒャクニジュウなな、『ウ』ヒャクキュウ、『ウ』ヒャク、『ウ』な

なジュウニ、『ウ』ななジュウイチ、『ウ』ロクジュウロク、『ウ』ロクジュウゴ、『ウ』よ

んジュウゴ］）。とおくのおもいものほど、ショウヒデンリョクがおおきい。つまり、もの

のイドウについては、ワットなりイーアイ（わたしがかんがえたタンイ、●『ウ』ヒャ

クジュウゴ）であらわせるわけだ。そのスウチのひくいものをかえば、デンキのリヨウ

リョウがちいさいから、チキュウオンダンカをとめるのに、コウカがあろう。ショウヒン

にねだんとイッショに、つかったエネルギーのヒョウジをするといいかもしれない（●

『ウ』ななジュウキュウ）。

　

ヒャクななジュウ『ウ』ヒャクよんジュウゴ

　

シホンシュギのケイザイはリエキをだすことをだめといわない。そのリエキがためこま

れれば、デフレになるが（●ヒャクロクジュウハチ『ウ』ヒャクサンジュウゴ、ロクジュ

ウなな『オ』ヒャク、リエキのうらに、だれかのあかじがあってもだ［●ヒャクロクジュ

ウロク『ウ』ヒャクジュウサン、ヒャクサンジュウハチ『ウ』イチ］。）、おかねという、

ジユウにできるケンゲンを、タニンにジョウトしたり（ジョウトというより、コウカン

だ。）、タニンから、ジョウトされたりするのをよしとする。みんながジユウにジョウト

しあっていいことになっている。

イッポウ、シャカイシュギでは、リソウテキには、コウヘイにケンゲンがブンパイされ

る。リエキやあかじをだすのもよしとしないだろう（コウカンは、ゆるされたりもす

る。）。だから、ヒンプのサがすくない（リソウテキには、ないであろう。）。

しかし、そのコウヘイというブブンをつきつめていくと、セイフがセイリツしない。な

ぜなら、セイフのトップとフツウのロウドウシャのキュウリョウがおなじだと、おそら

く、どこかガイコクでカイダンをするのにつかうヒコーキのリヨウリョウがはらえない

からだ。オウフクでサンジュウマン、よんジュウマンエンくらいするかもしれない。フ

ツウのロウドウシャのゲッキュウブンをイチニチのカイダンでつかいきってしまったら、

タブン、そのセイフのトップはガシするだろう。

だから、まったくコウヘイなシャカイシュギというのは、ゲンジツテキにはキノウしな

い。そこで、セイフのニンゲンにトッケンをフヨするわけである。ゼイキンをとりたて

たり、シユウザイサンをフキョカにしたり、トチをとりあげたりをカノウにする。タイ

ホすることもできるだろう。

ソレンでは、まぁまぁうまくいっていたが、そういうドクサイをおこなったくにはすく

ない。そういうわけだから、ヒンプのサをすくなくするために、シャカイシュギでは、ド

クサイがうまれるから、よろしくないとなる。

いまのニホンにシャカイシュギセイタイをホンキでヒョウボウしているセイトウはいな
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いとおもうが、そっちよりのひとでも、せいぜいヒンプのサをちぢめるようなセイサク

をめざすテイドだろう。ゼンインにキソキュウフというのが、わりとあたらしいやりか

ただが、それがうまくいくのかはわからない。

　

ヒャクななジュウイチ『ウ』ヒャクよんジュウキュウ

　

ケイザイやとりひきについて、ひとつのたちばがあろう。それをひとことでいえば、「も

うかるということはない。」である。

どういうことか。ゲンコウのやりかたでも、セイヒンには、あるテイドのホショウがつ

いている。イチネンホショウなどだ。「もうかるということがない」やりかたでは、それ

をエイキュウホショウにする。つまり、こわれたら、シンピンとコウカンするというこ

とだ。そうだと、ケッコウなカカクにしても、もうかるということはないだろう。いつ

こわれてコウカンになるかわからないから、うりあげをつみたてておくようだ。

これは、ゲンコウのやりかたでも、ホケンというのがある。それをセンモンのカイシャ

がやるのではなく、それぞれのキギョウがやるということである。カンゼンホショウだ

から、ユーザーはたすかる。しかし、メーカーはもうからない。メーカーがチョクセツ

ハンバイすれば、やはり、ショウテンももうからないだろう。

このかんがえかたをすすめると、たべものがムリョウになる。どういうことか。たとえ

ば、ダイコンをつくるノウカは、ダイコンのセイサンにセキニンをもつ。イッポンヒャク

エンでシュッカするとしよう。それをリヨウシャがヒャクエンでかう。このリヨウシャ

もダイコンのショウヒにセキニンをもつ。どういうことかというと、それをたべたあと

のウンコ（ダイコンのセイブンがはいっているであろう。●キュウジュウキュウ『ス』ゴ

ジュウロク）を、ノウカにやはりヒャクエンでうるわけである。そして、しいれたノウカ

は、そのウンコをつかって、ダイコンをそだてる。そのジュンカンがつづくならムリョ

ウだ。ノウカはヒャクエンでうって、ヒャクエンでしいれている。リヨウシャは、ヒャ

クエンでかって、ヒャクエンでうっている。

たべものがムリョウなら、ゼイタクしなければ、いきていける。セイヒンもやはりムリョ

ウにできる。どういうことかというと、イチマンエンのラジカセをかうとする。それで

メーカーにイチマンエンはいる。ただ、それは、さきにのべたように、エイキュウホショ

ウである。だから、つかいおわって、メーカーにかえせば、イチマンエンうけとれる。つ

まり、セイヒンがムリョウなわけだ。ただ、ナンテンは、みずはムリョウにできても、ガ

ス、デンキを、いまのところムリョウにできなさそうなテンだ。これらがムリョウにな

れば、その「もうかるということはない」いきかたもできるであろう。これは、シジョ

ウやセイフをヒテイするものではない。キギョウなどがやればいいとおもっている。あ

かじのあびせあいとか、カクサはモンダイにならなくなるとおもう。

　

ヒャクななジュウニ『ウ』ヒャクゴジュウ
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カンペキな「もうかるということはない」シャカイ（●ヒャクななジュウイチ『ウ』ヒャ

クよんジュウキュウ）もかんがえられるが、それはどあいのモンダイかもしれない。サ

イキンのニホンジンは、ガッシュウコクジンのかんがえかたをよくとりいれるが、むか

しは、ノウサンヒンとウンコのジュンカンが、できていたであろう。つまり、ものがや

すかったということだ。またニホンは、わりとシンライシャカイなので、ソショウもす

くない。つまり、ホショウのどあいがおおきいということだ。ガッシュウコクはソショ

ウがおおいという。つまり、ホショウのどあいがちいさいということ。そのブン、もう

けもおおきいだろう。

ジジツ、ガッシュウコクのキギョウのなかには、おおきいものがある。しかし、「もうか

る」というばあいはゲームのヨウソがつよい。かちとまけがあるということだ。ニホン

もサイバンセイドを、ガッシュウコクのようにかえはじめたが、そんなにゲームをしな

くてもよいとおもう（すきなひとはやればいい。）。コウシンライで、ものがやすいとい

うのもダイジだからだ。

デフレで、サンジュウネンケイザイセイチョウしなかったというが、ものがやすいとい

うことは、わるいことではない。そもそも、「ケイザイセイチョウ」というのはないだろ

う。なぜなら、チキュウのシゲンはユウゲンだからだ。あったとしても、タイヨウコウ

のリョウだけであろう。もしくは、インフレリツのことをいっているのか、ほかのくに

からとってきたシサンのおおきさをさしているのだろう（ガイコクとのシサンのやりと

りについては、ボウエキトウケイがある。）。

「ケイザイセイチョウ」がインフレリツとすれば、それは、ちいさいにこしたことにな

い。それはそれでよろこばしいことだ。コクナイソウセイサンをヒャクチョウエンふやす

ということは、ニジュッパーセントのインフレをタッセイしようということである（ゲ

ンザイ、ニホンのコクナイソウセイサンはゴヒャクチョウエンテイド）。それより、ショ

クリョウがムリョウのホウがよくないかとおもってしまう。

　

ヒャクななジュウサン『ウ』ヒャクゴジュウイチ

　

ソレンもショクリョウがムリョウのようだっただろう（●ヒャクななジュウニ『ウ』ヒャ

クゴジュウ）。それがなぜだめになってしまったか。インセンティブやヒキョウサンケン

にあったカジョウなほどのセイヒンのせいだとおもう。

ヒキョウサンケンでは、リンジのキュウリョウなどは、トクにわるいとされない。そう

いうのをもらえば、ロウドウシャはフツウイジョウにはたらくであろう。ヒキョウサン

ケンはもうけをだすブンカだから、そこからインセンティブをだせばよい。それでは、

ソレンのロウドウシャが、ヒカクテキはたらかなくなる。また、カジョウなセイヒンも、

もうけをだすブンカなら、タショウもうけをギセイすればつくれる。そういうわけでソ

レンはまけた。だから、ダイダイテキに、ムリョウのケイザイケンをつくってもむずか

しいであろう。ただ、センタクのジユウはあってもいいとおもう。
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ヒャクななジュウよん『ウ』ヒャクゴジュウニ

　

セイヒンをつくるロウドウシャは、セイヒンをつくって、うってキュウリョウをえる。

キョウサンケンでは、シホンカはいやがられるが、さきのエイキュウホショウのセイヒ

ンメーカーのように（●ヒャクななジュウニ『ウ』ヒャクゴジュウ）、おかねをあずかる

だけだったらどうか。それでは、リエキはでない。そういうショクシュをシホンロウド

ウシャといおう。

ばあいによっては、いまのニホンのギンコウのように、ゲンゾンするだろう。そのひと

たちはどうやってたべっていけばいいか。いま、よくあるやりかたは、おかねをウンヨ

ウすることであろう。それでネンにサンパーセントのあがりでもだせば、シホンロウド

ウシャはたべていける。そのほかのやりかたは、いまのところわからないから、ウンヨ

ウもあくではないとおもう。ただやはり、ウンヨウさきにあかじ（ウンヨウのくろじの

ブン）がでる。

　

ヒャクななジュウゴ『ウ』ヒャクゴジュウロク

　

ニホンキギョウのつくったセイヒンが、それほどカイガイでうけなくなっている。それ

を、「めずらしいいきもののいるしまのようだ。」などというひともいる。ようするに、ニ

ホンコクナイだけで、あるセイヒンなどがショウヒされているということだ。ニホンは、

ヤクイチオクのシジョウである。

センゴ、ニホンがフッコウしてから、ガッシュウコクのサンオクのシジョウでもがんばっ

たらしい。チュウゴクがシジョウケイザイにきりかえたあとは、ガイコクのキギョウが

チュウゴクで、セイヒンをつくるようになった。チュウゴクは、ジュウオクのシジョウ

である。そこでうれれば、おおきい。ニホンのジュウバイのシジョウだからだ。

もっとおおきくみると、チキュウジョウのななジュウオクというシジョウがある。その

なかで、まぁ、おかねにヨユウがあるのは、ハンブンテイドだろう。サンジュウオクのシ

ジョウだ。ザンネンながら、ニホンキギョウのタイハンは、ジュウオクのシジョウでも、

サンジュウオクのシジョウでもショウブできていない。せいぜい、イチオクとサンオク

のシジョウである。それをヒにすると、ジュッタイイチである。つまり、ジュウオクのシ

ジョウとサンジュウオクのシジョウでがんばっているキギョウとくらべると、ギョウセ

キは、ジュウブンのイチになる。それでは、さがつくだけであろう。だから、セカイのキ

ギョウのギョウセキランキングに、あまりニホンキギョウはでてこない。やはり、ジュウ

オクのシジョウやサンジュウオクのシジョウでがんばれるようにするのがダイジだろう。

　

ヒャクななジュウロク『ウ』ヒャクロクジュウロク

　

まえにいったように、いまは、オンガクがひとりイチジカンあたりイチエンのジダイだ

（●ヒャクロクジュウニ『ウ』ハチジュウなな、ななジュウキュウ『オ』ヒャクサンジュ
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ウハチ）。だから、イチニチイチジカンブンだけつくっておわりとか、イチジカンブンだ

けひいておわりでは、まともにかせげないだろう。イチジカンブンだったら、あとはみ

るひとのかずだ。センニンみれば、センエン。これは、よくあるアルバイトのジキュウ

とおなじくらいだ。ということは、サイテイハチジカンは、サッキョクなり、エンソウ

しないと、ひとなみにかせげないとなる。

キャクがセンニンいれば、めでたくハッセンエンとなる。これがつづけば、ロウドウシャ

なみにかせげるだろう。わたしはいままできづかなかったが、これが、フツウのオンガ

クのしごとのありかただとおもう。イチニチにニジカンだけエンソウしてくっていける

ほどあまくはない。それはユウメイなミューシャンだからツウヨウする。それがわたし

はわからなかった。

ユウメイなミュージシャンでも、いまでは、それはむずかしいだろう。ようするに、キャ

クをセンニンイジョウカクホして、イチニチハチジカンは、サッキョクなり、エンソウ

しろというはなしである。フツウのロウドウシャは、それをやっている。ようするに、あ

そびにんとかロックンロール（フリョウ）では、つとまらないのである。

キャクがゴヒャクニンなら、ジュウロクジカン、サッキョクなり、エンソウしろである。

それで、オンガクカとしていちにんまえだろう。そうやってはたらくなら、ハチジカン

のキョクもできそうなきがする。

あなたのサクヒンのカソウうりあげは、キャクスウ かける ロクジュウブンのエックス

（キョクのながさ）（かける ゼットキョクのかず）ででるわけだ。それで、くっていけな

いとおもうなら、やめればいい。

いまは、ドラマもアニメもそうなりつつある。ソウトウきびしいのではとおもう。オン

ガクなども、コウリツがジュウシされるジダイかもしれない。わたしなんかだと、イチ

ジカンにジュッキョクつくらなければ、たべていけないだろう。それでジドウカすると、

エーアイなどに、まけてしまうカノウセイがおおきい。オンガクでたべていくには、き

びしいジダイだ。

　

ヒャクななジュウなな『ウ』ヒャクななジュウキュウ

　

「コストサクゲン」のようにいわれることがある。マイツキよんサツのホンをよむひとの

コストは、つきロクセンエンくらいだ。それをニジュウジカンでよんだら、ジカンあた

りサンビャクエンとなる。センエンブンだけのむのみカイをイチジカンできりあげたら、

ジカンあたりセンエンだ。イッショクとしてはまずまずのねだんだろう。

わたしがオンガクをつくるのについやすのは、ジカンあたりおよそジュウエンである。

ホンをよむのよりやすい。また、ホンをかくのには、ジカンあたりおよそサンエンをつ

いやしている。これはやすいホウだ。コストサクゲンというわけで、このレンキュウは

どこにもいかなかった。リョコウしたら、イチジカンあたりセンエンはかかる。テレビ

ゲームもやすいホウだろう。ロクセンエンのゲームをひとつやっていれば、ロクジュウ

ジカンやれば、ジカンあたりヒャクエンである。なるほど、ホンがうれなくなるわけだ。

しかし、テイガクセイのオンガクやドラマみホウダイをシチョウすれば、イチジカンあ
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たりイチエンとなる。さすがにこれにはかなわない。やすくしすぎのようなきがする。

あるカイシャのジムショクインは、デンシャにのってカイシャにかよう。つきにイチマ

ンゴセンエン、コウツウヒがかかる。それは、イチニチにハッピャクエン、ジカンあた

りヒャクエンだ。うりあげがよければ、たいしたモンダイではないだろうが、わたしの

オンガクをつくるコスト、ジュウエンや、ホンをつくるコスト、サンエンにくらべれば、

おおきい。

もし、わたしがあるカイシャのジムサギョウを、ショルイイチマイあたり、ジュウエン

でジュウマイひきうけてしごとをしたら、ジムショクインがするおなじイチマイジュウ

エンのジュウマイのしごととくらべて、コストキョウソウでかってしまう。ジュウエン

のコストとヒャクエンのコストということだ。ヒャクマイひきうけてもハチジュウエン

とハッピャクエンである。

こういうリユウで、しごとをギョウムイタクしたり、ザイタクキンムをさせたりするの

は、コストサクゲンになるとおもう。

　

ヒャクななジュウハチ『ウ』ヒャクハチジュウハチ

　

カセキネンリョウをつかって、ハツデンすれば、トウゼンねつがでる。そのねつをひや

すためにつめたくしても、やはり、カセキネンリョウにたよるようだ。ゲンパツにして

もねつをだす。そうすると、やはりチキュウがあたたかくなる。それなら、ねつをださ

ないようなハツデンホウホウとか（フウシャなど）、あるねつからハツデンする（チネツ

ハツデンなど）のがいいかもしれない。

ニホンジンのいくらかは、またゲンパツをすすめたがっているが、やはり、ねつをだす

ことにはかわりがない。そういうおもわくがあるから、「ニサンカタンソがふえると、チ

キュウがあたたかくなる。」といったケントウちがいのセツになってしまうのかもしれ

ない。

なにかをもやすから、ねつがでて、「ニサンカタンソもでて」、チキュウがあったかくな

るであろう。そういうねつのメンからみれば、（ニサンカタンソはださないかもしれない

が）、ゲンパツはねつをだす。だから、だめであろう。いまあるねつを、ユウコウにカツ

ヨウできたらとおもう（イーエル［デンキ］イコールダブリュエー［あたたかさ］わる

ダブリュ［シツリョウ］である。●『ウ』ヒャクよんジュウイチ、『ウ』ヒャクニジュウ

キュウ、『ウ』ヒャクニジュウハチ）。

　

ヒャクななジュウキュウ『ウ』ヒャクキュウジュウ

　

サンジュウネンほどまえまで、ニホンとガッシュウコクは、ロウドウセンソウをしてい

たといえるかもしれない（『ウ』ヒャクハチジュウなな）。モジどおり、ロウドウのセンソ

ウである。なぜ、これがおこるか。それは、セイフのフサイがおおきいからである。い

まやニホンでも、セイフフサイがセンチョウエンをこえた。ガッシュウコクでは、ギョ
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ウセイキカンをしめているという。

センチョウエンはセイフのシャッキンだが、ミンシュシュギなら、コクミンのシャッキ

ンともいえる。これをかえそうとしたら、コクミンがおかねをだすか、はたらくという

ことになるだろう。ニホンのコクナイソウセイサンが、ゴヒャクチョウエンだから、コ

クミンゼンインが、ニネンカンただばたらきをすれば、かえせるということだ。

ガッシュウコクもそうやっておさめられる。サイキンになって、チュウゴクもロウドウ

センソウにくわわった。つまり、シャッキンをかえすために、ニホンジンもはたらくし、

ガッシュウコクジンもはたらくし、チュウゴクジンもはたらくということだ。ヨーロッ

パでは、ほとんどセイフフサイがないから、これらをにがにがしくおもっているだろう。

こういうジョウケンがあるから、ニホンジンはゆっくりできないわけである。

　

ヒャクハチジュウ『ウ』ヒャクキュウジュウイチ

　

わたしはイゼン、ものがあればあるだけ、ゆたかだとおもっていた。しかし、ものがふ

えると、イジするロウドウリョクがかかる。そのロウドウリョクをセツヤクしたければ、

もつものをふやさないホウがいいとおもうようになった。だから、ヒツヨウなものイガ

イあまりかわなくなった。しごとがふえるでは、おもしろくないからだ。かうまえに、そ

れをかんがえるといいだろう。

　

ヒャクハチジュウイチ『ウ』ヒャクキュウジュウサン

　

フツウのひとは、もしかしてかねもちになれたらいいぐらいに、かんがえてはいないか。

しかし、それはむずかしいだろう。ヨーロッパがイセイのよかったジダイのイチリュウ

サッキョクカでも、タショウうまいものをたべたぐらいらしいからだ。そのひとのなは、

モーツァルトである。

モーツァルトは、ロッピャクキョクイジョウのこしたダイサッキョクカである。オウに

こわれてキョクをかいたのだろう。それでも、アパートにくらしていたという。いまの

ニホンのサラリーマンはそれイジョウのセイカツをしていないか。だとしたら、それは

ほぼゆめである。

モーツァルトぐらいにヒョウカされているひとはめずらしいであろう。むかしとくらべ

て、いまはケイザイがよくなったというかもしれないが、セキタン、セキユがみつかっ

たぐらいで、デンキをつかうようになったくらいである。そのセキユは、ほとんどコク

ナイではとれない。だとしたら、ユニュウするブンまずしくなるである。

それなのに、なぜ、モーツァルトイジョウのくらしをサラリーマンができるのか。トウ

ジのヨーロッパのように、ショクミンチでもうけたり、ボウエキでもうけているのだろ

う。そのカンケイシャはいいくらしができるだろう。でも、がんばっても、モーツァル

トぐらいというのが、ただしいみかたでは、ないだろうか。
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ヒャクハチジュウニ『ウ』ヒャクキュウジュウなな

　

チキュウオンダンカがモンダイとされる。ねつをデンキに（イーエル［デンキ］イコール

ダブリュエー［あたたかさ］わるダブリュ［シツリョウ］。●ヒャクななジュウハチ『ウ』

ヒャクハチジュウハチ、『ウ』ヒャクよんジュウイチ、『ウ』ヒャクニジュウキュウ、『ウ』

ヒャクニジュウハチ）かえているのだから、あつくなるイッポウあろう。ハツデンした

り、ダンボウをつかったりというぐあいにである。

それをとめるには、ねつやデンキのリョウをひかえなくてはならないだろう。チキュウ

にながくすみたかったら、そうするだろう。しかし、センジュツのロウドウセンソウ（●

ヒャクななジュウキュウ『ウ』ヒャクキュウジュウ、『ウ』ヒャクハチジュウなな）がそ

れをすることをよしとしない。ようするに、チキュウジンのヘイワより、それをやって

いるくにのリエキがユウセンされるわけである。これをどうかんがえるか。

たしかに、ねつがあがれば、ケイザイカツドウもおおきくなるだろう（エル［ウンドウ］

イコール ダブリュエー わるダブリュ、●『ウ』ヒャクキュウジュウゴ、『ウ』ヒャクハチ

ジュウよん、『ウ』ヒャクニジュウキュウ、『ウ』ヒャクニジュウハチ、『ウ』ヒャクジュ

ウロク、『ウ』ヒャクジュウゴ）。トクにそれがおおきいくにもある。ジュウハチセイキ

は、エイコクのジダイなら、ニジュッセイキは、ガッシュウコクとニホンのジダイかも

しれない。ニジュウイッセイキはチュウゴクのジダイというひとがいるかもしれないが、

それはあったとしても、もうおわってしまったようだ。いまは、ヨーロッパのジダイで

はないか。

　

ヒャクハチジュウサン『ウ』ニヒャクイチ

　

センシンコクのニンゲンはやくにたっていないのではとかいた（●『ウ』サンジュウニ）。

シジョウでは、やくにたつものがうれつづける。だが、センシンコクでは、こどものか

ずがへっている。センシンコクのこどもないし、おとなはやくにたっていないのではと

いうことだ。

なぜ、センシンコクのひとは、やくにたっていないのであろう。それは、ロウドウセンソ

ウをするからだといえるかもしれない（●ヒャクハチジュウニ『ウ』ヒャクキュウジュ

ウなな、ヒャクななジュウキュウ『ウ』ヒャクキュウジュウ、『ウ』ヒャクハチジュウな

な）。むかしのことばでいえば、「サクシュ」だ。ロウドウセンソウとは、ほかのくにに

まけないように、はたらくことである。つまり、シジョウでユウイにたとうとする。ト

クに、セイフフサイがおおいと、それをやめづらい。いつかのジテンで、だれかがしは

らわなければならないからだ。

また、いまのイッパンテキなショウバイでは、リエキをだすことをよしとする。つまり、

そのクロジのブン、だれかがソンシツ、あかじをだすわけだ。しかし、イッパンテキに

は、それにモンクをいわない。そういうゲームである。クロジをだすのがうまいひとは

いいが、クロジをだすのがへたなひとはかせげない。フクシなどがあるが、それなら、そ
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ういうゲームをやめてもいいはずだ。センシンコクのこどもがへっているということは、

そのゲームがよくないからだとおもう。やくにたつセイヒンをつくって、うっても、リ

エキをだすわけだから、それはそんなにすばらしいことではない。つまり、ニンゲンが

あまりやくにたっていないのではとおもえる。

　

　

　

　

　

あとがき

　

　やってみるかとキカクし、ホンショをヘンシュウしおえた。これまでロクサツだして、

そのなかからイッサツにまとめたわけだから、これまでかいたズイヒツのロクブンのイ

チは、ケイザイガクがらみのギロンだったことになる。ケッコウなブンリョウだとおも

う（ちなみに、おなじくロクブンのイチは、ブツリガクである。）。ズイヒツなので、い

ろいろなシュダイでかくが、これだけのブンリョウにタッするとはおもわなかった。

　ジュウネンほどまえにケイザイガクのホンをかこうとおもい、いま、トウショとはベ

ツのかたちでカンセイした（もっというと、サンネンほどまえにもキカクした。）。また、

コウモクベツにまとめなおしたいともおもうが、いつそれができるかわからない。いま

は、とりあえず、わたしのシッピツのはげみとなるドクシャのかたがたにカンシャした

い。また、わたしをそだててくれたわたしのリョウシンにもである。カッテリュウをつ

らぬいて、もうしわけないメンもあるが、わたしのかんがえたことが、なにかのサンコ

ウになればとおもう。

　

ニセンジュウキュウネンクガツサンジュウニチ　はれ
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